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救命団ノ掟

～【特別事項】副団長の心構え～





一、その肩書に相応しい振る舞いを心掛けるべし

一、有事の際は、団長に代わり団員たちを率いるべし

一、鍛錬は常に怠るべからず








第一話　ロイド王への報告準備!!　の巻









　書状渡しの旅を終え、ようやくリングル王国へ帰還した僕達と犬いぬ上かみ先輩。

　久しぶりに再会した親友のカズキが、僕達の姿を見て感動のあまり涙ぐんでいたのが印象的で、なんだか僕まで泣きそうになってしまったのは内緒だ。

　リングル王国の王、ロイド様に旅の報告を行ったあとは、この世界での僕の居場所である救命団の宿舎へと帰ることになった。

　そこでは、相変わらずの強こわ面もて達、魔族のフェルム、そしてルクヴィスで別れたナックと再会した。

　彼が正式な救命団員としてここにいるのは、自分のことのように嬉うれしかった。僕が推薦したからという理由ではなく、ナックが新しい道を歩み始めることができたのだから。

　そして、救命団団長であるローズとの再会。

　旅で起こった出来事など色々なことを話すと、あまりに無鉄砲だと少し怒られてしまった。

　そして、僕がどれほど強くなったか確認するついでにネアの実力も見たいと言ったローズと、模擬戦をすることが確定してしまった。

　旅を経て多少は強くなったと自覚はしているが、僕がローズに勝てるビジョンなんてとても思い浮かばない……。
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　帰還後も救命団員として訓練に勤いそしむ毎日を過ごしていた僕だが、今日は書状渡しの旅で起こった出来事を改めて報告するために城へ呼び出されていた。

　ロイド様には帰還後すぐに報告をしようとしたのだけど、ロイド様の方が疲れている僕達の身を案じて、正式な報告は日を改めてで構わないと言ってくれていたのだ。




　城内の一室に集められたのは、僕とアルクさん、そしてアマコとネア。

　用意された椅子に座った僕達の前には、旅に出る際に僕とアマコに書状渡しのルートなどを説明してくれた女性、アルフィさんがペンを片手に報告書を作成する準備を行っていた。

「ウサト、そういえば団服は？」

　隣に座っているアマコが、僕の服を見て首を傾かしげた。

　城に来る際にはいつも団服を着ているので、不思議に思ったのだろう。

「あー、あれは穴が開いちゃってたからね。団長が修理するように手配してくれるから、預けてきたんだ」

「穴だらけだったもんね。それに、汚れとか傷も目立ってたし」

　それは、長い旅を一緒に乗り越えてきた証あかしとも言える。

　僕にとって、団服は相棒といっても差し支えないくらいに大切なものなんだ。

「準備が整いましたので、始めてもよろしいでしょうか？」

「はい」

　アルフィさんに頷うなずき、姿勢を正す。

　口頭での報告では時間もかかる上に、大事な内容を言い漏らしてしまう可能性もあったので、アルフィさんに報告書としてまとめてもらうことになったのだ。

「あー、楽しみですねー。波乱万丈に満ちた冒険譚たんを聞くことができるなんて！　想像を絶する経験をなさったということで、昨日は楽しみで楽しみで夜も眠ることができませんでした！　それではウサト様、私が報告書を書いていきますので、楽な気持ちで旅のことを話していただくだけで結構です！　え？　そんなに早く書けるのかって？　いえいえ、心配いりません。職業柄、速記には慣れておりますので！」

「ウサト、こいつ話長くない？　早口すぎて半分くらいしか聞き取れないんだけど」

「この人、全然変わってないよね」

　興奮するアルフィさんに、ネアとアマコがやや引いたような反応をする。

　アルフィさんとは一度しか会っていなかったけれど、インパクトが強いからよく覚えている。

「アルクさん、僕が話した方がいいですよね？」

「そうですね。記憶が朧おぼろげな部分は私達が補足します」

　話す内容が混乱しないように、頭の中で順序立てて話していこう。

「では、まずルクヴィスを出発してからについてお話しします」

　サマリアールへ到着する途中、ネアに騙だまされ、その結果邪竜と戦わなければならなくなった事態について話していく。

　テンション高めで聞いてくれていたアルフィさんだが、話が進むにつれてその表情を強こわ張ばらせていった。そして、なぜかドヤ顔のネアへと顔を向ける。

「えー、そちらにいるネアさんが……ウサト様の使い魔で、吸血鬼で、ネクロマンサーで……邪竜を蘇よみがえらせた張本人？　なんでサマリアールに着く前にそんなことになっているんですか？　話に聞いていたよりも、ずっと大変な目にあっているじゃないですか、これ……」

　次に、サマリアールでの出来事について話していく。

　これについては、サマリアールの王であるルーカス様が書面でロイド様に事件のあらましを伝えてくれていたので、僕も正直に話すことができた。

「サマリアールの呪い!?　なんで書状を渡しに行ったのに、そんな物騒なことに巻き込まれているんですか!?　え、幽霊に物理攻撃が効いた？　どうして幽霊に殴りかかろうとするんですか!?」

　なぜか怒られてしまった。

　次に、ミアラークでの出来事を報告していく。

「これはミアラークからの報告で知っていましたが、竜人相手に素手で挑むとか……えぇ……」

　完全に引かれてしまったが、そのまま獣人の国ヒノモトについての報告も済ませる。

　獣人の文化に興味があるらしいアルフィさんが異常な食いつきを見せてきたので、獣人の国の機密に触れない程度の情報を話しておいた。
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　時間にして、およそ二時間。

　束になった報告書を整えたアルフィさんは、一つ呼吸を置いたあとに顔を上げた。

「結論から言います。これをこのままロイド様に見せれば、衝撃のあまり倒れます」

「そ、そこまでですか!?」

「できることなら私も卒倒したい気分です……。行く先々で危ない目にあいすぎですよ……」

　どこか疲れたような表情を浮かべるアルフィさん。

　隣で座っているネアは「まー、当然よね」とほざいている。

「とりあえず、報告書の方はこちらでいい感じにまとめておきます」

「すみません。お任せすることになってしまって……」

「いえいえ、それが私の仕事でもありますから。それに、驚きこそしましたが、私にとって興味深いことがたくさん聞けましたので、むしろこっちがお礼を言いたいですよ」

　僕としては、そのまま徹夜で作業でもしそうな笑顔が怖いのですが。

　嬉しそうなアルフィさんにぎこちない笑みを返していると、ふと疑問が浮かんだ。

「あの、僕達は預かった書状を各国に渡してきたわけですけど、そのあとってどうなるんですか？　やっぱり、同盟を結ぶという形になるんですか？」

「そうですね。今は次の魔王軍の襲撃に備えて、他国との連携を図っているところです」

　他国との連携か。

　魔王軍という脅威に立ち向かう上で、力を合わせるのはなによりも重要なことだろう。

「順調に進んでいるんですか？」

「それはもう、ウサト様、カズキ様、スズネ様のおかげで滞りなく進んでおります」

　よかった。僕達のやったことは無駄じゃなかったんだな。

「ちゃんと書状を渡せるか不安だったんだけど、やればできるもんなんだなぁ」

「というより、出会う先の王様とかに特殊な人が多かっただけだと思う」

「そうよね。ちょっと悪い言い方だけど、まともな人がいなかったわね」

　それを言うな。心当たりがありすぎるから。

　ルーカス様、ノルン様、ジンヤさん──みんなインパクトの強い人達だったなぁ。

「今は前の失敗を踏まえて、いくつかの対策を講じているところです」

　アルフィさんの言葉に首を傾げる。

「対策とは……魔王軍に対してのですよね？」

「はい。その対策の一つが、魔王軍の侵攻をいち早く察知するということです」

「それは確か、魔王領近くに見張りの兵を置いておくというものですか？」

　アルクさんの言葉に、アルフィさんが頷く。

「アルクさんは知っていましたか。先の戦いでは、魔王軍の襲撃を察知するのがあまりにも遅すぎたので、今回は国境付近に見張りの騎士を配備することになったんです」

　前は、本当にいきなりの出撃だったからな。

　時間さえあれば、こちらも色々と対策を講じられるだろうから、魔王軍に好き勝手にやられる心配はなくなるかもしれない。

「あとは、そう遠くない時期に近隣国の代表者が集まって会談の場を設けることになりました」

「近隣国というと……？」

「カームへリオ王国、ニルヴァルナ王国、そしてウサト様の向かったサマリアール王国の三国ですね。そこにリングル王国を加えた四国の代表が、魔導都市ルクヴィスで会談を行うことになります」

　カームへリオにニルヴァルナって、確か先輩とカズキが書状を渡した国……だよな？

　カームへリオに関しては、先輩と僕の記事が出回った場所であるから名前だけは覚えている。

「ミアラークは会談には来ないんですか？」

「ミアラークは以前起きた騒動の被害が残っていることに加え、距離的にも厳しいという問題があるからですね。なので、ルクヴィスに集まるのは近隣の王国のみです」

「なるほど……」

　確かに、ミアラークはまだ復興に時間がかかりそうだしな。

「ルクヴィスには、書状を届けたカズキ様、スズネ様、ウサト様も行っていただくことになるかもしれませんね」

「そうですか……」

　書状を渡した身なので、会談に同席するのは納得できる。

　しかし、ルクヴィスか。時間があれば、キリハ達に会えるかもしれないな。

「まあ、会談自体は少し先ですから、今はそこまで考えなくても大丈夫です」

「そうですね」

　ひとまず会談のことは置いておこうか。

　とりあえず旅の報告を終えたので、僕達はそこで解散ということになった。






第二話　エルフの少女と合同訓練!!　の巻









　報告を終えたあと、城の守衛としての任に戻るアルクさんと別れた僕達は、ゆっくりとした足取りで城内を歩いていた。

「それで、ネアは救命団でうまくやっているの？」

　人間の姿で一緒に歩いているネアを横目で見たアマコは、彼女へ声をかける。

「そんなわけないでしょ……！」

　アマコの質問に、ネアはややオーバーに反応する。

「この隣にいる化け物は相変わらずの訓練バカだし、その周りのおっそろしい顔の奴らもこいつと同じくらいやばいし、そのボスに至ってはもう言葉にできないくらいにデタラメよ！　ウサト以上とか、もう頭がおかしくなりそうよ！」

　訓練バカとはなんだ。僕はただ毎日の習慣を続けているだけだぞ。

「悔しいけど、あそこでまともなのってフェルムしかいないじゃない！」

「ナックは？　確か彼も救命団にいるよね？」

「……小っちゃくなったウサトって言えば分かる？」

「あー……うん」

「ちょっと待てい」

　アマコも納得するな。

「ナックはなぁ、僕が言わずとも自主練を率先して行う、救命団員の鑑かがみのような子なんだぞ？」

「……それって、ウサトに毒されてる感じよね？」

「うん。ナックはルクヴィスでウサトの訓練を受けたからね」

　呆あきれたような反応を返されてしまった。

　……話題を変えよう、うん。

「そういえば、ネアはすっかりフェルムと仲良くなったよね」

「はぁ!?　んなわけないでしょうが！」

　そんなことは認められないとばかりに、ネアは反論してくる。

　傍はた目めには、そんな仲悪いようには見えないんだよなぁ。

「あの生意気魔族、私のご飯のおかずを奪っていくし、ベッドの整え方も雑だし、洗濯だって適当だし、子供のままでかくなったってくらいにだらしないのよ!?」

「アマコ、どう思う？」

「似た者同士だから、認めたくないだけだと思う。あと、無意識に世話を焼いてることに気付いてない」

「だよなぁ」

　ネアは否定するだろうけど、根は面倒見のいい優しい子だからなぁ。

　あえてフェルムと一緒の部屋にしておいて正解だったのかもしれない。

　しかし、日常生活でだらしない部分がある、か。

「ここは活を入れるべく、本腰を入れてフェルムの訓練に取り組むべきかな」

「どうしてそんな思考に至ったかは考えたくもないけど、さすがに同情するわね……」

「いや、君も例外じゃないぞ」

「……え？」

　僕の言葉に、ネアが首を傾かしげた。

　アマコは「あ、また何か始まった」と小さく呟つぶやいたあとに、僕の視線から逃れるようにフードを被かぶった。

「前々から思っていたんだ。君の体力も鍛えなきゃって」

「え？　わ、私……魔術とかで補助するタイプだし……。ウサトの訓練にも魔術を使って参加しているでしょ？　それで十分じゃないの？」

　必死な様子でそう話すネアに、僕はゆっくりと首を横に振る。

「今までは見学……つまりお試し期間だ」

　今の訓練に関しては僕も確かな成果を実感しているけど、あくまでそれは僕だけを鍛える訓練にすぎない。それじゃ、いつまで経たってもネアは成長しないままだ。

「今後、コーガのような手段を選ばない敵と戦う時、君の存在が必要になるかもしれない。だけど、それは耐久力の低い君が真っ先に狙われるような戦いになる可能性もあるんだ」

　僕はコーガとの死闘を思い出し、強く拳を握りしめる。

　本当は僕だって戦うような状況には遭遇したくないけど、嫌でも考えなくてはならない。

「そのためにどうするか？　決まっている……訓練しかない」

「前から思ってたけど、訓練で何もかも解決しようとするのやめて！　私、無駄に筋肉とかつけたくないの！」

「心配するな。鍛えるのは体力と、〝ここ〟だ」

　僕は格好つけながら、親指で自身の胸を示す。

　救命団で鍛えられるのは肉体だけじゃない。

　どんな苦難にも耐え抜ける精神も鍛えることができるのだ。

「心が強くなれば、どんな事態でも冷静さを保つことができる。そう、たとえ剣が鼻先を掠かすめようともね」

「そこに至ってしまった私に、果たして心は存在するのかしら……？」

「……あるッ！」

「その間まはなんなのよぉ！」

「僕がその証拠だ。ネア、僕に心がないと思うのかい？」

「貴方あなたの存在自体が不安になる要素だという事実が分からないの!?」

　酷ひどい言われようだ。

　普通の高校生だったあの頃と比べれば、大分変わっているかもしれないけど、僕が僕であることには変わりはない。

「ねぇ、ウサト」

「ん？」

　どうやってネアを説得しようかと考えていると、今まで黙り込んでいたアマコが声をかけてきた。

　涙目のネアが助けを求めるような視線をアマコに向けるが、彼女はそれに構わず言葉を発する。

「今度、救命団に行ってもいい？」

「別に構わないけど……特に面白いものはないと思うよ？　僕を含めた団員がひたすら訓練しているだけだし」

「……ウサトがいるなら、いい」

　フードを被ったままで表情は窺うかがえないけど、照れながらそう言ってくれているのは分かった。

　なんというか、心が温かくなるとはこういうことを言うんだな。

「……今、この話必要!?」

　沈黙に耐えられなかったのか、ネアが声を荒らげた。

　当のアマコは、煩わしそうにネアを睨にらみつける。

「ネア、そろそろ諦めたら？」

「他ひ人と事ごとだからそう言えるんだろうけど、私からしたら死活問題なのよ……！」

　救命団員として訓練を受けるのが、そんなに嫌なのか。

　うーん、さすがにそこまで辛つらい訓練をさせるつもりはないのだけど、どう説得しようか。

「おーい、ウサト」

「ん？」

　後ろから聞こえてきた声に振り返ると、カズキがこちらに手を振っていた。

　カズキの隣には見覚えのない少女が立っている。

　普段なら城の人かなと思うところだけれど、その少女の耳を見て僕は驚きの声を漏らした。

「エル、フ……？」

　人間とは違った尖とがった耳。

　僕の驚きをよそに、カズキは笑みを浮かべてこちらに駆け寄ってきた。

「ウサト、今日はどうしたんだ？」

「今日は旅の報告をしにね。えーっと、そちらの方は……」

「ああ、そういえば、まだ紹介してなかったな」

　彼は、後ろにいるエルフの少女を手招きする。

「彼女は、旅の途中で仲間になったエルフ族のフラナ。族長の娘なんだ」

「よろしくね」

　フラナと名乗ったエルフの少女が、フレンドリーに握手を求めてくる。

　少し面食らってしまった僕だけど、握手に応じる。

「僕はウサト・ケン。救命団って組織に所属している人間だよ」

「「人……間？」」

　後ろの吸血鬼と子こ狐ぎつねの疑問の声は無視する。

　元気よく握った手を上下に振ったフラナさんは、人懐っこい笑顔を向けてくる。

「君のことはカズキからよく聞いてるよ。ちょっと不安もあったけれど、実際に顔を合わせてみて優しい人だなってのは伝わった」

「そ、そうかな……」

　カズキは僕のこと、なんて話していたんだろう？

　普通に照れていると、フラナさんが困ったような表情を浮かべた。

「でも、ちょっと大おお袈げ裟さだなって部分もあるんだよね。治癒魔法使いなのに自分から攻撃しにいったり、私とカズキが戦った恐ろしい怪物と同じくらい強い奴と戦ったとか……」

「あはは……」

　頬ほおを掻かいて苦笑していると、フラナさんはハッとした表情を浮かべた。

「あ、ご、ごめん！　決して君のことをバカにしているとかじゃなくて、歳としも私とそう変わらないし、見た目も普通だから……」

「見た目は普通だもんね」

「そうね。見た目はね」

　我慢するんだウサトッ、カズキとフラナさんを前にして、後ろの小娘共に怒っては駄目だ……！

　笑顔のまま耐えていると、カズキが不満げにフラナさんに話しかけていた。

「何度も言ってるけど、本当なんだぞ？」

「そうは言うけど……」

　まあ、一般的な治癒魔法使いに対する認識からすれば、僕の行動は信じられないものばっかりだからしょうがない。

　そんなことを考えていると、フードを外したアマコがフラナさんへ話しかけた。

「私はアマコ。見ての通り狐の獣人。私もウサトと一緒に旅をしてきたの。立場的には貴女あなたに近いかな」

「獣人の子!?　よ、よろしく……」

　驚きながらアマコと握手を交わしたあとに、今度はネアが得意げな顔で前に出た。

「じゃ、今度は私の番ね。私はネア、ウサトの使い魔よ」

「え、う、うん、よろしく……ん？　使い魔？」

「こう見えても私、吸血鬼とネクロマンサーの血を引いているの」

　悪戯いたずらが成功した子供のような笑顔のあと、フクロウに変身したネアが僕の肩に飛び乗った。

　その様子を間近で見て目を丸くしたフラナさんは、バッとカズキを見る。

「カズキの言う通り、普通じゃないかも……」

「だろ？」

「ちょっと待って」

　なんで二人の自己紹介なのに、僕が普通じゃないような扱いをされなきゃならないの？

　納得いかないんですけど。




　自己紹介を済ませたあと、僕達は雑談を交わしながら城内の通路を歩いていた。

　ネアは欠伸あくびをしながら僕の肩にいるが、アマコはフラナさんと馬が合ったのか楽しそうに会話している。

「それで、カズキとフラナさんは今から訓練しに行くんだ」

「ああ、俺もウサトに負けないようにたくさん訓練しなきゃって思ってな」

　相も変わらず爽やかな親友だぜ。

　僕もカズキが訓練している姿を見ると、負けていられないって気持ちになるんだよね。

「あれ？　そういえば先輩は？」

「あ……。先輩はウサトに会いに救命団に行っちゃったんだ……」

「入れ違いになっちゃったかー」

　何か僕に用事でもあったのだろうか？

　まあ、先輩ならそんなのなくても会いに来そうではあるけど。

「ウサトはこのあとどうするんだ？」

「え？　救命団に戻っていつも通りに訓練をしようかなって……」

「じゃあ、俺達と一緒にやらないか？」

「一緒にか……」

　帰ってもいつも通りの訓練をするだけだし、ここはカズキと一緒に訓練する方がいいかもしれないな。

「うん、一緒にやろう」

「よし、決まりだな！」

　カズキの笑顔につられ、僕も笑みが零こぼれる。

「二人はどうする？」

「行く。もっとフラナさんとも話したいし」

「私も暇だから行くわ」

　隣のアマコと肩にいるネアに訊きくと、どちらもついてくるようだ。

　アマコはともかく、ネアは勇者としてのカズキの力を知りたいような感じだ。

「へへっ、じゃあ早速訓練場へ行こう！　フラナも早く！」

「あ、ちょっと待って、カズキ！」

　嬉うれしそうに外へ向かっていくカズキについていくフラナさん。

　アマコと顔を見合わせ頷うなずいた僕は、彼らの背中を追って訓練場へと向かった。
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　訓練場には、幸いにも誰もいなかった。

　他の騎士達が訓練をしていない時間帯なのだろう。周りを気にせずに僕達だけで広々と訓練できるのは、好都合であった。

「カズキは普段、どんな訓練をしているの？」

「救命団の訓練ほど激しいものじゃないけど筋トレと剣の素振り、それと魔法の基礎訓練をしてるかな」

　一緒に準備運動をしているカズキに訊いてみると、意外な答えが返ってきた。

「ウェルシー曰いわく『基礎を鍛えるのが一番の近道！』らしいからな」

「魔法の基礎か……」

　僕はほぼ根性だけで治癒魔法を習得したから、魔法の基礎というものをあまり理解していないんだよな。

　今日のカズキとの訓練を通じて、何か得られるものがあるかもしれない。

「ウサトはいつもどんな訓練をしてるの？」

「え？　僕は……ひたすら走ったり、筋トレしたりしてるね」

　フラナさんの質問に、素直に答える。

「アマコ、物は言いようよね」

「うん。中身はほぼ別ものなのに」

　やかましいぞ、後ろの小動物共。

　近くの木陰に座っているアマコとネアを睨むと、フラナさんは驚いたような反応をする。

「へぇ、意外と普通なんだ」

「違うぞー、フラナ。ウサトの訓練は言葉だけじゃ伝えられないくらいにすごいんだ」

「ん？　どういうこと？」

「訓練内容の密度がすごいんだよ。なっ、ウサト」

「そ、そうだね……」

「訓練の密度？　どういうこと？」

　カズキの補足に、フラナさんが首を傾げる。

「さて、訓練に入るけど、ウサトはどうする？　さすがに俺の訓練に合わせてもらうのは申し訳ないし……」

「魔法の訓練はどうかな？　僕も自分の魔法について思うところがあるし」

　最近は戦闘向きの技しか考えていなかったから、新しい境地を模索するために、今一度自分の治癒魔法と向き合ってみるのもありだ。

「魔法か。フラナもそれでいいか？」

「私は構わないよ」

　カズキと共に、訓練場へと足を踏み入れる。

　結構な広さがあるから、思う存分に魔法を使っても大丈夫そうだ。

「まずは各々の魔法を見せていきましょうか。お互いの魔法を知らないと、訓練どころじゃないし」

「それもそうだな。それじゃ、俺から先に魔法を見せるよ」

　フラナさんの言葉に頷いたカズキは、僕から十メートルほど離れる。

「……よし、やるか」

　そう言ってゆっくりと深呼吸をしたカズキは、両手から白く輝く魔力を溢あふれさせた。

　蛍のように淡く輝いていた魔力が、次第に十数個のピンポン玉ほどの大きさの魔力弾に形成され、彼の両手の上にふわふわと浮遊する。

　空を見上げたカズキは、手元を見ずに掌てのひらの魔力弾を一斉に打ち上げた。

　打ち上げられた魔力弾は、空中で円形に並び、それぞれが別の生き物のような動きを見せて様々な図形を形成していく。

「……」

　何がすごいって、空を見上げているカズキが何もしていないように見えることだ。

　まるでそれが当たり前のように、十数個に及ぶ魔力弾を自分の手足のように操っている。

　その光景に見入っていると、僕の肩にネアが飛び移ってきた。

「やっぱり勇者って異常な素養を持っているわね。一目見ただけで、普通の人とは違うって分かっていたけど……これは本当に人間業じゃない」

「君から見てもそうなのか？」

「ええ、貴方とは別の意味で化け物ね」

　僕はともかく、カズキを化け物扱いすることは許さんぞ。

　肩の上のネアにそう抗議していると、フラナさんがカズキに声をかけた。

「相変わらず綺き麗れいだね、カズキの魔法って」

「ん？　そうか？　俺からしたら、ただ危ないだけの魔法なんだけどな」

　そう答えるカズキの視線は空中に固定されたままだが、普通に話していても魔力弾の動きは一切乱れない。

　ひたすら感心していると、ハッとした表情を浮かべたカズキがこちらへ顔を向けた。

「ど、どうだ、ウサト？　俺の魔法は」

「いやいや、すごい以外に言葉が見つからないよ。どうやったら、あんな風に自然に魔力を操れるの？」

　柄にもなく、テンションが上がってしまっている。

　そんな僕の反応を見て、照れるように頭を掻いたカズキは、頭上で動き続けている魔力弾を自分の手元に戻した。

「俺が魔法を扱う上で意識しているのは、自然体であることなんだ」

「自然体であること？」

「ああ。魔力を操作するんじゃなくて、手足と同じように動かすって感じだな」

　そう言って、カズキは掌の複数の魔力弾を合体させ、精巧な剣を形成する。

「ウェルシーはこの技術を〝新しい魔法の形〟って評価してくれたけど、そんな大それたもんじゃないんだけどな……ははは」

　系統強化が魔法の奥義なら、カズキのは『魔力操作を極めた一つの形』ということになるのだろうか。

　勇者の素質を持つ彼が、ひたすら基礎を突き詰めて得た技術……うん、かっこいいな。

「その技って、他にどういうことができるの？」

「剣に纏まとわせて強化したり、敵を包囲したり……色々できるな」

「色々というより、なんでもでしょ。暴食の怪物の取り巻きを、怒りに任せて一瞬で消し炭にしたやつとか今でも覚えているし。まあ、そのせいで腕が傷だらけになっちゃったけど……」

「そ、それはウサトの前で言わないでくれよ！　本当は、そんな危ない使い方をするはずじゃなかったんだから！」

　やろうと思えば、かなりえげつないことができるようだ。

　しかし、カズキが怒りに任せて攻撃したのか？　怪我をしたっていうけど……。

「フラナさん、その時のカズキは何をしたの？」

「左腕に光の魔力を纏わせて、そのまま解き放ってた。いつものカズキの魔法とは違っていたけど、すごく輝いていたね」

　魔力を放つこと自体は普通だけど、問題はカズキの光魔法が使い手である彼自身を傷つけたということだ。

　考えられる可能性としては……。

「カズキ、系統強化を使ったの？」

「あ、あー……うん、そうだ。まだ練習中だったけど、使わなきゃ危ない状況だったから……」

　申し訳なさそうにするカズキに、僕は首を横に振る。

「見たところ腕に傷も残ってないようだし、安心したよ」

「ウサト……」

「むしろ、系統強化に関しては僕の方が危ない使い方してるし」

「貴方、危ないことしてる自覚があったのね」

「そうだよね。ウサトの方がやばいことしてるもんね」

　やばいことってなんだ。心当たりが多すぎて分からんな。

　肩の上のフクロウと背後の狐の言葉をスルーしていると、フラナさんが話しかけてきた。

「もしかして、ウサトも系統強化を使えるの？」

「使えるけど、僕の系統強化はそこまで強力ではないよ。むしろ治癒力が上がるだけだから、攻撃力は皆無だね」

「その代わり殴るもんね」

　笑顔のまま背後を向いて治癒指弾を放つが、先ほどまで木陰にいたアマコは、既に僕から十メートルほど離れた場所に移動していた。

　射程距離外か……。

　予知魔法で僕の動きを読んだ上で煽あおってくるとは……やるようになったな、アマコ。

「今、すごい動きで魔力弾を放ったように見えたんだけど……」

「ははは、気にしないで」

「いや、気にするよ!?」

　僕の突然の行動に驚いているフラナさんに、笑いながら誤魔化す。

「とりあえず俺の魔法を見せたけど、次はどうする？」

「あ、次は私が魔法を見せるよ」

　そう言って一歩前に歩み出たフラナさんは、僕に両の掌を見せた。

　掌から紫色の魔力が放出され、彼女の両腕を包み込む。

「紫色の魔力？　珍しいな……」

「ちょっと変な感じね。なんとなく攻撃に使われる魔法じゃなさそう」

　僕とネアが各々の感想を述べると、フラナさんが紫色の魔力を右の掌に集めた。

「私の魔法は幻影。相手に幻を見せたりできる魔法なんだ」

「幻を見せる、か。それは目を合わせた人に見せる魔眼的な……？」

「あはは、そこまで強力なものじゃないけど、もっと使い勝手がいい方だね。私の幻影魔法は、私の魔力に触れた相手に幻を見せるんだ」

「ん？　んん？」

　魔力に触れた者に幻を見せる？

　意味が分かるようで、分からないぞ。

「あはは、いい具合に混乱してるね。それじゃ──」

「あ、おい、フラナ！」

　カズキが止めようとした瞬間、フラナさんが僕の肩に右手を置いた。

　その瞬間、彼女から魔力が流され、眼前に人影のようなものが現れる──が、すぐに掻き消えてしまった。

「……うん？　なんか出たけど、消えたぞ？」

「あれ、見えなかった？」

「一瞬だけ影は現れたけど、すぐに消えちゃったよ」

「んー？　おかしいな、無防備な状態ならあっさりかかるのに……」

　いきなり僕に幻を見せようとしたのか。

　一言くらい言ってほしかったけれど、なんで僕にかからなかったんだろうか？

　疑問に思っていると、ネアが呆れたような声で狼ろう狽ばいしているフラナさんに話しかける。

「単純にそいつの精神力が化け物なだけよ。平常時のこいつにいくら普通の精神攻撃をかけたって、無効化レジストされるわよ」

「精神力が化け物ってどういうこと!?」

「そのままの意味よ。この男は百単位の精神攻撃を同時に食らっても平気だったんですもの。今さら、個人の魔法なんて効かないわよ」

「むしろ百単位の精神攻撃を食らう機会がなんだったのか知りたいんだけど!?」

　ネアの言葉に信じられないといった表情を浮かべたフラナさんをよそに、カズキが感心したように腕を組んだ。

「すごいんだなぁ、フラナの幻が効かないなんて。俺なんて最初にやられたとき、すげぇびっくりしたのに……」

「カズキ、気付いて！　普通の人は無意識に精神攻撃を無効化レジストしないから！」

「ウサトは普通の人よりすごいってことだろ？　それくらいの修羅場も潜くぐっているし、おかしくはないな」

「なんなのこの異様な信頼!?　ちょっと怖いよカズキ！」

　フラナさんが抗議するも、当のカズキは首を傾げるだけだ。

　ここにきて、サマリアールでの経験が生きるとは思わなかったな。

「フラナさん、なんかごめん」

「う、うぐぐ……！　こうなったら、意地でも幻影を見せるしかないっ。ウサト、とにかく幻を見せるからね？　身構えたりしないで、リラックスしてて」

「わ、分かった……」

　戸惑いながらも軽く深呼吸をして精神を落ち着けると、再び目の前に黒い人影が現れる。

　ゆっくりと姿が鮮明になるにつれ、猛烈に嫌な予感を抱いた僕は、必死に僕に魔法をかけようとしているフラナさんに声をかける。

「ちなみに、なんの幻を見せようと？」

「とりあえず、貴方が思う一番恐ろしいものを見せてみようかなって」

　恐ろしい……オソロシイ……？

　目の前の黒い人影が長髪の女性に変わろうとした瞬間、僕の防衛本能が働いた。
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「ぬゥんっ！」

　目の前の人影が完全な姿を晒さらす前に全身に気合いを入れ、幻を掻き消す。

「あぁ！　また私の魔法が掻き消された！　なんで抵抗するの!?」

「体が幻を見ることを拒否してしまったから、かな」

「ぜ、全力で魔力を送り込んだのに……。この人、本当に人間なの……？」

　邪竜や幽霊とかならまだ平静を保っていられる自信はあるけど、ローズは駄目だ。しかも、僕が一番恐ろしいと認識している状態のローズとか、姿を現した瞬間に土下座しているね。

「ウサト、なんで幻にかかってやらないの？　それくらいいいじゃない」

「ネア、目の前に突然マジギレ状態の団長が現れたらどうする？」

「ごめんなさい。それはしょうがないわ」

　分かってくれたようでなによりだ。

　とりあえず、自信を失いかけているフラナさんをカズキと一緒に慰めつつ、僕の魔法の紹介に移ることになった。

「少し地味だけど、系統強化をやってみようかな」

　課題は、系統強化の発動までの時間を短縮させることだな。

　発動するまでの時間が短ければ短いほど、治癒魔法の系統強化のデメリットである自分に対する治癒力の低下による隙すきも補うことができる。

「え、ウサトにしては地味ね。あの常識を疑う新技を披露しなくてもいいの？」

「常識を疑う新技……!?」

　ネアの言葉が聞こえてしまったのか、びくりと肩を震わせ後ずさるフラナさん。

　い、いかん、ここで治癒飛拳を出してしまえば、フラナさんのみならずカズキにもドン引きされる可能性がある。

　肩にいるネアに笑顔を向ける。

「ネア、余計なこと言うと訓練に叩たたき込むぞ」

「はい！　黙りまぁす！」

　分かればよろしい。

「さて、じゃあ系統強化をやってみるよ」

「他の人の系統強化を間近で見るのは初めてなんだよな。旅の道中では、使い手を見ることはなかったし」

「僕でよかったらいくらでも見せるよ」

　カズキの系統強化のために、手本にならなくちゃな。

　そう思い、系統強化を発動させようと意識を集中した時、ふと訓練場の外に気配を感じた。

　……何か、来る？

「ウーサートーくーん！」

　次の瞬間、僕達の前に雷と見間違うほどの光と衝撃が迸ほとばしった。

　かろうじて目で追えた影からそれが誰かを理解した僕は、驚きよりも「やっぱりか」と納得してしまった。

「犬いぬ上かみ先輩、もうちょっと静かに来られないんですか……？」

「いきなり駄目出しされた!?　私の華麗な登場に、もうちょっと驚いてくれてもいいんだよ!?」

　電撃を迸らせながら現れた犬上先輩は、僕の反応にご不満な様子でこちらへ駆け寄ってくる。

　僕の後ろにいる面々と肩の上のネアは、先輩のいきなりの登場に声も出ないようだ。

「救命団を尋ねたら、ウサト君が城に来ているって聞いてびっくりしたよ。来るなら教えてくれてもいいのに……」

「だからといってこんな登場の仕方をしなくても……」

「ウサト君が特定の位置に留とどまっているように思えなくて、全力で来ちゃった」

　来ちゃった、じゃないよ。

　先輩は、常に動き回っているような日常を僕が送っていると思っているのだろうか？

「それで、皆はここで何をしているの？」

「訓練ですよ。カズキの提案で、これから一緒に魔法の訓練をしようっていう話になって……先輩も参加しますか？」

「うん！」

　わぁ、すっげぇ笑顔。

　相変わらずな先輩に苦笑しながら、彼女を加えた四人で訓練をすることになった。

　実際はまだ始まってもいなかったので、先輩が来たのはタイミングとしてちょうどよかったのかもしれない。

「スズネ、今どうやって来たの？　なんか電撃に包まれていたように見えたけど……」

　アマコの言葉に先輩が頷く。

「ん？　ああ、私の新しい技、というより戦闘スタイルみたいなものだね」

「戦闘スタイル？」

「私が旅の最中に戦った雷らい獣じゅうっていう魔物を参考にして編み出した技なんだけど、雷を操るんじゃなくて、雷そのもので自分を強化するんだ。まだ未完成で、十秒くらいしか使えないけどね」

「十秒って……救命団の宿舎からここまで？　結構距離があったと思うけど……」

「そのくらいの距離、楽勝で走り抜けられるよ！　ウサト君を逃がさないためにね！」

　サムズアップしながらそんなこと言われても困るんですけど。

　というより、十秒限定とはいえ凄すさまじい技を身につけているな、先輩。

「その技、すごいですね」

「そうだろう、そうだろう！　私はこれを密ひそかに『魔ま装そう・雷獣モード』と名付けているんだが、どうかな？」

　雷獣モード、だって……？

　なんですか、それすごく──、

「カッコいい技名ですね！」

「分かってくれるかい！　クルミアには鼻で笑われたのに！」

　先輩のネーミングセンスすごすぎだろ……！　『魔装・雷獣モード』とか、どうしたらそんなカッコいい名前が考えられるんだ!?

「カズキ、スズネってまさか……」

「あ、分かるか？　実はそうなんだ」

「へぇ、あのスズネが……。ちょっと意外かも」

　なぜか僕を見ながら感慨深そうな声を漏らすフラナさんと、テンションを上げている僕と先輩を温かい目で見守るカズキ、そして反対に僕達を冷めた目で見ているネアとアマコ。

　そんな視線に晒されながら、僕は久しぶりに過ごす友人達との日常を大いに楽しむのだった。






第三話　救命団員としての日常!!　の巻









　リングル王国に帰ってきてから、救命団での生活サイクルにようやく体が慣れてきた。

　今までの旅の道中でも訓練は欠かさなかったが、やはり救命団での訓練は全然違う。

　一人でやっていた訓練も、トング達という競い合える存在がいれば、互いにムキになってより苛か烈れつなメニューをこなすことができるのだ。

　……いや、単に売り言葉に買い言葉で全力疾走に発展しているだけなんだけどね。

　僕にとってはいい環境であるが、最近一つ気になったことがある。

「ブルリン、お前……太ったな」

「フグァ？」

　元からデカかったブルリンだけど、今はなんというか……まるまるっとしているのだ。

　僕としては、背負って走るにはいい重さだと思っていたが、見た目で分かるほど膨らんでしまってはさすがに見過ごせない。

「ここ最近のお前は、食って寝てを繰り返してたよな」

「……グゥ」

「駄目だよなぁ、このままじゃ」

　朝食の果物を食べ終え、そのまま惰眠を貪むさぼろうとしたブルリンが体を震わせ顔を上げる。

　そんなブルリンを見下ろした僕は、心を鬼にしてブルリンを運動させることを決心する。

「お前も救命団の一員だ」

「グルゥ」

「そんな首を横に振っても駄目だ。分かってるだろ？　このままじゃマズいって」

　それでもなお、首を横に振るブルリン。

　……仕方ない。これだけはしたくなかったんだけど。

「しょうがない、団長に任せるか」

「グルァ！　グルルッファ！」

「そうかぁ！　やる気になってくれたか！　嬉うれしいぞぅ！」

　やる気を表すかのように僕の足を殴りつけてきたブルリンに、満面の笑みを浮かべる。

　そうと決まれば、さっそく今日から始めるか。




　今日の訓練メニューは、トング達と街中での走り込み。

　いつもはブルリンを背負って走っているのだが、今日はブルリンに自分で走らせる形で参加させることになった。

　ブルリンも太ってしまったが、やはりブルーグリズリーという魔物の潜在能力は計り知れないものがある。荒い息を吐いているものの、しっかり僕と強こわ面もて達のペースについてきている。

「おう、ウサト。ネアは連れてきてねぇのか？」

　街中を走っていると、前にいるアレクがそんなことを訊きいてきた。

「ネアは救命団の訓練場で訓練させているよ」

「つーことは、ナックとフェルムと一緒にか？」

「ああ、まあネアは走り込みだけだけどね」

　当然、ネアは訓練への参加を嫌がった。

　僕としても、できるだけ彼女自身の意思で参加させたいと考えていたので、少しだけやり方を変えてみた。

　僕はフェルムとネアが一緒にいる時間帯を見計らい、彼女達の部屋を訪れこう言った。

『フェルムは普通にできてるけど、まあ、君ができないならしょうがないよね。フェルムはできてたけど』

『……！』

『フェルム。そういうことだから、訓練の話はなかったことにしておいてくれ。ネアは君についていけないみたいだ』

『え？　あ、ああ！　まー、普通そうだよな！　ただの魔物が、このボクについてこれるはずないもんな！　胸に邪魔なもんがあるお前なんかにできるはずないしな！』

『や、やってやろうじゃないのよォォォ！』

　簡単にまとめると、こんな感じでネアは〝自分の意思で〟訓練に参加することになった。

　今頃は、死に物狂いでフェルムと競い合っているだろう。

「お前って、結構えげつないやつだよな」

「なんか団長に似てきた気がするぞ」

「おいおい、団長なら最初から実力行使だから全然違うだろ。僕はまだ優しい方だよ」

　ゴムルとミルの言葉に反論すると、強面共は呆あきれたようなため息をついた。

　納得いかない気持ちになっていると、次はトングが話しかけてくる。

「そういえばお前、今度団長と模擬戦するんだって？」

「……あー、うん、そうだね」

「マジで大丈夫なのか、ソレ？」

「逆に聞くけど、大丈夫だと思う？」

　トングの言葉にそう返すと、強面共全員が声を揃そろえて『思わん』と答える。

　そりゃそうだろうな。

　こいつらは、誰よりもローズの恐ろしさを知っている。知っているからこそ、その常軌を逸した実力を理解しており、それに尊敬の念を抱いている。もちろん、僕も含めてね。

「ヒヒヒ、それじゃウサトと団長、どっちが勝つか賭けてみるか？」

「んじゃ、姉御が勝つ方に賭けるわ」

「勝つ方が決まってるじゃねぇか」

「グルド、勝敗が決まっている賭け事ほどクソなもんはねぇぞ」

「これほどまでに旨うまみを感じない賭けはねえだろ」

「つーか、救命団は賭博行為は禁止してるだろ。バカ共」

　勝敗が決まっていることには同意するけど、それを賭け事にされるのは癪しゃくに障る。

　アレクが止めていなければ、ローズに告発していたくらいにイラッとした。

「で、実際どう戦うつもりなんだよ」

「どうって……ネアの力を借りて、ひたすら肉弾戦……かなぁ。多分、あの人は遠距離攻撃なんて素手で叩たたき落としてくるだろうし」

　おそらく拘束の呪術を使っても、カロンさんと同じく時間稼ぎにもならないだろう。

「とりあえず、団長の初撃を避よけることだな。んでもって、一発食らわす」

　イメージはしているが、ローズがそのイメージを超えた動きをすることは分かっているので、想定している以上の動きをすることを念頭に入れて模擬戦に臨む。

　自然と口角が上がってしまっていたのか、僕の顔を見た強面共はそのいかつい顔を顰しかめていた。

「気付かぬは本人だけだな」

「最初に来たときは、ただのクソガキだったはずなんだがな」

「今となっては、姉御に次ぐ怪物だもんなぁ」

「しかもキレたら豹ひょう変へんするしよぉ。時折、姉御が二人いるように思えるぜ……」

「いや、それはしょうがないんじゃねぇか？　姉御のマジ訓練受けたら、こうなるのも無理ねぇよ」

　額に血管が浮く。

　こいつらにキレるのは簡単だけど、僕も旅を経て辛抱強くなったんだ。

　必死に笑顔をつくり、内心の怒りをおくびにも出さず声を絞り出す。

「はっはっはっー、言いたい放題か、この化け物共め」

「「「「「あ？」」」」」

「あ？」

　走りながら、強面共に睨にらみを利かせる。

　傍らを走るブルリンが僕と強面共を交互に見るが、それでも僕達は睨み合うのをやめない。

「テメェ、最近調子に乗ってんじゃねぇのか？　先輩だぞ、俺達は」

「えー、先輩だからなに？　その程度で僕が怖おじ気けづくとでも思ってんの？　だとしたら、今まで何を見てきたのか正気を疑うよ」

「「「「「……」」」」」

　沈黙がその場を支配する。

　響くのは僕達の走る足音と、「またか……」と言いたげな街の人々のため息のみ。

　十秒ほどの沈黙のあと、トングが圧のある声を発する。

「……ゴールは救命団宿舎。勝者は一人」

「妨害、煽あおり、近道、なんでもあり」

「これは喧けん嘩かじゃねぇ。分かってるよな？」

「ああ、もちろんだ。これは──」

　自分から一番近い位置を走っているトングを横目で確認した僕は、思い切り空気を吸って──、

「「「「「「競争じゃああ!!」」」」」」

　トングにノーモーションからの横蹴りを放つ。

　しかし、全員が同じことを考えていたのか、その場にいる六人が同時に蹴りを繰り出し互いを邪魔し合った。

　蹴りが腹部に叩き込まれ同時に吹っ飛ばされるが、すぐに起き上がりそれぞれに走り出す。

　状況を把握しきれないブルリンが混乱しているが、そんな彼に僕は叫ぶ。

「僕が見ていない間にサボったら飯抜きだぞォ！」

「グァ!?」

　ガビーンとショックを受けたブルリンを背にした僕は、先を走っていく強面共を見据える。

　さすが救命団の黒服を与えられているだけあり、奴らの足は常人のそれではない。

　だが、それは僕も同じ。

「負けるつもりはねぇんだよォ！」

　やるからには絶対に勝つ。

　そう決意した僕は、眼前の強面共に追いつくべく地を蹴ったのだった。





　　　　＊＊＊






「で、申し開きはあるか？」

「「「「「「申し訳ありません……」」」」」」

　ギリギリで勝利を収めた僕を待っていたのは、死神すらも裸足はだしで逃げ出すほどの冷たい視線を向けるローズの姿であった。

　現在、僕達は宿舎前の石畳の上で正座させられ、叱しかられている最中である。

「ったく、お前らは……つまらねぇことで競争なんて始めやがって。騒ぐのはいいが、周りに迷惑をかけんじゃねぇって何度言ったら分かるんだ？　お前らバカ共は、いつになったらそれが理解できるんだ？」

「団長。お言葉ですが、僕をこの人間の皮を被かぶった化け物と一緒にするのはどうかと思います」

「そうですぜ姉御。俺達をこの草食動物の皮を被った超生物と一緒にしないでくだせぇ」

「黙れ」

　ローズは僕とトングの顔面を掴つかみ、それぞれ片手で持ち上げた。

「「ぬぐぅああああぁぁ!?」」

　僕とトングの悲鳴が響く。

　その光景を見たアレク達は、顔を真っ青にさせて俯うつむくだけであった。

「次に同じことやらかしたら、どうなるか分かってるな？」

「「は、はいぃ……ッ！」」

　アイアンクローから解放され地面に落ちた僕とトングは、地面をのたうち回りながらかろうじて返事をする。

　そんな僕達を見下ろして呆れたようにため息をついたローズは、アレク達にも釘くぎを刺したあとに、救命団の宿舎とは逆の方向を向く。

「姉御、どこかにお出かけで？」

「城に呼ばれてな。夜までには帰る」

　ロイド様に呼ばれたのだろうか？

　自意識過剰かもしれないけど、ローズが城に呼ばれるときってほとんど僕に関係していることだから、少し気になるな。

　顔から痛みが引いたのでなんとか起き上がると、ふと何かを思い出したのかローズがこちらを振り向いた。

「ああ、そうだ。ウサト」

「はい？」

「明日、模擬戦をやるから準備をしておけ」

　……はえ？

「じゃ、訓練をサボるんじゃねぇぞ」

　衝撃の余り動けなくなった僕を無視したローズは、そのまま城へと出かけていってしまった。

　明日？　言うの直前すぎじゃないですか？　一週間くらい前に言ってくれれば、色々と覚悟もできるのですが。

「さすがに、これは茶化せねぇな」

「同情するぜ、マジで」

「まあ、当たって砕けろ。最悪、本当に砕けるかもしれねぇが、頑張れや」

「死ぬなよ、ウサト」

「あの様子じゃ、姉御も楽しみにしてるっぽいからなぁ」

「お前らぁ、他ひ人と事ごとだと思って……！」

　強面達の同情の視線を受けながらゆらゆらと歩き出した僕は、明日のローズとの模擬戦のことをネアに伝えるべく訓練場へ向かう。

　そこまでの道のりの途中、大の字になって寝転んでいる青い塊を見つける。

「あ、ブルリン」

「……グォッ！」

　僕に気付いたブルリンは、バッと起き上がると勢いよくこちらへ走ってきた。

　彼はその目に怒りを露あらわにして体当たりをしてくる──が、僕は真正面からそれを受け止める。

「むむむむッ……！」

「グルルル……！」

　若干押されたが、それでもブルリンを完全に受け止めた僕は、先ほど置いてきてしまったことを謝る。

「ははは、置いていってごめんな。今日はブルリンも頑張ったし、謝罪の意味も込めてご飯は多めにしておくよ」

「グフゥ」

　鼻を鳴らしてその場に座り込むブルリン。

　ちゃんと僕の言いつけ通りに走ってくれたのか、へとへとになっているブルリンに治癒魔法をかけてから訓練場の方へ向かう。

「訓練場にはネアとフェルム、ナックがいるはずだけれど……」

『卑ひ怯きょうだぞぉ！　変な術を使って邪魔してくるなんて、それでも人間か！』

『馬鹿ねぇ！　私は魔物だから、卑怯もなにもないのよ！　ばぁーか、ばぁーか！』

『な、なんだとぉ！』

　訓練場に到着すると、ネアとフェルムが倒れながらも言い争いをしており、その様子を呆れたように眺めているナックという異様な光景が視界に入り込んだ。

「あ、ウサトさん。ちょうど呼びに行こうと思っていたところなんですよ」

「ナック、いったい何があったんだ、これ？」

　こちらに駆け寄ってきたナックに理由を尋ねる。

　すると彼は微妙な表情で、こうなった経緯について説明しだした。

「いや、あの……最初は、普通に訓練場で走り込みをしてたんですけど、フェルムさんとネアさんが喧嘩をしだして、どっちが早くノルマを終えるか競争を始めてしまって……」
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「あー、なるほど」

　でも、どうしてそれでフェルムが倒れているんだ？　さすがにネアがフェルムに体力で勝てるとは思えないんだけど。

「ネアさんが紫色の変な魔法みたいなものをフェルムさんにかけたんですよ。それに気付かなかったフェルムさんは、そのままネアさんと勝負して……」

「ああなったと……」

　フェルムも気付こうよ。拘束の呪術はそれほど分かりにくい魔術じゃないんだから……。

　見ていられないので、未いまだにうつぶせのまま罵倒し合っている二人の背に触れ、治癒魔法を施す。

「ウサト、聞いて！　私、このいけ好かない魔族に勝てたわよ！」

「お前がズルしたんだろうが！　くそ、こんな奴にぃ……！」

　満面の笑顔のネアと、半泣きのフェルムにどんな顔をしていいか分からなくなる。

　うん、なんというか似た者同士だなぁ。

　とりあえず、今のうちにネアに団長との模擬戦について知らせておくか。

「ネア」

「ふふん、なに？　褒めてくれるなら大おお袈げ裟さすぎるくらいでいいわよ？」

「団長との模擬戦が明日に決まった」

　ピシリと笑顔のまま固まったネア。

　気持ちは分かるけど、受け入れなくちゃいけないんだ。

　ローズとの戦いは、色々と覚悟しなければならない。

　痛い目を見ることは確実だろう。

　恐ろしくて震えてしまうくらいに怯おびえている。

　だけど、それでも心のどこかでローズという師匠に成長した自分の力を見せたい、という思いもある。

「あとは、僕が負けず嫌いだからかな……？」

　それが、元の世界から変わらない僕の唯一の長所だからね。






第四話　団長との師弟対決!!









　思えば、真正面からローズと相対するのはこれが初めてかもしれない。

　お仕置きされたことはあるし、罵ののしり合ったこともあるが、それは戦ったということにはならないだろう。

　ローズと戦うことに恐怖を感じているが、同時に自分の力がどれだけローズに通じるか知りたい、という高揚感が今の僕には湧き上がっていた。

「ネア、そんな絶望した顔しないでよ。別に死にに行くわけじゃないんだからさ」

　宿舎から訓練場へ行く道の途中で、フクロウの姿で僕の肩に乗っているネアに話しかける。

「同じようなもんじゃない。だってウサト以上の身体能力持ちで、しかも治癒魔法の扱いに長たけているって……貴方あなたという存在をよく知っている私にとっては絶望しかないわよ」

「まあ、真っ向勝負で勝てるかどうか訊きかれれば、勝てないと答えるね」

　考えれば考えるほどに打つ手がない。

　あれだな。戦闘方法がシンプルな分、それをどう突破すればいいのか分からないんだよね。

　もちろん、僕だって何も考えていなかったわけじゃない。

　色々とイメージトレーニングをしたが、その末に僕が出した結論。

「どう戦おうかなんて考えるのはやめた」

「え？」

「いや、色々考えたんだけどさ。どの作戦も意味がなさそうだったから、僕らしくいった方が一番いいって結論が出たんだ」

「うわぁー、清すが々すがしいほどの脳筋……」

　どうせ勝てないなら、僕達が持つ全ての力を出してからぶっ飛ばされよう。

　そう決意を固めながら歩いていると、前方から近づいてくる二つの人影に気付いた。

　小柄な人影はアマコで、もう一人は先日カズキや先輩と一緒に訓練をしたエルフの少女、フラナさんであった。

「来たよ、ウサト」

「あぁ、そういえば前に救命団に来るって言ってたね」

　でも、よりによって今日来るとは。

　見た感じ、予知魔法を使ってないようだから偶然なんだろうけど……。

「フラナさんはどうしてここに？」

「アマコに誘われてね。……迷惑だったかな？」

「いや、ちょっと意外だったけど、歓迎するよ」

「フラナさんとは結構気が合うんだ」

　アマコの言葉にフラナさんが頷うなずく。

「うん。お互いに遠い国から一人だけで来ている身だからね。なにより、この子はなんでも話しやすいんだ」

　考えてみれば、エルフのフラナさんと獣人のアマコは似た立場にある。

　意外な組み合わせと思いきや、共通点の多い二人だね。

「ウサトは今から訓練？」

「え？　あー……うん」

「見ててもいい？　邪魔にならないようにするから」

「それは団長に確認を取らなければいけないけど……」

　二人が僕達の模擬戦という名の地獄絵図を見たいというなら別に構わないんだけど、フラナさんは大丈夫だろうか？

「フラナさん、今から団長と模擬戦をするんだけど……。我ながら常識を超えたことをする予定だから、見ないことをオススメするよ」

「こいつ、ぶっちゃけたわね」

　ネアも呆あきれた表情を浮かべている。

　さすがに僕とローズの戦いを見せたら、フラナさんは混乱するどころではないだろう。

　しかし、フラナさんは僕の忠告に驚くどころか穏やかな笑みを浮かべ、僕の肩に手を置いた。

「安心して。君がどれだけすごいことをしでかすのかは、カズキとスズネから聞いている。あの二人があれだけ君のことを褒めていたんだ。私も先入観は捨てて、君のことを信じるよ」

　フラナさん、良い人すぎる……！

　なら、これ以上言うのも野暮というものだ。

「アマコはどうする？」

「私も行くよ。ちょっと怖いけど、興味あるし」

　予期せず二人の観客が増えてしまったな。

　先に訓練場に向かったローズが待っているはずだ。あまり待たせるのは悪いし、早く僕達も向かおう。





　　　　＊＊＊






　訓練場に到着すると、こちらに背を向けたローズが既に待っていた。

　相変わらず物騒な雰囲気を醸し出している彼女は、僕達が到着したことに気付くとこちらへ振り向いた。

「おう、来たか」

「はい」

　恐怖と緊張でガチガチのネアを連れて、ローズの前に立つ。

「で、後ろのは？」

　ローズが、アマコとフラナさんへと視線を向けた。

「見学したいそうですが、構いませんか？　無理なら帰らせますが」

「いや、構わない。アマコと、勇者カズキの仲間のエルフ……確か、フラナだったか？　見学なら離れた場所でしろ。巻き込まれたくなければな」

「分かりました。行こう、フラナ」

「あ、うん……え、巻き込むようなことをするの……？」

　フラナさんがそう呟つぶやくが、察したアマコがすぐに彼女の手を引いてその場を離れる。

　僕にとっても未知の戦いになるから、二人には離れてもらった方が安心できる。

　二人が離れた場所に移動したのを確認した僕は、腕を組んだまま沈黙しているローズと相対する。

「準備はできているか？」

「ええ、準備運動は朝のうちに済ませています」

「そうか」

　しかし、凄すさまじい存在感だ。

　僕が精神的に〝勝てない〟と思い込んでいるせいでもあるけど、それを差し引いてもどんな攻撃も速攻で反撃される気しかしない。

「この模擬戦の意味は分かっているな？」

「僕とネアの実力を確認するため……ですよね？」

「ああ。だが、今日はもう一つあってな、お前を見定めることにした」

「見定める？」

　意味が分からずに首を傾かしげる僕に挑発的な笑みを浮かべたローズは、組んだ腕を解いた。

「お前らは全力で私と戦えばそれでいい。気ィ抜くんじゃねぇぞ？　抜いたらその瞬間、意識を刈るからな？」

「……ハッ、随分と僕達のことをなめているみたいですね。僕もやるからには貴女あなたをぶっ飛ばすつもりなので、団長もそのつもりでお願いします」

「ホ、ホゥ、なんでこの人、勝算もないのにこんな強気なのかしら……」

　しまった、反射的に口が勝手に動いてしまった。

　好戦的な笑みを浮かべるローズに、ぎこちない笑顔を返しつつ肩のネアを見やる。

「もう後には引けないな。一緒に頑張ろう」

「バカじゃないの!?　なんで貴方はそんなに自分を追い込むのが好きなのよ!?」

「ネア、拳に拘束の呪術を。僕は団長の攻撃を全力で凌しのぐ。もし攻撃が当たりそうになったら……気合いで回避してくれ」

「む、無茶言うなぁ！」

　震えながらふるふると首を横に振るネアから目を逸そらすと、籠こ手てを展開し構えを取る。

　そんな僕に対して、ローズは自然体のままこちらをジッと見据えている。

「少し前まで泣き言をほざきながら訓練をしていた小僧が、随分と様になってるじゃねぇか」

「それもこれも団長のおかげですよ」

「違ちげぇな。私が課してきた試練を、テメェが超えてきたんだよ」

「その試練ってのは、あまりにも理不尽でしたけどね。正気を疑うくらいに苛か烈れつなものばっかりでしたよ」

「……ハッ、相変わらず口が減らねぇ」

　右目を掌てのひらで覆いながらそう口にしたローズ。

　次の瞬間、ゾワリと空気が変わったのを肌で感じ取る。

「旅の中で多くの苦難を乗り越え成長したテメェは、確かに強くなった」

　言葉の一つ一つに重さがこもる。

　まだ戦いが始まってもいないのに、汗が浮かぶ。

　ローズの一挙一動を見逃さないように目を凝らしていると、右目を覆っていた掌を下ろしたローズが鷹たかのような鋭い目で僕を射抜く。

「だがな、それだけで『お前は強くなった』と認めてやるほど、私はお前のことを軽く見ていない」

「……つまり？」

「分かってんだろう？」

　次の瞬間、注視していたローズの姿がかき消え、僕から一メートルも離れていない場所に拳を振り上げた状態で現れた。

「その成果、ここで見せてみろ」

　風切り音を立てて振るわれる拳を合図として、僕の敗北確実の死闘が幕を開けた。

「上等ォ！」

　僕が旅に出る前に何十回、何百回とこの体に叩たたき込まれた拳。

　以前、ギリギリではあるものの一度だけ回避できたが、何度も修羅場を潜くぐり抜けた今の僕なら、避よけることはそう難しくない。

「ふっ！」

　腹部目がけて迫る拳を、半歩だけ下がり回避。

　しかし、次の瞬間には僕の首を薙なごうとする遠心力の乗った後ろ回し蹴りが迫る。

　明らかに意識を刈りにきている蹴りに顔を引き攣つらせながらも、かがむことで追撃を避ける。

「気を抜くな」

「っ！」

　ハッと我に返り顔を上げると、尋常じゃない勢いで突き出される拳が視界に映り込んだ。

　衝撃が体を突き抜けると、足が地面から離れ吹っ飛ばされる。

「ぐっ！」

　五メートルほど飛ばされながらも着地した僕は、防御した両腕を解きながら笑みを浮かべる。

　以前の僕なら為なす術すべなく気絶させられていただろうが、旅を経て成長した今なら対応できる。

「前ならこれでやられていたところですが、今は違いますよ……！」

「そうだな。これぐらいなら防げるようにはなったようだ」

　内心はめっちゃビビっているけど、ローズに悟られないよう笑みを浮かべるしかない。

　最初の攻撃を凌げただけでも上々。この調子でローズの動きに対応していくしかない。

「うさと、わたしおうちかえる」

「ネア、君が頼りだ」

　カタコトのネアにそう返すと、彼女は涙目で僕の頬ほおを翼で叩いた。

「今回ばかりは無理ぃ！　だって、いきなり視界が揺れたと思ったら、貴方がぶっ飛ばされてるのよ!?　なんで私、こんな化け物同士の戦いに巻き込まれてるの!?　あっち見てみなさいよ！　フラナが放心してるじゃないのよぉ！」

　アルフィさん並みの早口でそう捲まくし立てるネアだが、生あい憎にくローズから意識を逸らすわけにもいかない。

「よし、今度はお前から来てみろ。出し惜しみなんてしたら、速攻でぶっ飛ばすからな」

「言われなくても……！　ネア、行くぞ！　終わったら血でもなんでもくれてやるから！」

「あぁー！　もう！　行けばいいんでしょう、行けば！」

　ようやくやる気になってくれたネアが、僕の両拳に拘束の呪術を付与する。

「全力で行くぞ！」

「ええ！」

　紫色の文様を纏まとった籠手を構え拳を引き絞った僕は、治癒飛拳を放つ。

　拘束の呪術と治癒飛拳を合わせた新技、名付けて──、

「拘束飛拳！」

　ボッという鈍い音と共に、高速で放たれた拳大の魔力弾。

　同時に、僕も魔力弾を追うようにローズ目がけて駆け出し、追撃を行う。

　迫る魔力弾に、ローズは感心したような表情を浮かべ──、

「面白い使い方だ」

　掌だけで拘束飛拳を受け止めた。

　分かってた。分かってたけどさぁ、もっと効いてほしかったなぁ。

　バチィンと魔力弾が弾はじけると、付与されていた拘束の呪術がローズの腕に張り巡らされる。

「あんたなら受け止めるのは分かってんだよぉ！」

　自身の腕に走る文様を見るローズに一気に接近した僕は、全力の治癒拘束拳を叩き込む。

　遠慮なんて一切ない攻撃だったが、ローズには軽く身を翻すだけで避けられてしまう。

　空振りした僕の拳に浮かぶ文様を見た彼女は、自身の腕を拘束する文様と見比べ顎あごに手を当てる。

「なるほど、動きを止める魔術ってのは、テメェを介しても使えるわけか」

「よそ見を──」

「いい応用だが、脆もろいのが難点だな」

　そう言うや否や、ローズは魔術の文様を力技で砕いた。

　ネアだって拘束の呪術を使いこなしてきて、拘束力が上がっているはずなのに……!?

　いや、動揺している場合じゃない！

　硬直しかけた体を無理やり動かし、ローズへ攻撃を加える。

「オラァ！」

「いい動きだ」

　獣人の国では兵士達を無力化することができた攻撃だったが、容易たやすくいなされる。

「当てるには、今の技じゃ足りないか……！」

　ゴリ押しでも理詰めでも、今の戦い方ではローズの防御を超えることはできない。あと一押しが足りないのだ。

　僕の動きにもう少し変化があれば──。

「なにボーっとしてんだ？」

　ローズが僕の右拳を正面から受け止めた。苦し紛れに突き出した左拳も掴つかまれ、自然と力比べをするような体勢に持ち込まれてしまった。

「ぐっ、うぅ!?」

　は、外れねぇ！

　どんな腕力してるんだ。この人!?

「く、このォ……！」

「ほう、面白い。私と力で張り合うつもりか？」

　そんなつもりは一切ないのだが、ローズは獰どう猛もうな笑みを浮かべながら両腕に力を込める。

　さらに増した重圧と両腕への負荷に、たまらずネアに声を漏らす。

「ネア！　拘束の呪術を……！」

「もうやってるわよぉ！」

　えぇ、拘束をものともせずに僕と力比べしているってこと？

　速さでは勝てない。

　腕力でも勝てない。

　しかも、相手は全く本気を出している様子はない。

　本当にどうやって戦えばいいの？

「おいおい、どうした？　お前の力はその程度か？」

「うぉぉぉ!?」

「ひゃあああ!?」

　力比べをしている状態からとんでもない力で振り回され投げ飛ばされた僕は、着地と同時に拳を叩きつけてこようとしているローズを睨にらむ。

　身動きの取れない空中じゃ拳を避けることは不可能だけど、僕にはこの籠手がある！

「ッ、治癒魔法破裂掌！」

　咄とっ嗟さに右方向に向けた籠手から魔力を放ち、反動を利用して拳を避ける。

　背中から地面に落ちながらなんとか転がり起きた僕は、後ろに下がりながら三発の治癒魔法弾を投げる。

　時間稼ぎの治癒魔法弾を向けられても、ローズは余裕を崩さない。

「ハッ、考えることは同じだな」

　ローズの右腕がブレた次の瞬間、彼女へ向かっていった治癒魔法弾が全て掻き消された。

　まさか、僕と同じ治癒魔法弾で相殺してきた!?

「まさか、団長も治癒魔法弾を……？」

「驚くほどでもねぇだろ。普通に放つより、投げた方が速いんだからな」

「……確かに！」

「それはアンタらだけだと思う！」

　しかし、その魔力弾の威力と速さは容易く僕を上回る。

　続けて飛ばされてきた魔力弾を転がりながら回避し、ローズに攻撃を与えるべく走り出す。

「ネア！　左腕に集中して打撃への耐性を！」

　籠手のつけられていない左腕が、耐性の呪術の文様で覆われる。

　これで、両腕でローズの攻撃を防ぐことができる。

　あとは、どれだけ僕の攻撃を通せるかだ！

　固く右拳を握りしめローズへと放つが、それは手刀によりあっけなく叩き落とされる。

「同じことの繰り返しじゃ、何年経たっても私に届かないぞ」

　お返しとばかりに肩を砕かんばかりの拳が振り下ろされるが、それを耐性の呪術が込められた左腕で受け止める。

　左腕から魔術の文様がひび割れる音がするが、ネアが即座に魔術を修復する。

「……それが二つ目の魔術か」

「そう何度も同じ手を使うわけないでしょう！」

「むぐぐ、直したそばから壊れるとかどうなってんのぉ……!?」

　攻撃を防げたが、これではネアが長くは保もたない。

　一気に懐に入るべく踏み込もうとするも、横から叩きつけるような肘が飛んできたことで、咄嗟に籠手で防御する。

「おっも……！」

　体重の乗った攻撃に体勢が崩れるが、その隙すきをローズが見逃すはずがなく、次の瞬間には彼女が僕の胸倉を掴み取っていた。

「察するに、その魔術で受けられる攻撃には限界があるようだな」

「うぐ……！」

　掴まれた襟を外そうにも、ローズの手はそう簡単に外れず、苦く悶もんの声を漏らすしかない。

「……少しばかり強めでやるぞ。耐えろ」

「ッ、ネア！　僕から離れろぉ!!」

「え、ウサっ……」

　咄嗟にネアを引きはがした瞬間、突き飛ばすように襟を放したローズが強烈な横蹴りを僕の胴体へと叩き込んだ。

「オラァ！」

「ぐぅッ!?」

　かろうじて籠手での防御が間に合ったが、ネアにかけられた耐性の呪術は一瞬で砕け散り、受け止めきれなかった衝撃で僕の体は大きく吹き飛んだ。

「う、ぐぁッ！」

　景色が、訓練場から木々の生い茂った林へと一瞬で移り変わる。

　激痛に顔を顰しかめながら、木に拳を叩きつけ衝撃を相殺させる。

「ぐ、おおおお！」

　数度、木に体を激突させたところで、僕の体はようやく止まってくれた。

　木々に囲まれて訓練場がある方向が見えない。

　どこまでぶっ飛ばされたんだ……？

「ゲホッ、ガハッ……本当、どんだけだよ。あの怪力怪獣が……」

　呼吸をすることさえ辛つらいけど、ネアの魔術と籠手のおかげで大怪我はしていない。

　小さな怪我は、治癒魔法ですぐに癒やせる。

「……あぁー、クソ、こうやってぶっ飛ばされるのは本当に久しぶりだ……」

　回避を身につける訓練では何度もぶっ飛ばされたけど、あの時はちゃんと手加減してくれてたんだなぁ。

　そして今、全力でないにしても前以上の力で攻撃を仕掛けてくる。

　それって、それだけの力を使うくらいに僕が成長したってことかな。

「このままやられっぱなしってのは気に入らないなぁ……！」

　この程度で諦めるほど、僕は潔い人間じゃない。

「やるからには、試せることを全部やってやる……！」

　自分を奮い立たせていると、訓練場の方向から風切り音のようなものが聞こえてきた。

「なんだ？」

　正体不明の音に嫌な予感を抱きながら上を見て、驚きょう愕がくのあまり開いた口が塞ふさがらなくなる。

「は？」

　地面から無理やり引き抜かれたような木が、僕目がけて落下してきていた。

「嘘うそだろぉぉ!?」

　あまりにも理不尽な攻撃に、さすがの僕も絶叫するしかなかった。
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　最初にウサトという人物についてカズキから聞いたとき、それは私を驚かすための冗談なのかと思っていた。

　自身の肉体を鍛え上げた治癒魔法使い。

　治癒魔法は人間にしか発現しない希少な魔法であるが、一般的にそれほど重要視されない魔法であることも知っている。

　だから、カズキが語るウサトの実力を信じることができなかったのだけど、今目の前で起こっている戦いを見て認識を改めることになった。

「で、でたらめすぎるよ……」

　目で追いきれないほどの攻防を繰り広げている、二人の治癒魔法使い。

　救命団の団長、ローズさんとウサトの模擬戦は、私の想像を遥はるかに超えていた。

　動きも全然目で追えないし、こちらにまで聞こえてくる打撃音も普通ではないし、なにより温厚そうに見えたウサトの表情が荒々しいものへと様変わりしているのだ。

　私は目の前で起こった衝撃の光景に、呆ぼう然ぜんとしながらアマコへ声をかける。

「ね、ねえ、アマコ。ウサト、とんでもない勢いで飛んでいったんだけど……」

「多分、大丈夫だと思う」

「ボールみたいに木に激突していったけど!?」

「籠手で防御はしているだろうし、ウサトなら……うん、心配ないよ」

　信じられない光景のはずなのに、アマコはすごく見慣れたことのような反応をしている。

「うぅ、先入観を捨てるって言っちゃったけど、限度ってものがあるよ……。治癒魔法使いに会うのはウサトが初めてだけど、もしかして皆こんな感じなの……？」

「ううん、あの二人がおかしいだけだよ。私が知っている他の治癒魔法使いの人は普通だった」

「それがどうしてあんな風に……」

「ひたすら訓練したらああなったらしいよ」

「どういうことなの……？」

　余計に訳が分からなくなってきた。

　頭を抱える私に、アマコが苦笑いを浮かべる。

「スズネもカズキもウサトのことを大おお袈げ裟さに話すなぁって思ってたけれど、まさか全部真実なの？　　邪竜とか竜人とかと戦った話とか……」

「事実だよ。ウサト一人だけで戦ったわけじゃないけど」

　だとしても、驚愕に値する話だ。

　私の幻影魔法を無意識に無効化レジストする精神力に、人間離れした身体能力。

　この時点で人間かどうか疑ってしまうけれど、人間にしか目覚めない治癒魔法という要素が、彼が純粋な人間であることを決定づけてしまっている。

「すごいんだね、ウサトって」

「うん。でも、ウサトは無理しちゃうから心配なんだ」

　そう呟いたアマコに首を傾げる。

「ウサトは強いから、平気な顔して危ないことをするときがあるの。旅をしている間は何回もそういう状況に追い込まれたし、多分これからもそう」

「アマコ……」

　その気持ちは、私にもよく分かる。

　カズキもウサトと同じように無茶をしてしまう性格をしているから、戦っている彼を近くで見ていたときは気が気じゃなかった。

　そんなことを考えていると、ウサトが蹴り飛ばされた方向をジッと見据えていたローズさんが動きだしていた。

「ん、何をするつもりなんだろう？」

　まさか、森の中へと消えていったウサトに追い打ちをかけに行ったのだろうか？

　しかし、ローズさんは訓練場の端に生えている木を両腕で掴むと、力任せに引っこ抜いた。

「「は？」」

　アマコと私の口から声が漏れてしまうのも無理はないだろう。

　地面にしっかりと根づいた木を、平然と力技で引き抜いたのだ。

　ローズさんは根っこについた土を雑に払うと、ウサトがいるであろう方向へ向かって、思い切りぶん投げた。

『オラァ！』

　山なりに飛んでいった木が、地上へと落下していく。

『──嘘だろぉぉ!?』

　数秒ほどして、森の方からウサトの悲鳴が聞こえたのを確認したローズさんは、再び投げやすいサイズにまで砕いた木を次々と投げはじめた。

　その光景を見ていることしかできない私は、隣のアマコに確認するように話しかける。

「ウサト、大丈夫だと思う？」

「……駄目かもしれない」

　ウサトがどれだけすごいかって話は聞いてたけれども、救命団のローズさんがここまで規格外な存在だとは聞かされていなかったよ……。
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「あの鬼畜悪魔、デタラメにもほどがあるだろォ！」

　降り注ぐ木を避けながら、訓練場へ真っすぐ突き進む。

「おかげでッ、休む暇もッ、あったもんじゃない！」

　治癒魔法破裂掌の反動を利用し、転がるようにして木を回避した僕は、やや大きめの木の後ろに隠れ呼吸を整える。

「はぁ……まさかここで治癒魔法破裂掌が役に立つとはね」

　もとより回避と防御、そして回復に用いることができる技だけど、こういう、自分の動きだけでは回避が間に合わない攻撃にも対応できるという点でかなり有用な技だ。

「待てよ……魔力の、放出？　これって何かに使えないか？」

　魔力放出の加速を緊急回避に用いられるなら、攻撃する際の加速にも使えるかもしれない。

　自分の周囲に強烈な勢いで木が落ちてくる中で、頭をフル回転させる。

　一つ可能性が見つかれば、あとは手繰り寄せるだけだ。

「そもそも、どうして僕は治癒魔法破裂掌を掌からしか出せない技だと思い込んでいるんだ？」

　ファルガ様に与えられたこの籠手は、無類の硬さを発揮する特性の他に、僕の魔力操作の補助をしてくれるものでもある。ならば、掌からだけではなく籠手に覆われた腕、手の甲、指からでも治癒魔法破裂掌を放てるはずだ。

　自身の右腕に意識を集中し、籠手に覆われた腕の側面から治癒魔法破裂掌と同じ要領で魔力を放出させる。

「うぉ!?」

　空気を弾く音と共に腕の側方から魔力が弾け、バランスを崩しかける。

　不可能じゃない。

　まだ不慣れだから力の調整はできていないけれど、今はこれで十分すぎる。

　絶望的とも思えた戦いに希望が見えたな。

「ウサトー！」

「ん？」

　頭上からの声に顔を上げると、ネアが凄まじい勢いでこちらに降下してきた。

　慌てて両腕で受け止めると、彼女は怒りを露あらわにして僕の肩に飛び乗った。

「貴方ねぇ！　いい加減、危なくなったら私を放り投げるのやめなさいよ！　私だって自分の身は守れるわよ！」

「……ああ、ごめん。そうだよな、君だって一緒に戦ってきたんだもんな」

「それで、勝算はあるの？　これ以上やっても意味ないわよ？」

「新しい戦い方を思いついたんだ。名付けて、第三の戦闘法『治癒アクセル拳』だ！」

「……せめて治癒加速拳にして。ダサすぎて笑えないわ」

　えぇー、かっこいいと思うんだけどなぁ……。

　ネアが僕の方に飛んでいくのを確認したのか、ローズも木を投げるのをやめたようだ。

　さすがに、ネアを巻き込むような攻撃はできないのだろう。

「さあ、正真正銘の全力で行くぞ。僕も出し惜しみはしない」

　新技をぶっつけ本番で使うことは初めてじゃない。

　治癒加速拳は、僕の動きに変化を与える応用技。これをうまく使いこなせば、ローズにだって拳を届かせることができるはずだ。

　強く拳を握りしめながら、林の中を全力で走り訓練場へと戻る。

　視線の先には、腕を組み僕を待ち受けるローズの姿。

「全部出し切るぞ！　ネア！」

「分かってるわよ！」

　左腕に打撃への耐性が付与される。

　突撃してくる僕の姿を見たローズは、呆れたような表情を浮かべた。

「何かするのかと思えば、さっきと同じで突っ込むだけか？」

「いいえ！」

　ローズまで十歩ほどの距離に近づいた時点で、右肘から魔力を破裂させる。

　絶大な加速を得た僕は、速さの乗った右拳をローズへ叩き込んだ。

　その攻撃は呆あっ気けなく腕で防がれてしまったが、ローズは目を見開き僕を見た。

「これは……」

「さっきまでの僕とは違います！　今度の僕は、ちょっとだけ加速する！」

　これが治癒加速拳。

　系統強化の魔力破裂による衝撃を利用し、瞬間的な加速を行う技。

　決して少なくない魔力を消費してしまうけど、今は気にせず全力で使っていく。

「はっ、面白い。もっと見せてみろ」

「言われなくても！」

　獰猛な笑みを浮かべたローズに内心ビビってしまうが、それ以上に確かな手ごたえに嬉うれしくなる。

　再び肘から魔力を破裂させ、一気にローズに肉薄する。

　このまま拳を振るっても簡単に対処されてしまうけど、今の僕のパンチは一段階加速させることができる！

「治癒ッ、加速拳！」

「なるほど、そういうことか……！」

　不自然に加速した拳に驚く様子を見せるローズだが、防御をすり抜けた僕の拳を軽い身のこなしで避けると同時に、強烈な後ろ回し蹴りを放ってくる。

「ッ!?」

　これは避けられない！　受けてもぶっ飛ばされるだけ！

　ならばと今度は籠手の側面から魔力を放出させ、無理やり自分の体を側方に押し出す。

　なんとか回し蹴りをギリギリで避けて、ローズから少しだけ距離を取る。

　攻撃は依然として防がれるが、さっきよりは戦えている。

「さっき同じような技を使っていたが、それを応用させたってことか」

「ええ、普通に攻撃してたんじゃ簡単に対応されちゃいますから、僕の動きに強制的に変化を加えてみました」

「それが移動、攻撃、回避にも応用できる加速か。随分と使い勝手がいいみてぇだな」

　戦ってみて分かるけど、この人は本当に洞察力も半端ない。

　すぐに僕とネアのやっていることに気付くし、こんなに簡単に治癒加速拳の仕組みを理解されるとは思わなかった。

「ハッ、何をするのか予想がつかないやつだな。お前、本当に治癒魔法使いか？」

「それを言いたいのは僕の方なんですけど。団長こそ、どんな身体能力してるんですか」

「私からすれば、どっちも治癒魔法使いどころか人間なのかも疑わしいんだけど」

　ドン引きしているネアの言葉をスルーしつつ、僕は先ほどの攻防を踏まえて治癒加速拳の応用を考える。

　僕が思考しているのを見て、ローズは楽しそうに口元を歪ゆがめ腕を組んだ。

「……攻撃してこないんですか？」

「攻撃してほしいのか？」

「いえ、全然」

　即答すると、何が面白いのかローズは笑みを零こぼした。

「格上の敵。それも、本気で命を狙ってくる相手を前にして考える時間なんてねぇ。だが、今ならそれが許される。よく考えろ、ウサト。私と戦うには何が必要か、何をすればいいか、何を見み出いだせばいいのか。今この状況でそれを導き出してみろ」

「……はい！」

　敵を倒すことは僕の役割じゃない。

　僕の使命はあくまで傷つく人を救うことにある。

　でも戦場を駆ける僕の前には、それを邪魔しようとする魔王軍の兵士が立ち塞がるだろう。

　なら、僕のするべきことは決まっている。

「敵を倒すためじゃない。その先にいる傷ついている誰かを救うために、僕は……戦う」

　そのために、今はローズという壁を越えるつもりで向かっていくしかない。

　どんな強大な敵を前にしたとしても、救命団員である僕が逃げるわけにはいかないからだ。

　そうと決まったら、ローズに一泡吹かせる戦法を見つけなきゃな。

「……治癒加速拳で瞬間的な加速は得た。あとは、どうやって団長に一撃を見舞うかだな」

　防御を超えても呆気なく避けられる。

　しかもローズはすぐに対応してくるから、治癒加速拳を何度も見せるわけにもいかない。

「やるからには、避けられない攻撃を叩き込むしかないな」

　僕にあるのはローズ以下の身体能力、ローズ以下の反射神経、ローズ以下の魔力量、そしてファルガ様の籠手とそれを応用させた技、それにネアの用いる魔術だ。

「足りない部分はそれ以外で補う。ネア、今からかなりの無茶をするけどついてきてくれるか？」

「今さらなに言ってんのよ」

　肩の上のネアは、呆れたように翼を広げる。

「私は貴方の使い魔よ。貴方がやるってんなら、いくらでも付き合ってあげるわよ」

「ありがとう。それじゃ、行くか」

「ええ」

　覚悟を決め、ローズの方へ視線を向ける。

「なんだ？　降参か？」

　茶化すようにそう言い放ったローズに、拳を構える。

「あれ、もしかしてまだ僕のこと分かってないんですか？　団長、僕ってすっごい負けず嫌いなんです」

「……」

「だから、貴女がどんなに化け物みたいな強さでも、僕は何度だって立ち上がって戦いますよ！」

「……！」

　ローズの目が見開かれる。

　微かすな動揺を見せた彼女だが、すぐに笑みを戻した。

「あぁ、それでこそだ。もうずっと前から確信していたことだが……そうだな、あの日見つけたのがお前でよかった」

　そう小さく呟いたローズの表情は、どこか嬉しそうな、それでいて恐怖さえ感じさせるような笑みに変わっていた。

「私に見せてみろ、ウサト。お前の全力を真正面から打ち破ってやろう」

「なら、僕はそれを超えていきます！」

　弓を引くように右腕を構えた状態から治癒加速拳を発動させ、ロケットのような加速で一気にローズに肉薄する。

「治癒加速拳！」

　全力の加速を乗せた拳を真っすぐローズへと叩きつけるが、呆気なく腕で防御されてしまう。

　だけど、今度の拳はさっきとは違うぞ！

　即座に拳から魔力を破裂させ、その勢いで高速で腕を引き戻した僕は、先ほどと同じように肘から魔力を破裂させ、再びローズに拳を叩きつける。

　間断なく繰り出された右拳すらも、ローズは難なく弾き落とす。

「速さが駄目なら手数で勝負か？　上等だ。受けて立ってやろうじゃねぇか」

「うおおお！」

　ローズが後ろへ下がり、僕は魔力を惜しまずに加速しながら拳を叩きつけ前に進んでいく。

　それでも、彼女のガードは微み塵じんも揺るがない。

「ま、だ……！」

　拳を引く動作と叩きつける動作の二段階で魔力の加速を行うことで、初めて成功させることのできる、息をつく間もない連続攻撃。

　名付けるならば、治癒速撃拳。

　ネアの拘束の魔術と併用することで、相手を断続的に拘束状態にすることができるえげつない技だが、その代償は大きく、大量の魔力を消費する上に酷使する右腕に大きな負荷がかかる。

「まだ！」

　さらに加速させ、拳を振るう。

　無理な動きと疲労に右腕が悲鳴を上げるが、そんなことなど構わずに右拳を叩きつけながら、前に進む。

　止まって、いいはずがない！

　腕の骨が折れたって、筋肉が千切れたって、僕が止まっていい理由にはならない！

「まだだッ！」

　ローズに見せなければならない！

　僕がどれだけ成長したのかを！

　貴女に鍛えられた僕が、どれだけ強くなったのかを！

　たかが模擬戦で本気を出すなんて馬鹿げてると言われてもいい！

　この戦いは、僕にとって模擬戦以上の大きな意味がある！

「まだ、終われない！」

　拳を振るう度に、これまでの訓練の記憶が思い起こされる。

　厳しかったし、死ぬほど辛かった。

　もう信じられないくらいの地獄だった。

　だけど、ローズは異世界という場所で何をすればいいか分からず迷っていた僕に、道を示してくれた。

　救命団という居場所をくれた。

　強こわ面もてだけど、信頼できる仲間も作ることができた。

　こんな負けず嫌いだけが取り柄な普通の高校生だった僕が、ここまで成長することができたのは、貴女という師匠がいてくれたからだ。

　だから僕は──、

「その恩義に報いるために！」

　渾こん身しんの力で加速を重ねた右拳を掬すくい上げるようにローズの腕に叩きつけ、ガードを崩す。

「ッ！」

「ここだ！」

　拳から魔力を破裂させ、ローズの動きよりも速く拳を引き戻す。

　ようやくガードをこじ開けた！　あとは遥か遠くに思えた本体に攻撃を叩き込むのみ！

　雄お叫たけびを上げ、魔力の破裂と共に加速させた拳を放つ。

「オラァ!!」

　これまでで最高速度の拳。

　しかしローズに当たる直前、尋常じゃない速さで反応した彼女の手によって手首を掴まれる。

「惜しかったが──」

「いいえ！　まだです！」

　僕はまだ全てを見せていない！

「連撃加速！」

　これが正真正銘の一撃！

　体に残った全ての魔力を、拳から一気に放つ。

「治癒パンチ！」

　拳から大砲のような鈍い音が響いた瞬間、ローズの体が後方へ勢いよく退いた。

　腹部から治癒魔法の魔力残ざん滓しを漂わせ、地面をこれでもかと抉えぐりながら後退したローズを見据えた僕は、疲労と魔力不足でそのまま膝をつく。

「……は、はは、一泡吹かせて、やったぞ……」

　無理な挙動をしてしまったせいか、右腕全体に激痛が走る。

　治癒魔法を使う魔力もないので、左手で肩を押さえながら痛みを堪こらえる。

「私も拘束の呪術にほとんどの魔力を持っていかれちゃったわ。というより、あんな相手をタコ殴りにすることしか考えない技、えげつないってレベルじゃないわよ……」
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「ははは、この技も封印だな……」

　ネアの言葉に力なくそう返しながら、恐る恐るローズの方を見る。

　彼女は治癒パンチが直撃した部分に手を添え、無言のまま俯うつむいている。

「ね、ねぇ、ウサト。なんか怖いんだけど」

「奇遇だね、僕も怖い」

　もしかして怒らせちゃった？

　治癒魔法と関係ない物理的な技を使ってしまったから？

　いやいや、でもそれは偶発的に編み出してしまったわけでして、決してそういう意図があったわけじゃ──。

「ク、ハハハハ！」

「「ひっ!?」」

　突然笑い出したローズに、僕とネアが情けない悲鳴を上げる。

　髪を掻き上げながら顔を上げた彼女は楽しそうに、自身の掌を見つめた。

「まさか私が攻撃を食らうなんてな……奴以来か？」

　奴？　いったい誰のことだ？

　まさか、この化け物に傷を負わせられるような怪物がこの世界にいるのか？

「……うっ」

「え、あ、ウサト！」

　視界がぐらつく。

　僕はその場で倒れそうになるが、地面に倒れる直前にローズが僕の体を支えてくれた。

「ったく、後あと先さき考えねぇところは旅を経ても変わってないようだな」

　呆れたような、しかしどこか嬉しそうな声色でそう呟いたローズは、僕に治癒魔法を施した。

　薄れゆく意識の中で、僕はこちらを見下ろすローズと視線を合わせた。

「ウサト。お前は強くなった。私の予想すらも超えてな」

「──」

　言葉が出ない。

　まだ声は出せるけど、この感情をどう言葉にしていいか分からない。

　何も言えなくなってしまった僕に構わず、ローズは続けた。

「よくここまで頑張ったな。お前の成長、確かにこの目で見届けたぞ」

　ローズは他にも何か僕に話しかけていたが、全部は聞き取れなかった。

　でも、一つだけ分かったことは、僕が力を出し尽くしたことには確かな意味があったということであった。
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「──はっ!?」

「あ、やっと起きた」

　目が覚めて最初に見たのは、見慣れた自室の天井と、外から差し込むオレンジ色の夕日であった。

　周囲に目を向けると、アマコが心配そうに僕の顔を覗のぞき込んでいた。

「ウサトって、寝てるときの顔は普通だよね」

「ちょっと待って、まるで寝ているとき以外は変な顔してるみたいな言い方はやめて」

　この子、寝起きになんてこと言うの？

　ローズに殴られたときの半分くらいの衝撃が精神に響いてきたんですけど。

　とりあえず体を起こし体調を確認すると、ローズの治癒魔法のおかげで体の痛みも疲労も全て治っている。

「あのあと、どうなった？」

「ネアは自室で休んでて、フラナはなんだか悟ったような表情で城へ帰っていったよ。そうそう、ローズさんがウサトに話があるから夕食後に団長室に来るようにって」

　団長室か。あの模擬戦のあとってことは、もしかしたら重要な話なのかもしれないな。

　あ、そうだ。重要な話といえば……。

「アマコ、近いうちにルクヴィスに行く用事ができるかもしれないんだけど……」

　リングル王国を含めた四ヶ国での話し合いの場としてルクヴィスが選ばれ、もしかしたら僕もそこに向かうかもしれないということを告げる。

　その話を聞いたアマコは、少し思い悩むように顎に手を当てて考えていた。

「私もついていきたいけど……大事な話し合いをするなら、私は行かない方がいいかもしれないね」

「正式にその話がきたときに、君も一緒に行けるかどうか聞いてみるよ。キリハ達も君に会いたいだろうし」

　まあ、僕にその話がくるかどうかまだ分からないんだけどね。

「……ねえ、ウサト」

「ん？」

「ローズさんと戦って、どうだった？」

　……どうだった、か。

　少し考え込むように腕を組んでから、なんとなく思ったことを口にする。

「やっぱり、僕はまだまだ団長には及ばないって認識させられたよ。悔しい気持ちもあるけど、自分の師匠がやっぱり想像以上の凄すごさを持っているから、なんだか……少し嬉しくなっちゃった」

　確実に断言できるが、ローズは終始僕の攻撃に完全に対応していた。

　最後に当てた一撃はあくまで不意打ちに等しいもので、もう同じ技は通じないだろう。

「もっと、頑張らないとな……」

　まだまだ僕には足りないものが多すぎる。

　だけど、僕の目標とする存在を改めて再確認した今は、もっと頑張らなきゃって気持ちになってくる。

「あんな勝負をしたあとによくそんなことが言えるよね。そういうところがウサトらしいけど」

「ははは、僕らしいってなんなんだよ」

　アマコの言葉に苦笑しながら、徐々に暗くなり始めた外の景色に視線を移す。

　今日は僕にとって短く、それでいてとても長い一日だった。

　初めての真っ向からのローズとの戦いで、自分の不足しているものや新たな戦い方を見つけることができた。

　本音を言えばかなり怖かったけど、それでもこの戦いは僕にとって大きな意義のあるものだったと断言できる。






第五話　就任！　救命団副団長!!　の巻









　僕が気絶から目を覚ますと、すぐに夕食の時間になった。

　ちょうどいい機会なので、アマコも誘い最初の頃より大人数になった食堂で夕食を食べた。

　しかし、食事中にアマコ、ネア、フェルムの三人組がちょっとした口くち喧げん嘩か……というか、じゃれあいのようなことをしていたのにはちょっと驚いたな。

　アマコとフェルムが顔を合わせるのは初めてだったけれど、なんだかんだで仲良くやれそうな気がする。

　それに、フェルムにとっても救命団員以外に仲良くできる相手ができてよかった。

「って、僕はあの子達の保護者かよ……」

　アマコを送ったあと、団長室へ続く廊下を歩きながらそう呟つぶやく。

　アマコはヒノモトでコーガから闇魔法使いの性質を聞いて、フェルムが孤独を抱えて生きてきたことを知ってしまったから、心配……いや、同情しているのかもしれない。

「……感情に左右される魔法か」

　僕から見れば、闇魔法は酷ひどく不安定な魔法に思えた。

　闇魔法は、自身の抱える負の感情を浮き出させるものなのだろう。

　フェルムは、誰にも触れられることのない孤独が生んだ拒絶の鎧よろい。

　コーガは、戦いにしか喜びを見み出いだせない獣性を縛り付ける拘束具。

「じゃあ、今はフェルムの魔法はどうなっているんだ？」

　今、あの子は一人じゃない。

　そう思っているのが僕だけだったら恥ずかしいけれど、彼女がそう思ってくれているのなら……もしフェルムの魔力が解放されたとき、その闇魔法は以前と変わらないままなのか、それとも──、

「──っと」

　考えに没頭していたせいで、あやうく団長室の扉にぶつかるところだった。

　先ほど考えたことはとりあえず置いておこう。今はローズとの話に意識を切り替えなくては。

「団長、ウサトです」

「おう、入れ」

「失礼します」

　断りを入れてから、団長室に入る。

　窓際で外を眺めていたローズはこちらを振り返ると、椅子に座り腕を組んだ。

「お前も座れ。少し長い話になる」

「はい」

　ローズと向かい合うように、椅子に腰かける。

　長い話になるということは、やっぱり何か重要なことなのかな？

「昨日、私が城へ呼び出しを受けたことは知っているな？」

「ええ、もしかして僕に関係することですか？」

「そうだ。お前も話だけは聞いているかもしれねぇが、近いうちに魔導都市ルクヴィスでリングル王国、サマリアール王国、カームへリオ王国、ニルヴァルナ王国の四国で会談が行われることが決定した。そこに向かうのは、軍団長のシグルス、専属魔法使いのウェルシー、勇者スズネとカズキ、そしてお前が任命された」

　やっぱり僕も行くことになるのか。

　まあ、サマリアールに書状を渡したのは僕だし、それも当然か。

「出発はいつ頃ですか？」

「既に会談が行われる旨の通知は各国へ送られた。出発は早くても一週間後だな」

　一週間後か、思ったよりも時間がないな。

　リングル王国からルクヴィスまでは時間がかかるから、そこらへんも考慮したのかもしれない。

「ロイド様は、お前が断るなら無理強いはしないそうだ」

「いえ、行きます。サマリアールに書状を渡したのは僕ですから、最後まで責任は果たすつもりです」

　それに、先輩もカズキも行くだろうしね。僕一人だけなら不安もあったけれど、二人がいるなら平気だ。

「なら、いつまでもただの救命団員っつー肩書じゃ駄目だな」

「へ？　それってどういうことですか……って、うお!?」

　質問しようとした僕に、ローズがこちらへ何かを投げつけてきた。

　咄とっ嗟さに受け取ると、それは先日ローズに預けていた団服であった。

　コーガに開けられた穴もしっかりと直っている。

「あ、直ったんですね！　ありがとうございます！」

「早めに修繕を頼んでおいてよかったな。会談の場に適当な服を着ていくわけにもいかねぇしな」

　ローズの言葉に頷うなずきながら、団服に袖を通す。

　慣れ親しんだ着心地に嬉うれしくなりながら、先ほどの言葉について訊きいてみる。

「それで、肩書ってどういうことですか？」

「そのまんまの意味だよ。お前は今日からただの救命団員じゃなくなる」

　ますます意味が分からない。

　ただの救命団員じゃなくなる？　僕は救命団に所属しているから救命団員と呼ばれるのであって、そうじゃなくなるということは……ま、まさか僕だけ救命団から別の場所へ移されるとか……？

「ひよっこのお前を鍛えてきたときから予感はしていた。どんなに虐げられても立ち上がるしぶとさ、何度罵倒されても心が折れず反抗してくる生意気さ……」

　果たして僕は貶けなされているのだろうか、それとも褒められているのだろうか。

「最初に見たときはどこにでもいるガキだと思っていたんだが、蓋ふたを開けてみればとんでもねぇやつだった」

「まるで元からやばいやつだったみたいな言い方はやめてください……」

「普通のガキが私の訓練に耐えられるはずがねぇだろ」

　僕をやばいやつにした張本人が言うな。

「だからこそ、お前が最適だ。ウサト・ケン。お前を救命団の副団長に任命する」

「……え？」

　呆あっ気けなく言い渡された言葉に、頭が真っ白になる。

「副、団長……？」

　今までそんな肩書があることさえ知らなかった。

　いや、そもそも救命団に団長以外の序列があるとすら思っていなかった。

「驚きのあまり声も出ねぇか？」

「と、突然すぎませんか!?　そんな、副団長だなんて、いきなり……」

「模擬戦の前に言っただろ。『お前を見定める』ってな。結果、お前は私の予想を超えてきた」

　見定めるって、副団長に相応ふさわしいかどうかを見定めるってことだったの!?

　そんなの、完全に予想外なんですけど。

　パニックに陥っている僕をローズは面白がるように見ているが、冗談だと茶化す様子は一切ない。

　本当に僕を救命団の副団長として任命するつもりのようだ。

「最初からこうするつもりだったんだよ。お前を訓練し始めたその日からな。言っただろ？　『お前を私の右腕にする』ってな」

　確かにそんなこと言っていた気がするけど、あれは冗談とばかり……。

「で、ですが、僕なんかに副団長が務まるとは……というより、あの強こわ面もて達が僕を副団長って認めるでしょうか。即座に下げ剋こく上じょうを狙ってきそうなんですけど」

「ハッ、まったく……」

　呆あきれたような表情を浮かべたローズが椅子から立ち上がり目の前まで来ると、僕の額にデコピンを叩たたき込んだ。

　強烈な一撃に、視界に星が弾はじけ倒れそうになるが、ぐっと堪こらえローズを見上げる。

「私が相応しくないやつを副団長に任命すると思ってんのか？　ウサト、お前なら任せられると思ったから選んだに決まってんだろうが」

「僕なら……？」

「それに、あいつらはお前が思っている以上に、お前のことを認めているんだよ。それでも信じられねぇってんなら──」

　そこで一いっ旦たん言葉を止めて、僕の前に拳を掲げる。

「認めさせてみろ。この私にそうしたようにな」

「……」

　副団長という、僕にとって大きすぎる肩書。

　しかし、裏を返せば、そんな立場を任せられるくらいローズは僕のことを評価してくれているってことだ。

　正直、こうやって面と向かって言われた今でも自分が副団長に相応しいかどうかは分からない。

　だけど、いつまでもウジウジと悩んでいるのは僕らしくない。

「副団長の任、は、拝命させていただきます……」

「おう」

　ローズは僕の言葉に満足げに頷くと、椅子に座り背もたれに体を預けた。

「今後は副団長の肩書に恥じないような振る舞いを心がけるように。じゃあ、戻ってもいいぞ」

「はい」

　一礼して退出しようとするが、ふと今日の戦いの際にローズが口にした言葉を思い出した。

『まさか、私が攻撃を食らうなんてな。……〝奴〟以来か？』

　咄嗟に考えだした技を使わなければ攻撃を食らわせることができなかったローズに、攻撃を食らわせた相手。気にならないはずがない。

　僕は思い切って、そのことについて訊いてみることにした。

「あの、聞きたいことがあるんですけど……」

「なんだ？」

「僕よりも前に団長に攻撃を与えた人って、誰なんですか？」

　若干目を見開いたローズを見て、しまったと思う。

　何か訳ありの話なのだろうか？　いや、ローズに攻撃を当てるほどの相手だ。むしろ人型の生物という前提すら間違っているのかもしれない。

　沈黙のあとに一つ頷いたローズは、ようやく口を開いた。

「……少し、話しておくか」

　今までとは全く違う雰囲気に、内心で困惑する。

「私に攻撃を与えたそいつは、魔族だった」

「魔王軍との戦争の最中に傷を負ったということですか？」

「いいや、違う。私がそいつと相対したのは、魔王が封印から目覚める前だ」

　封印から目覚める前……？

　それって、救命団が作られる前の話じゃないのか？

　思考が追いつかない僕に構わず、ローズは話を続ける。

「男の名は、ネロ・アージェンス。風を統すべる魔剣士。そして……」

　そこで言葉を一旦区切った彼女は、僕を射抜くような視線で見つめる。

「私の右目に傷をつけた男の名でもある」
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　ネロ・アージェンスについてローズから聞いたあと、僕は団長室を退出した。

　自室のベッドに横になって天井を見つめながら、ローズの右目に傷をつけたという魔剣士について考える。

　ずっと、ローズの右目の傷は気になっていた。

　癖のように右目に手を添えていることもそうだし、治癒魔法を持っているはずの彼女にどうして右目の傷が残っているのか、不思議に思っていた。

「……それに」

　名前を聞いてから思い出したが、アルクさんが獣人の国ヒノモトで戦った炎を操る魔王軍の元第三軍団長が、その男の弟子と名乗っていたらしい。

　僕はコーガと戦っていてアルクさんの戦いを見ることはできなかったけれど、その魔族は炎を鎧のように纏まとい、圧倒的な火力と強さを持っていたそうだ。

　そんな力を持つ人物を弟子にしているという時点で、その実力は僕に測れるものではない。

「何が、あったんだろうな……」

　ネロ・アージェンスの名を僕に明かしたとき、ローズの様子がいつもと少しだけ違っていたような気がした。

「話してくれるのを待つか」

　団長室を出る際に、ローズは「いずれ全て話す」と言ってくれた。

　話す決心がついていないというより、僕が動揺して今後行われる会談に支障が出ないように考えてくれたのだろう。

　なら僕は、これ以上考えず目の前のことに集中するべきだ。

「……」

　ふと、壁にかけられている修復された団服を見る。

　元の傷なんて分からないほどに修復されたそれは、今までと同じように見える。

　だけど副団長になった今、その重みは今までとは違うものになるだろう。

　ローズからの期待。

　自分自身への不安。

　副団長という肩書の重さ。

　その全てに押し潰つぶされないように、背負っていこう。

　それが副団長を任された僕の使命でもあるのだから。






第六話　出発！　四王国会談へ!!　の巻









　僕が救命団の副団長になってから、早くも一週間が過ぎた。

　当初は僕を副団長と認めない強こわ面もて共が集団で奇襲をかけてくるだろうと思い、意気揚々と待ち構えていたのだが、予想に反してあいつらは肯定的だった。

　突っかかってきたのは、フェルムだった。

『お前がボクの上に立つなんて認められるか！　この怪物人間がぁー！』

　と言いながら殴りかかってきたフェルムをデコピンで撃退したのだが、それでも納得がいかないのか、あれから毎日のように僕へ襲撃をかましてきていた。




　ルクヴィスへと出発する前日の夜。

　夕食後、気分転換に訓練場の原っぱに座りのんびりと夜空を眺めていると、宿舎から出てきたナックが声をかけてきた。

「ウサトさん」

「ん？　ナックか。どうしたの？」

「あの、明日からルクヴィスに行くんですよね？」

「うん。ネアは留守番だけどね」

　今回、ネアには留守番してもらうことになった。

　本人は行きたがっていたけれど、ローズが言うには、魔術や魅了チャームの能力を持つネアを会談へ連れていくと、相手に不信感を抱かせてしまう可能性があるそうだ。

　今の彼女がそんなことをするとは思えないけれど、大事な会談なのでしょうがない。

「それじゃ……キリハさんとキョウさんに俺のことを伝えてくれませんか？　俺、ルクヴィスを出るときにすごいお世話になったので……」

「分かった。ちゃんと伝えておくよ」

　ルクヴィスに行ったら、空いた時間でキリハ達に会う予定だ。

　そのときは、土産話をたくさん聞かせなくちゃな。

「本当は、君も行けたらよかったんだけどね」

　副団長就任後、ウェルシーさんにアマコを連れていっていいかを聞いてみたら思いのほか簡単に許可が下りた。

　それをアマコに伝えたあと、ふとナックも連れていけたら……と思ったんだけど、他ならぬナック本人がそれを断った。

「本当は行きたい気持ちもありますけど、あそこには……ルクヴィスには、ミーナがいますから」

「ああ、あの子か……。今でもあの子のことは苦手なの？」

　ナックを虐げていた、ツインテールが印象的だった勝気な少女。

　しかしナックの口ぶりは、ミーナを憎んでいるというより、単純に会いたくないと思っているようだった。

　僕がルクヴィスを発たったあとに、彼女と何かあったのだろうか？

「苦手ってわけじゃないです。ただ……複雑なんです」

「複雑？」

「ウサトさんがルクヴィスから離れたあと、あいつと話したんです。ミーナのやつ、俺と勝負したあとでも態度は全然変わらなかったんですけど、俺に会うなり、学園を卒業したら俺を連れ戻しにリングル王国に来るって言いだしたんですよ？」

「それからどうなったの？　そのまま喧けん嘩か別れした感じ？」

「いえ、『リングル王国でお前を待ってる！』って啖たん呵かを切って挑発しちゃいました」

「何やってんの!?」

「俺もそう思います。まずいですよね……あはは」

　驚きょう愕がくする僕に、ナックがぎこちない笑みを浮かべる。

　自分から再戦を望むようなこと言うなんて……。

「でもそのとき、ウサトさんが言った言葉を思い出したんです。ミーナも不器用だったんじゃないかって……そう考えたら、勢い余って……」

「挑発しちゃったと？」

「はい。あいつも乗り気で……」

　ミーナが見せた、執しつ拗ようなまでのナックへの執着。

「……なるほど。さてはナック。君は鈍感だな？」

「は？　ウサトさんがそれを言いますか？」

「あれぇ？」

　予想外の返答で混乱している僕に、ナックは手を横に振る。

「第一、ありえませんって。あいつ、俺に負けたのが我慢ならないだけですよ。変な考えを持っているはずありませんって」

「そ、そうなの……？」

「そうですよ。あいつ、小さい頃から負けず嫌いでしたし」

　なるほど、負けっぱなしじゃいられないってことか。ちょっと僕に似ているな。

　いまいちナックとミーナの関係が把握しきれないけれど、とりあえず二人はライバルのような関係なんだと理解した。

「君は、ミーナと戦うことをどう思っているの？」

「正直、怖いです。でも、次にミーナと戦うときは、俺もあいつを驚かせるぐらいに強くなってやろうって思ったんです。もちろん、ミーナも今とは比べ物にならないくらい強くなっているでしょうけど」

「なるほどね。もしルクヴィスでミーナに会うことがあったら、何か伝えておこうか？」

「え？　じゃあ……『俺はしっかり成長してるぞ！　うかうかしてると引き離すからな！』って伝えてください」

「う、うん。分かった」

　さらにこんな煽あおるようなことを言って大丈夫なのだろうか。

「ありがとうございます」

「お礼はいいって。僕自身も、キリハとキョウに会っておきたいからね」

　ルクヴィスには会っておきたい人達がいるけれど、僕は遊びに行くわけじゃない。リングル王国の代表の一人として、しっかりと自分に与えられた任務を全うしなければならない。

「あ、そうだ。僕がルクヴィスに行っている間、ブルリンにご飯をあげてくれないかな？　一応、ネアとフェルムにもお願いしているけど、あの子達はおっちょこちょいなところがあるからちょっと不安でさ」

「そういうことなら任せてください」

「あとは、運動とかさせてくれればいいんだけど……」

　いや、そこまで頼むのは酷だな。

　ブルリンはやる気になると動いてくれるけど、面倒くさがりなところがあるからなぁ。

「俺も自主訓練を許可されましたし、ブルリンと一緒に運動しますよ」

「大丈夫？　あいつ、僕と間違えて背中にのしかかってくるかもしれないけど……」

「いざというときは、ミルさん達に助けを求めますから大丈夫です」

　ルクヴィスでは周りを頼ることをしなかった彼の成長を目にして、嬉うれしくなる。

「ははは。さてと、僕は明日に備えて早めに休もうかな」

「それじゃ、宿舎に戻りましょうか」

　服についた葉っぱを払って立ち上がった僕とナックは、宿舎へと歩を進める。

　明日の早朝にはここを出発だから、寝坊しないようにしなくちゃな。
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　翌日。

　ローズに出発の挨拶を済ませてからアマコを迎えに行こうとしたのだが、ちょっとした騒ぎがあった。

　なんと、フクロウに変身していたネアが僕の荷物に隠れてついてこようとしていたのだ。

　それに気付いたローズは、隠れていたネアを即座に捕まえた。

　荷物を持っていた僕でさえネアが潜んでいたことに気付けなかったのだが、いかんせん相手が悪すぎた。

　どうして気付いたのかとローズに尋ねると、短く「勘」とだけ答えられた。

　第六感って極まると魔法を凌りょう駕がするという事実を目撃した瞬間だった。




　そんな騒ぎで少々ごたつきながらも救命団の宿舎を出た僕は、予定通りアマコを迎えに街の方へ向かっていた。

「おはよう、ウサト」

「おはよう。寝坊せずに起きられたようだね」

　アマコに挨拶を返しながらそう茶化してみると、彼女は少しムッとした表情を浮かべた。

「私、それほど子供じゃない」

「はは、分かってるよ」

　小柄ではあるものの、この子は年相応……いや、精神的には大人顔負けなくらいにしっかりしている。だけど、それでも今みたいに子供っぽい反応を返してくれる。

「ネアは？」

「あの子は留守番。その間は団長と一緒に訓練だね」

「へぇー。ちょっと同情しちゃうかも」

　その後、他た愛あいのない雑談を交わしながらアマコと共に城門へと向かうと、大きめの馬車の周りに数人の見知った顔と騎士達が集まっているのが見えた。

　先輩とカズキ、それにシグルスさんとウェルシーさん。

　僕は、手を挙げながら彼らと挨拶を交わす。

「おはようございます。ウェルシーさん、もうすぐ出発ですか？」

「あ、ウサト様、おはようございます。ちょうど出発の準備が整ったところですよ」

　ちょうどいいタイミングで到着できたみたいだな。

　準備万端ということで、シグルスさんと護衛の騎士に促され、僕、先輩、カズキ、アマコ、ウェルシーさんの五人が馬車の中に入る。

「いやぁ、なんだか最初に旅に出たときと同じ感じだね」

「あのときもウェルシーを含めたこの五人でしたね」

「あ、確かに」

　先輩とカズキの言葉に頷うなずく。

　すると、そのときのことを思い出したのか先輩が感慨深げな吐息を漏らした。

「あのときと比べると、私達も成長したって感じがするね」

「といっても、ほんの少し前の話ですけどね。ま、僕達もそう感じるくらい濃密な旅を送ってきたことは確かですけど」

「ウサトは成長しているというより、変異しているって言った方が正しいかもしれないね」

「僕が人間から別の生物に変わってるみたいな言い方はやめてほしいな」

　隣で口を挟んできたアマコに、引き攣つった笑みを向ける。

　確かに成長はしたと思うが、見た目が変わるほどの成長はしていない……はずだ。

「別の生物というより『ウサト』っていう新生物って感じ」

「とうとう僕の名前が種族名になっちゃったよ……」

「ウサト君、私はそれはそれでアリだと思うよ！　一族一種の超生物って、なんかこう……グッとくるものがあるね！　オンリーワンな感じがして！」

「そう感じる気持ちも分からなくもないんですけど……」

　先輩はフォローしてくれているのだろうか？

　いや、悪意のない笑顔を見て、本心で言っているのが分かった。

　肩を落とした僕を見て、ウェルシーさんとカズキは困ったように笑っていた。

「ははは。でも、あのときと違うのは、今回の目的は旅じゃなくて会談ってことだよな」

「あー、そうだね。旅よりも早く帰れるって意識がある分、心の持ちようとかだいぶ変わってくるよね」

　旅は長期間を想定しているけれど、今回の会談は比較的短期間でリングル王国に帰れる。

　それぞれの王国が到着する時間はしっかりと調整されているらしいので、不測の事態が起きない限り会談は予定通りに始められるだろう。

「今のうちに、会談について皆さんにお話ししておきます」

　そんなことを考えていると、ウェルシーさんが僕達に声をかけてきた。

「会談での皆さんの役割は、皆さんが訪れたそれぞれの王国の代表との顔合わせを行うこととなります。具体的な会談自体は、シグルス様と私が行いますので、そこは安心してください」

「顔合わせの他に、私達がするべきことはあるかな？」

「カズキ様とスズネ様はリングル王国の勇者として、ウサト様は救命団の副団長として、その肩書に相応ふさわしい振る舞いを心がけてください。会談には、各王国の実力者達が集まることになるでしょうから」

「実力者達？　それって……」

「リングル王国で言うところのシグルス様に等しい立場や実力を持つ方々です。それぞれの国へ赴いた皆さんなら、思い当たる方がいらっしゃるのではないでしょうか」

　その言葉に思い当たる人物がいたのか、頷くカズキと先輩。

　僕の訪れた国、サマリアールでの実力者といえばフェグニスさんだけど、あの人はここに来る以前の問題だろう。なにせ、彼は罪を犯して地下牢ろうに幽閉されているのだから。

「ウサト？」

「え？　ああ、ごめん。ちょっと考え事してた」

　心配そうに声をかけてきたアマコに笑みを返しつつ、ウェルシーさんの話に耳を傾ける。

「今回の会談は、それぞれの国と交友を持つことも目的の一つなんですよ」

「なるほど、初対面で一緒に戦えと言われても、すぐに互いを信用できるわけじゃないだろうからね。確かに、事前の顔合わせは必要だ。でも、どんな人が来るんだろうね。王国の実力者って聞くと、ちょっとワクワクしちゃうな」

「先輩、いきなり決闘とかふっかけないでくださいよ？」

「さすがにそんなことしないよ!?　ウサト君は私をなんだと思ってるの!?」

「いえ、念のためです。先輩の行動は僕には予測できませんからね」

「ウサト君には言われたくないよ！　ね、アマコもそう思うよね!?」

「うん、それはウサトが言っちゃいけないと思う」

　おっと、ここでアマコが先輩側についたか。

　思わぬ裏切りに、僕も動揺が隠せない。

　反論しようと口を開きかけると、僕達の会話を聞いていたウェルシーさんとカズキが先に話しかけてきた。

「ウサト様は少し目を離すととんでもないことをしているイメージがありますね。系統強化を無理やり会得しようとしてたときとか……」

「確かにウサトは普通じゃ考えつかないことをするよな。ま、それがウサトのすごいところなんだけど」

　笑顔で褒めてくれたカズキはともかくとして、この状況でまさか僕が追い込まれるとは。

　どう反論するべきか悩んでいると、アマコが僕から先輩へと視線を移す。

「でも、スズネもウサトとは別の方向で予想外のことをするから、どっちもどっちだね」

「アマコ!?」

「あー、確かにフラナと初めて顔を合わせたときも我を忘れてたしなぁ」

「カズキ君!?」

「スズネ様も、ウサト様と同じくらい滅め茶ちゃ苦く茶ちゃなことをする方ですからねぇ」

「ウェルシーまで!?」

　アマコ、カズキ、ウェルシーさんの順番でツッコミを食らった先輩は、肩を落として落ち込んでしまった。

「いや待て、ウサト君と私が同じということは……つまり私達はアベックということだね！」

「すみません。謎理論すぎて意味が分かりません。あと、それ意味が分かって言っているんですか？」

「も、もちろんだとも」

　そんなこんなでリングル王国を出発したのだけど、到着までツッコミ疲れしそうだ。
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　書状渡しの旅を通じて、僕は旅の楽しみ方を学んだ。

　目的地へ到着することも大事だけれど、それまでの旅路の中で変わりゆく景色や、地域によって変化していく動植物を見ていくのも楽しい。

　そして、目的地に着くまでの束つかの間まの時間に友人達と語り合うことも、一つの楽しみであるとも思っていたけれど……どうやらそれは間違った認識だったようだ。

「先輩、いい加減寝相が悪いのを装ってアマコに抱きつこうとするのはやめてください」

　現在、僕は馬車の中で正座している先輩を前にして頭を抱えていた。

　この数日間、先輩は再三の忠告も聞かずにアマコを抱き枕代わりにしようとしていた。その度にアマコが避よけていたのだが、この人は半端なく諦めが悪かった。

　なので、アマコに頼まれて僕が説教のようなことをすることになったのだが──。

「濡ぬれ衣ぎぬも甚だしいよ、ウサト君。私がそんなことをした証拠はあるのかな？」

「現行犯じゃ足りないんですかね……」

　先輩は、この場にいる全員が彼女の犯行を目撃しているにもかかわらず、ふてぶてしく否認を続けている。

「ふふん、私は寝ているとき、隣の狐きつねっ子に抱きつく癖があるんだ。これは私が鋼鉄の意志で隠し通してきた十の秘密のうちの一つなんだ」

「どんだけピンポイントな癖なんですか。もう白状しているも同然なんですけど」

「あ、私の秘密を喋しゃべらせたウサト君には、責任を取ってほしいな」

「先輩。勝手に秘密を暴露した相手に責任取るように要求される僕の気持ちになってください」

　なんでこの人、正座させられているのにこんなに堂々としているの？

　カズキとウェルシーさんは苦笑しているし、アマコはこれ以上なく冷たい目で先輩を見下ろしている。

「はぁ……。アマコ」

「うん」

　何を言ってもしぶとく抵抗するのは分かっていたので、ため息をつきアマコに声をかける。

　こくりと頷いたアマコは口元を隠し、恥ずかしがるようなそぶりを先輩に見せた。

「スズネ、正直に言ってくれれば、抱きついて寝るくらい考えてあげるのに……」

「私、犬いぬ上かみ鈴すず音ねは、ばっちり起きたままアマコに抱きつこうとしたことを認めます」

「おい、鋼鉄の意志どこいった」

　この人、どんだけ欲望に忠実なんだ。

　潔く罪を認めた先輩に、アマコは可愛かわいらしく首を傾かしげて考えるようなそぶりを見せ、普段あまり見せない笑顔を浮かべた。

「考えてあげた結果、今日からスズネと五人分くらい離れて寝ることにするよ」

「旅をしてから一番の笑顔!?」

「別に考えてあげるだけで、やってあげるとは言ってないよ」

「謀はかられた!?」

　まあ、確かにアマコも考えてあげるとしか言ってなかったな。

　アマコに騙だまされたのがよほどショックなのか、先輩が僕に縋すがりついてくる。

「ウサト君、アマコが嘘うそをついたよ！」

「至極真っ当な判断だと思いますが……」

「くっ！」

「ほら、もう正座はいいですから立ってください」

　手を差し伸べて先輩を立たせ、座席に座らせる。

　落ち着きを取り戻した先輩は、腕を組むと何事もなかったかのように僕達に話しかけてきた。

「さてと、出発してから三日が経たつけど、馬車の旅も悪くないね」

「さっきあんなやり取りをしたとは思えない態度と言葉ですね……」

「馬車の旅も悪くないね！」

　そのまま押し通すんですか。

　先輩が変わらず元気なのは悪いことではないので、このまま話を続けよう。

「ルクヴィスを出たあとは、僕達は徒歩での移動でしたからね。そう考えると、馬車での旅ってのも趣が違っていいと思いますよ」

「俺と先輩は馬だったけど、自分で手綱を持つよりも幾分か落ち着けるのはかなりいいな」

　体を動かさないで移動するってのはちょっともったいない感じはしないでもないけど、快適なことには変わりない。

　やや強引に乗り物の話に移ったのでそれについて話していると、先ほどまで無言だったウェルシーさんが顔を上げて僕に話しかけてきた。

「あの、ウサト様。お聞きしたいことがあるのですが、構わないでしょうか？」

「あ、構いませんよ」

「ありがとうございます」

　どこか思い詰めたように見えるけれど、どうしたのだろうか？

「お聞きしたいのは、ファルガ様についてなんです」

「え？　ファルガ様ですか？」

　何を聞かれるのかと思ったら、ファルガ様関連か。

「ファルガ様って、確かウサトが行ったミアラークを守る神竜……のことだよな？」

「うん。カズキと先輩に勇者の武具を用意してくれるお方のことだね」

　ファルガ様の存在は、ミアラークの王族にしか知らされていない機密中の機密だ。

　ロイド様に報告する際に念を押して説明したはずだから、そのことをウェルシーさんが知らないはずはない。

「ミアラークの女王様に、かの神竜ファルガ様との謁えっ見けんの機会をいただけるようお願いしてもいいでしょうか……？」

「え？」

　謁見ということは、ウェルシーさんはファルガ様と会いたいということだよな？

「決して、私欲のためではありません」

　やや緊張した面持ちで僕達を見回したウェルシーさんは、一呼吸置いてから口を開いた。

「カズキ様とスズネ様はご存知かもしれませんが、私達王国に勤める魔法使いは、異世界に召喚された者を元の世界に返還する術を研究しているんです」

「異世界に召喚された者……僕達のことですか？」

「はい。皆様を召喚した際は、王国の古書に記された『スクロール』を用いて召喚の術式を発動させました」

「スクロール？」

　何やらファンタジーっぽい単語が出てきたぞ。

「スクロールとは、魔法や魔術を紙面に封じ込めたものです。今の時代では魔術と同様に廃れてしまった技術でしたが、リングル王国の大書庫の奥深くに『勇者召喚』の術式が施されたスクロールが見つかったのです」

　僕達……というか先輩とカズキという〝勇者〟を召喚した方法を知らなかったので、少し驚いた。

「そのスクロールは今も残っているんですか？」

「術式が発動した時、スクロールは古書と共に燃え尽きてしまいました。そのあとに、皆様が召喚されて……」

「そこから先は僕達が知ってる通りってことですか……」

「はい……」

　先輩とカズキは王国で勇者としての訓練に励み、僕はローズに連れ去られ救命団で訓練漬けの毎日を送ることになった。

「それで、その僕達が召喚されたこととファルガ様とにどういった関係が？」

「正直に申し上げます。私達、王国の魔法使いでは皆様を異世界に帰還させる術を見つけることはできないのです……」

　悲痛な面持ちでそう言葉にするウェルシーさんに、僕達は言葉を失くす。

　帰る方法を見つけられないという言葉もそうだけど、ウェルシーさんがここまで追い詰められたような表情を見せたことに衝撃を受けたからだ。

「皆様を元の世界に帰還させるには、私達は多くの技術を失いすぎたのです」

　失いすぎた？　それは、どういう意味だろうか？

　質問する前に、ウェルシーさんは呟つぶやくように言葉を発する。

「数百年前──魔王と先代の勇者様が戦っていた時代よりも昔、人類は熾し烈れつな領土争いをしていたそうです」

「それは、戦争といってもいいのかな？」

　先輩の言葉に、ウェルシーさんが頷く。

　魔王という人類に共通の敵がいなかった時代には、人間同士が争っていたというわけか。

　分からない話じゃないけれど、その時代に先輩とカズキが召喚されなくて本当によかったと思う。

「他国の土地、文化、魔法体系を取り込み、己が力とするための略奪行為が当たり前だった時代です。今とは比べ物にならないほどに高度な水準で魔法が使われていたと言われています。それこそ、今では使い手の少ない系統強化を五人に一人は扱えていたほどに」

「そ、そこまでですか？」

「あくまで文献に記されていたことですが、ほぼ事実と言ってもいいでしょう。なにせ戦いが絶えることのなかった厳しい時代でしたから、戦士の質も相応に高められていたはずです」

　魔法の奥義である系統強化を五人に一人って……。

「しかし、戦いの時代は魔王率いる魔王軍の台頭により終わりを迎えました。強大な力を持つ魔王軍を前に、人類は団結せざるを得ませんでしたから……」

「薄々は分かっていたが、当時の魔王軍はそこまで強大な相手だったというわけか……」

「はい……。皮肉な話でもありますが、魔王という共通の敵を持ったことで、争い合っていた国同士は団結することができたのです」

　魔王軍と団結して戦うという点では、今と似ているな。

「魔王が先代の勇者様によって倒されたあとは、戦いのない平和な世が今まで続いてきましたが……その長い年月のうちに、私達は多くの技術を失ってしまったんです」

「それが、魔術とかですか？」

「ええ。これらは、多くが戦争に利用されていた技術でした。ですが、戦争がなくなり平和な日々が続くにつれ、伝えられてきた技術は風化し、最後にはそれを伝える者さえいなくなってしまったのです」

　それで、スクロールも魔術も今は失われてしまったわけか。

　魔術に至っては、習得するのにかなりの時間をかけなくてはいけないからな。

「勇者召喚も、今の時代では失われた技術です。それを復元するのも、解析して皆様の世界へ帰還させる方法を探すのも、非常に難しいことなのです。ですが、そんなときにウサト様が神竜ファルガ様と出会ったことを知りました」

「まさか、ファルガ様に会いたい理由は……」

「はい。皆様を元の世界へ帰す方法、もしくは知恵をお貸しいただければ、と思いまして……」

　ファルガ様は永い時を生きる神竜であり、魔術にも詳しい。それなら、勇者召喚のことを知っているかもしれない。

　そう考えていると、決意を固めたウェルシーさんが深く頭を下げた。

「無理なお願いというのは重々承知しております。ですが、私には平和な世界に住んでいた皆様を元の世界に帰す義務があります。そのためなら、私は力を尽くします」

　やっぱり、ウェルシーさんは僕達を召喚してしまったことを気にしていたのか。

　僕達が気にしていないと言ったとしても、この人は僕達を巻き込んでしまったことに責任を感じてしまうだろう。

　先輩やカズキと違って、僕はウェルシーさんと話せる機会はほとんどなかったけれど、彼女がとても心優しい女性だということは十分すぎるほどわかった。

「……分かりました。ミアラークの女王ノルン様に、ファルガ様と会えるかどうか交渉してみます」

「っ、ありがとうございます！」

「ですが、すぐには会えないかもしれません。魔王軍との戦いも迫っていますし、ファルガ様もカズキと先輩の武具を作成している最中なので……」

「魔王軍との戦いを終えたあとでも構いません。停滞していた帰還術式の解明が進められるのならば、私はいくらでも待っていられます！」

　リングル王国に戻ったら、レオナさんにフーバードを送っておくか。

　さすがに、僕個人が王族に文を送るわけにもいかないからな。

「争いの絶えなかった時代か……」

　もし僕達が召喚されたのがその時代だったのなら、先輩とカズキはただただ戦うための存在として戦闘を強制させられたかもしれない。そう考えると、恐ろしい。

　そのとき、巻き込まれてしまった僕はどうなっているのだろうか？

　役立たず扱いをされて捨てられてしまうこともありえそうだし、純粋な治癒魔法使いとして戦争に駆り出されそうでもある。

　どちらにしろ、今の時代よりも笑うことができないのは確かだ。

「いや、待てよ。数百年も昔だったら、僕や団長のような戦い方をする治癒魔法使いも珍しくはなかったんじゃ……？」

　今よりも高水準な魔法が普及していた時代だ。

　治癒魔法使いの在り方だって、今とは全然違っていたかもしれない。

　そう呟くと、僕以外の全員の視線がこちらへ集まる。

「面白い冗談だね、ウサト」

「いやいや、それはないよ、ウサト君」

「ウサト、さすがにないんじゃないかなぁ」

「残念ながら、そのような文献は確認されておりません……」

　この総ツッコミだよ。

　動揺しながらも、僕は言葉を絞り出す。

「ぜ、全員で否定するのは酷ひどくないですか？」

「あはは……。当時の治癒魔法使いは、今よりもずっと重要視されていたらしいですね。戦いの中では、個人が持つ回復魔法程度では補うことすらできないほどの怪我人で溢あふれていましたから、治癒魔法のような絶大な治癒力を発揮する魔法使いは重宝されていたとか」

　な、なるほど、真っ当に人を癒やす本来の役割に収まっていたのか。

　思いのほかまともな返答に曖昧な反応を返していると、アマコが僕の手の甲に掌てのひらを添えた。

「ねぇ、ウサト。治癒魔法使いが普通に訓練して、ウサトやローズさんみたいになれると思う？」

「え、そりゃあ死にもの狂いで訓練すれば……」

「違うでしょ？」

「……ならないです」

　僕の言葉に、アマコは満足げに頷く。

「普通じゃない治癒魔法使いがウサトなんだよ？　ウサトは、自分が常軌を逸した治癒魔法使いだということを認めた方がいい」

「いや、しかし……」

「これから先、それを認めないままずっと人間離れした動きをするつもりなの？」

　可愛らしく首を傾げているアマコに、表情を引き攣らせる。

　嘘でしょ、この娘こマジで言っているんですけど。

　からかうような雰囲気はなく、本気で諭すつもりだ。

　その心遣いに、感動とは別の感情で泣きそうになる僕であった。






第七話　懐かしき再会と、新たな出会い!!　の巻









　僕達は無事に魔導都市ルクヴィスへと到着した。

　以前と比べて変わったところはあまりないけど、この場所で僕達がそれぞれの旅路へと向かったと考えると、少しだけ感慨深い気持ちになった。

「このまま馬車で都市の中心部まで向かいます。すぐに会談が始まるかどうかはまだ分かりませんが、皆様も準備はしておいてください」

　ウェルシーさんの言葉に頷うなずく。

　旅の過程で身分の高い方とは何度も顔を合わせているが、やっぱり慣れないな。

　団服に乱れなどがないか確認していると、カズキが馬車の外の景色を見ていた。

「ここは相変わらず、子供で溢あふれた場所だよな」

「そうだね。旅で訪れた国もそうだったけど、ここも特徴的だよね」

「俺の行ったニルヴァルナ王国は、こことは真逆でさ。なんというか……肉体派な大人達が多い場所だったんだよ」

　そういえば、カズキからニルヴァルナ王国について聞いたことはほとんどなかったな。

「確か、カズキはニルヴァルナ王国でトーナメントみたいなことをしていたんだっけ？」

「ああ。王様に『貴様の望みを通したいのならば、力で勝ち取ってみせろ！』って言われて、しょうがなく出場することになっちゃって……」

「随分とアグレッシブな王様なんだね……」

「はは、悪い人じゃないんだけどな。そのおかげで剣の腕を鍛えることもできたわけだし」

　しかし、ニルヴァルナ王国の兵士達がカズキの言う通り肉体派なら、一般的な治癒魔法使いとは真逆の存在ともいえる。

　おそらく、彼らは僕を一般的な治癒魔法使いと思って接してくるはずだ。その際、軽く見られたりしないか不安になる。

「常軌を逸した自分を自覚しろ、か」

　アマコに言われた言葉を思い出す。

　副団長となった今、僕は救命団という看板を背負ってここに来ている。

　そんな僕が、救命団の名を傷つけるようなマネをしていいはずがない。

「よし、決めた。会談のときは団長を意識した立ち居振る舞いを心がけよう」

　僕の呟つぶやきが聞こえたのか、ウェルシーさんが声をかけてきた。

「あの、ウサト様……。今とても不穏な言葉が聞こえたような気がしたのですが……き、気のせいですよね？」

「いえ、僕には救命団の副団長としての立場があります。そんな僕が治癒魔法使いだからって甘く見られるのは、リングル王国にとっても良くないことのはずです」

「それはそうですが、だからといってローズ様を参考にする必要は……」

「分かっています。確かに団長は控えめにいって恐ろしい人です。しかし、そんな人だからこそ今回はちょうどいいんです」

　そう、あの鬼の団長の放つオーラは、大抵の相手を威圧する。

　普通なら相手を委縮させてしまうが、言葉ではなく存在感でそれを示すにはうってつけなのだ。

「治癒魔法使いってだけでバカにされるのは納得いかないもんな。俺はいいと思うぞ」

「私も同感だ。やっぱりこのような集まりでは第一印象が大事だからね。それに……広めてしまったウサト君の似顔絵の件もあるし……」

　先輩の言う通り、あの貴公子顔の似顔絵を訂正できるチャンスでもある。

　よし、試しにやってみるか。

　ローズのように左手で前髪をかき上げ、薄く笑みを浮かべながら視線を鋭くさせる。

「ルクヴィスではできるだけこの状態でいようと思います。フッ、どうですか？」

「やっぱり雰囲気も怖くなるね。うん、大丈夫。普通の治癒魔法使いには見えないよ」

「褒められているかはどうかは分からないけど、ありがとう」

　アマコに軽く礼を言って、カズキ、先輩、ウェルシーさんを見る。

「おお、本当にローズさんっぽいな！」

「ひ、人ってここまで雰囲気が変わるんだね……。ワイルドなウサト君もなかなか……」

　先輩とカズキには好評みたいだ。

　しかし、ずっとこの状態でいられるわけはないので、すぐに肩の力を抜く。

「ウェルシーさん、やっぱりやめた方がいいですかね？」

「ウ、ウサト様の心がけ自体は駄目ではないのですが……。なんと言いますか、変わりように驚いてしまいました。本当に雰囲気がローズ様にそっくりでしたから……」

「まあ、それだけ団長にしごかれたってことです。真似るというより、自然と身についてしまったといった方が正しいかもしれません」

「単純に精神構造がローズさんに近くなっただけじゃ……」

　ボソッとアマコの呟きが聞こえたけど、自分でもそうかもしれないと思ってしまったので、あえてスルーする。




　皆で話しているうちに、都市の中央に到着したのか馬車が停止する。

　僕達も軽く身だしなみを整えてから、馬車を降りる。

　近くには学園の立派な校舎が見え、その隣にはそれに勝るとも劣らない大きな建物があった。

　その建物の前には他国のものとみられる馬車が止められており、ルクヴィスの学生ではないと思われる人達も何人か見える。

「そういえば、僕はいつもと変わらないですが、先輩とカズキの格好はキマッていますね」

　いつもの救命団の団服を着ている僕とは違い、先輩とカズキは白を基調とした軍服を連想させる服を身に着けている。

　男性用と女性用の違いはあるようだけど、どちらもかっこいい。

「うんうん。ウサト君の団服と色が近いから、統一感あるよね」

「でも、こんなに真っ白いとかなり目立ちそうですよね」

　マントに手を添えて苦笑するカズキ。

　確かに僕達三人が並んだら、かなり目立ちそうだな。

　話が聞こえたのか、先導してくれているウェルシーさんがこちらへ振り返る。

「皆様が並んでいると、とても絵になりますよ」

「そうですか？」

「ええ、よくお似合いです。そうそう、会談はルクヴィスが誇るこの大図書館で行われるんです」

「図書館というと、本が並べられているところで話し合うんですか？」

「いえ、あらかじめ会談用に用意された大広間に集まることになっております。もとより、ここはそういった会議のために作られた場所でもあるんですよ」

　ウェルシーさんの解説を聞きながら大図書館を見上げていると、一緒に会談に参加するシグルスさんがウェルシーさんに話しかけてきた。

「ウェルシー、早速だが……」

「あ、すいません。皆様、私は会談の場を準備してくださっているグラディス学園長に、到着した旨を知らせに行ってまいります。すぐに案内の者が来るはずなので、皆様は先に宿へ向かってください」

「「「はい」」」

「あと、会談自体は明日の予定となっておりますので、アマコさんはここで会いたい方々に会っておくといいかもしれませんね」

「うん、ありがとう。ウェルシーさん」

　そう言ったアマコに優しく微笑ほほえんだウェルシーさんは、シグルスさんと共に大図書館の方へ向かっていく。

　彼女を見送ったあと、僕はアマコと顔を見合わせる。

「それじゃ、荷物を宿に置いたらキリハ達に会いに行くか」

「うん。そうしよう」

　頷いた僕は、先輩達と共に迎えが来るのを待つことにした。

　荷物は騎士達が持ってくれているので手持ち無沙汰になった僕は、先ほどから周囲を警戒するように見回している先輩に話しかけてみる。

「先輩、どうしたんですか？」

「いや、さっきカームへリオの紋章が刻まれた馬車を見つけてね。来ないのは分かっているんだけど、ちょっと警戒しちゃって……」

「警戒？　それって──」

「おお、スズネ。スズネじゃないか！」

「げ、こ、この声は……」

　嫌そうな表情を浮かべた先輩を怪け訝げんに思いながら、声のした方を向く。

　そちらからは、数人の護衛の騎士を伴った、僕達と同年代くらいの赤髪の少年がこちらに手を振りながら走ってくるのが見えた。

「……カイル王子」

「フ、敬称なんてつけなくてもいい。気軽にカイルと呼んでくれ」

「分かった。それでカイル王子、どうして君がここにいるのかな？」

　お、思ったより先輩がドライだ。

　こっちの世界で初めて見たクールな態度の先輩に、カイル王子は意気揚々と話しかける。

「それは、この俺も会談に参加するからさ！　いや、本当のことを言おう！　また君に会うためにさ！」

「へぇ、そうなんだ。君からの告白は断ったはずなんだけど」

「あの程度で俺の心は揺るがないさ！　それで、件くだんの治癒魔法使いはどこにいるのかな？　君と一緒に来ているんだろう？」

「……えーっと」

　先輩が遠慮気味にこちらへ視線を向ける。僕のことを話していいか迷っているようだ。

　早くキリハ達に会いに行きたいのだけど、しょうがない。

　馬車の中での宣言通り、ローズを真似るように眉間に皺しわを寄せて不機嫌そうに腕を組んだ僕は、先輩の隣に移動する。
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「僕が治癒魔法使いのウサトです」

「なんだ。さっきまで所在なさげに立っていた君がそうだったのか。全く眼中になかったが……どれ、似顔絵とどれだけ似ているか確かめて……」

　そう言って僕の顔を見たカイル王子は、ぴしりと固まった。

　当然だ、今の僕は旅の仲間が怯おびえるほど不穏な雰囲気を醸し出しているのだ。

「スズネ。なんだ、この……何人か始末していそうな人相の男は。全然似ていないじゃないか」

「彼がウサト君だよ」

「嘘うそだろ!?　治癒魔法使いじゃなくて殺し屋の間違いじゃない!?」

　散々な言われようだが、僕もそれを承知で不機嫌な感じを出しているので、何も言わない。

　それでも僕に対抗心を燃やしているのか、カイル王子は若干声を震わせながら僕に指を突き付けてきた。

「本当に、お前が治癒魔法使いなのか？」

「そうです。この通り、治癒魔法を扱えます」

　掌てのひらに治癒魔法を浮かべてみせると、カイル王子が引き攣つった表情を浮かべる。

　僕と先輩の表情を交互に見て、爪を噛かみブツブツと何かを呟き始めたカイル王子に、背後で控えていた護衛の騎士が諫いさめるように話しかけてきた。

「カイル様、あまりこのようなことは……」

「所しょ詮せんは治癒魔法使い、見かけ倒しに決まっている……！」

「いえ、そういうことではなく。このような場で決闘を申し込むのは些いささか──」

「案ずるな。王子たる俺に敗北の二文字はない！」

　護衛の騎士の制止を振り切ったカイル王子は、再び僕に指を突き付けてくる。

「おい、治癒魔法使い！　我はカームへリオ第一王子、カイル・ラーク・カームへリオ！　貴様に決闘を──」

　そのとき、カイル王子の背後に一人の女性が近づいてきた。

　そして──、

「この愚か者！」

「申し込べがぁ!?」

　彼女は綺き麗れいなローキックをカイル王子に叩たたき込み、勢いよく張り倒した。

　僕達よりも少し年上に見える赤髪の女性は、地面でもんどりうっているカイル王子の胸倉を掴んで引っ張り上げる。

「貴方あなたは、いったい何をしているのですか？」

「ひっ、あ、姉上!?　こ、これはその……」

　姉上……!?

　人形のような端正な顔立ちでジッと彼を見下ろす女性──あまりカイル王子とは似ていないな。

「我が国の恩人である勇者スズネ様に、あろうことか告白をし見事に玉砕して大恥をかいた貴方が、今度は噂うわさに聞くリングル王国の治癒魔法使いを相手に何を口走ろうとしたのですか？」

「姉上！　俺は一人の男として、こいつに決闘を申し込むんだ！」

「貴方が一人の男だったときなんて今までありましたか？」

「酷ひどい!?　どうしてそんな酷いことが言えるの!?」

「……？」

「酷いことを言っている自覚すらない!?」

　きょとんとした表情で首を傾かしげる女性にショックを受けるカイル王子。

「いえ、本国に想い人が複数人いると公言している貴方が、今さら何を言っているのだろうと純粋に疑問に思ってしまって」

「あ、いや、それは……」

「はぁ……」

　呆あきれたようにため息を漏らした彼女は、続けて言葉を発する。

「貴方程度が、彼に勝てるわけありません」

「なんで断言できるんだよ!?」

「逆に、どうして勝てると思うのですか？　彼は魔王軍との戦いで多くの人命を救った英雄、救命団のウサト様ですよ？」

　なんだろう、すごいむず痒がゆい。『ウサト様』とか言われるのもそうだけど、英雄なんて言われるとすごく恥ずかしくなってくる。

「え、英雄!?　この男が!?」

「相手のことを知らずに決闘を申し込もうとしたのですか？　貴方は普段からどれだけ考えなしなんですか？」

　呆れた様子でカイル王子を見下ろす女性。

　その様子を少し驚きながら見ていた僕は、先輩に小声で訊きいてみる。

「先輩、カイル王子にお姉さんがいるのは知っていましたか？」

「姉と弟がいるのは知ってはいたけれど、私がカームへリオを訪れたときは別の国へ赴いていたから、直接顔を合わせてはいないんだ」

　それじゃあ、先輩とも初対面というわけか。

　しかし、ひたすら罵倒されているカイル王子がちょっとだけ不ふ憫びんに見える。

「……う、嘘だ。この男が英雄だなんて信じられない」

「嘘だと思うなら戦ってみなさい」

　……ん？

　すっごい自然な流れでゴーサインが出たのですが。

　当のカイル王子も困惑している。

「え、い、いいの？」

「ええ、相手側が了承してくれるなら構いませんよ」

　横目でこちらを見てくるカイル王子のお姉さん。

　その視線には、どこかこちらを値踏みするようなものが感じられる。

「でも、好都ご……残念です。カームへリオ王国の第一王子が精神に大きな傷を負って、王位継承権を放棄することになるなんて……」

「今、本音漏れたよな!?　好都合って言いかけたよな!?」

「ええ」

「そこは嘘でも誤魔化そうよ!?」

　完全にカイル王子がツッコミに回ってしまっている……。

　お姉さんの方が真面目そうな人に見えたけれど、どうやらそうでもなさそうだ……。

「貴方が王位を継承しなければ、カームへリオは私のものですからね。ここで退場してもらえれば、後々蹴落と……話し合いをする必要がなくなりますし」

「姉上には弟への愛情ってものがないの!?」

「ありますよ？　今年で三歳になるたった一人の弟、ブレンが可愛かわいくて可愛くて仕方がありません」

「俺も弟の一人だよォ！」

　そう訴えるカイル王子の言葉に、女性はすまし顔だ。

　本当はこの場を離れたいところだけど、そうもいかなそうなので声をかけてみることにした。

「あの……」

「ああ、申し訳ありません。私はカームへリオ王国第一王女、ナイア・ラーク・カームへリオと申します」

「あ、ご丁寧に……。自分はリングル王国救命団副団長、ウサト・ケンと申します」

「はじめまして、ナイア王女。リングル王国の勇者、イヌカミ・スズネです」

「同じく、勇者のリュウセン・カズキです」

　自己紹介をした僕達を順番に見たナイア王女は、にっこりと満足そうな笑みを浮かべた。

「この度はうちの短絡的で、浅慮で、愚劣な弟がご迷惑をおかけして、申し訳ありませんでした」

「たんらくてきで、せんりょで、ぐれつ……」

　ナイア王女の隣で、カイル王子がすごい勢いで落ち込んでいるのだけど。

　弟を庇かばうように見せかけて、罵倒を叩きこむとは……参考にしよう。

「本当に申し訳ありません。まだ弟も無知な子供なので、許していただけたら……」

「い、いえ、そこまで畏かしこまらないでください！　カイル王子には何もされていませんから！」

　さすがに、王族の方にここまで謝罪されるわけにもいかない。

　相手が問題にするつもりがなくても、周りからしたら大問題だ。

「……本当に、許してくださるのですか？　下手をすれば、リングル王国とカームヘリオ王国の関係に亀裂が生じかねない問題に発展していたかもしれないのに……」

「はい」

「許せなくはないのですか？」

「え？」

「このへらへらした顔を一発殴ってもいいんですよ？」

「いえいえ、なにもそこまでしなくても……」

「あ、心配はいりません。こちらは問題にしませんから」

「どうして僕がカイル王子を殴る前提で話を進めようとするんですか……？」

「そうだよ、姉上ぇ！　どうして頑かたくなに俺を殴らせようとするんだよ!?」

　カイル王子の言葉に、ナイア王女はこてんと首を傾げた。

「一度殴られたら、賢くなるかなと思って……」

「俺の頭はそんなに単純だと思われてるの!?」

　この人、低姿勢に見せかけて実はやべー人だ！

「あ、あの、僕、本当に気にしていませんから……」

「ああ、ウサト様。なんたる寛大な御心でしょうか。しつこく女性に付き纏まとった挙句、身の程も弁わきまえずに貴方様に勝負を挑もうとした愚かな弟にそこまでの温情をくださるなんて……。私、とても感銘を受けました。さすがは勇者様の一番のご友人であり、噂に名高い救命団団長、ローズ様の一番の弟子です」

「そこまで言われることじゃ……」

　本心で言ってくれているのは分かるけれど、素直に喜べないのはなぜだろう。

　何気にこちらの情報を知っていることもそうだし、僕が嬉うれしくなるような言葉をピンポイントで口にしているからだろうか。

　ナイア王女は、視線を僕から先輩とカズキの方へ移す。

「スズネ様とお会いするのは初めてですが、なんとも秀麗な方。カズキ様も相当な強つわ者ものとお見受けしました。こうしてお二人と出会えて、光栄に思います」

「そ、そうかな……？」

「ははは、なんだかむず痒いな……」

　普通に照れるカズキとは逆に、何かに気付いたように引き攣った笑みを浮かべる先輩。

　ここで僕も、先ほどまで抱いていた違和感の正体に思い当たる。

「ここで会ったのも一つの縁。このあと、少しお時間をいただけないでしょうか？」

「……どういったご用件でしょうか？」

　先輩が牽けん制せいするように言葉を返す。

「少しお話をしたいだけです。もちろん、長くお時間は取らせませんし、こちらとしてもできる限りのおもてなしをさせていただきたいと思いますが、どうでしょう？」

　先輩と目を合わせた僕は、一度頷いてからナイア王女に返答する。

「申し訳ありません。せっかくのお誘いですが、僕達には別の予定がありますので、今回はお断りさせていただきます」

「そうですか、残念です。会談が行われている間に機会はいくらでもありますし、またお誘いしますね」

「……え、ええ。ありがとうございます」

　引き気味に頷くと、彼女は薄く笑みを浮かべてカイル王子の襟を掴つかんだ。

「では、私達は戻ります。次に顔を合わせるのは会談のときですね。そのときはよろしくお願いします。カイル、貴方には説教が待っていますから、覚悟しておいてくださいね」

「ひっ!?　あ、姉上！　ここに来てまで説教は勘弁してくれ！」

　問答無用と言わんばかりにカイル王子を引きずりながら、この場を去っていったナイア王女。

　その姿を見送った僕は、思わず安あん堵どの息を漏らした。

「先輩、あれって引き抜きにきてましたよね……？」

「そうだろうね。まさか王女自身があんな露骨に勧誘にくるとは思わなかったよ」

「勧誘されるのは慣れてるけど、ここまでとはなぁ。ウサトはニルヴァルナ王国にも気を付けた方がいいかもしれないな。あの人達は武闘派だから、絶対にウサトのこと気に入ると思うし」

「き、気を付けておくよ……」

　僕は腕力勝負か何かを持ちかけられるのだろうか？

　そのとき、僕達の元に一人の学生が近づいてきたことに気付く。

「お久しぶりです、ウサトさん」

　ルクヴィスの学生で灰色の髪の少年、ハルファさんが丁寧にお辞儀をしてから柔らかい笑みを浮かべた。

「あ、それじゃあ貴方が……」

「はい。お待たせして申し訳ありません。私が皆さんを宿までご案内します」

　僕達を泊まる宿まで案内してくれる人が来ると聞いていたけれど、その人がハルファさんだとは思わなかったな。
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　宿までの道のりを案内してもらいながら、ハルファさんと雑談を交わす。

　以前も思ったけれど、ハルファさんとはどことなく気が合うんだよね。

「学園長の指示で案内をさせていただくことになりましたが、私もまた貴方達に会えてとても嬉しく思います」

「なんというか、初めて会ったときを思い出しますね」

　グラディス学園長にも挨拶に行きたいところだけれど、今は忙しいだろうから頃合いを見計らって会いに行くか。

　そう考えていると、僕達を紫色の光を帯びた瞳で見回したハルファさんが口を開いた。

「最後に会ったのは数ヶ月ほど前ですが、皆さんが見違えるほどに成長していて驚きました」

「そ、そこまでですか？」

「ええ。それぞれの個性を強く感じさせる、そんな特徴的な魔力を帯びています」

　僕達の個性を強く感じさせる、か。

　ハルファさんの言葉に先輩が興味を持つ。

「魔力で性格とか個性とか分かるの？」

「ええ。ウサトさんと戦ったあとに、自分の魔視のことをもっと深く理解しようと思いまして。その過程で、魔力の流れから読み取れるものが相手の動きだけではないことが分かったんです」

　以前戦ったときは、魔力の流れを見て僕の動きを読んできたけれど、今のハルファさんはもっと多くのものが見えるようになったということかな？

「魔力の流れは人によって違います。それを観察することで、相手の性格や、おおまかな戦い方などを把握することができるんです」

「つまり、戦う前から相手がどんな戦法を繰り出してくるか分かるってことか？」

「完全に分かるわけではないですけどね」

　カズキの言葉に頷いたハルファさんに、僕は密ひそかに驚きょう愕がくする。

　旅の間、何度か対人戦はしてきたけど、手の内を相手に知られた状態で戦うのはかなりやりづらいと思う。

「私はどんな魔力に成長したのかな？」

　先輩、すごく食いついてるなぁ。

「そうですね。スズネさんの魔力は、例えるならば……いつでも動き出せるように構えている狼おおかみ、でしょうか。ゼロの状態からすぐに限界にまで魔力を引き出せる状態にあるように見えます」

　もしかして先輩の新しい戦い方である『魔ま装そう・雷らい獣じゅうモード』のことを言っているのだろうか？

　『狼』と聞いた先輩が、笑顔を浮かべこちらへ振り返る。

「ウサト君、狼だって！」

「犬の間違いじゃないですかね？」

「うん、スズネは犬っぽいよね」

「君達に噛みついてやろうかなぁ！」

　僕とアマコのツッコミにショックを受けながらも「がおーっ！」と威嚇（？）してくる先輩をなだめながら、カズキの魔力をジッと観察しているハルファさんを見る。

「カズキさんは、少し表現が難しいですが……波紋も音も一切存在しない水面といったところですね。驚くほど魔力に乱れがない。今まで見てきた中で最も静かで、芸術的といっても過言ではないほどに綺麗な魔力です」

「げ、芸術的って、そんな……」

　カズキの魔力の流れには、操作を究めたその技術が反映されているのだろう。実際、カズキの魔力操作は尋常ではないからね。

「ウサトさんの魔力は……ふーむ」

　こちらを見て、顎あごに手を当てるハルファさん。

　ちょっとどきどきしながら言葉を待っていると、ハルファさんは首を傾げた。

「不思議な魔力をしていますね。カズキさんのように静かな一面も見せますが、それと同時にスズネさんのような力強さも感じさせる。相反する二つの側面を持っています」

「相反する二つの側面……？」

　僕の精神面か、それとも戦闘方法の切り替えが関係しているのかな？

「まあ、ウサトならおかしくないね。二重人格かと疑うくらいの豹ひょう変へんっぷりを発揮するし」

「アマコ、僕は二重人格じゃないよ。なんというか、感情が昂たかぶるとそうなっちゃうんだ」

「それはそれで問題があるんじゃ……」

　そんな会話をアマコとしていると、カズキがハルファさんに話しかける。

「君は雰囲気が柔らかくなったな」

「そうでしょうか？」

「うん。前と比べて、自然に笑えている感じがするよ」

　その言葉に、ハルファさんは前を向きながら嬉しそうに頷いた。

「皆さんが旅に出たあと、キリハやキョウと話すことが多くなりまして」

「へぇ、そうなのか」

「恥ずかしながら今までクラスメートに避けられていたので、まともに話せる友人ができたのは久しぶりだったんですよ。まあ、自業自得ではあるのですが……」

　僕達がルクヴィスを発たつ前、ハルファさんは学園の生徒から恐れられる存在だった。

　その理由は、危険な急所攻撃を多用して相手の心を完膚なきまでに折ってしまう戦い方にあったからだけど、他に理由があったのだろうか？

「私自身もなんとかしようと常に笑顔を浮かべていたのですが、実はそれが周りに怖がられる原因になっていたらしく……ははは」

「でもさ、笑顔って……難しいですよね」

「分かりますか、ウサトさん」

「ええ、よく分かりますとも」

　こちらを振り向いたハルファさんと、互いに深く頷く。

　僕も、キリハやリンカに笑顔で接しようとしたら逆に怖がられてしまった経験がある。

「ちょっと似てるもんな。ハルファとウサトって」

「二人とも魔法を使いつつの肉弾戦が主体だもんね」

「つまり、ハルファさんも脳筋……？」

　おいそこの子こ狐ぎつね、どさくさに紛れてハルファさんと僕を脳筋扱いするな。

　ジト目でアマコを睨にらんでいると、目的地に到着したのか、前を歩いていたハルファさんが足を止める。

「おお……」

　前を見れば、そこには白を基調とした大きめの建物があった。今までにない高級そうな宿に、思わず感嘆の声が漏れてしまった。

「さて、ここが皆さんに滞在していただく宿です」

「大きいですね」

「国の代表の方々を泊めるところですからね。貧相な宿を用意するわけにはいきませんよ。ちなみに、他の三国の方々が泊まる宿も近くにあります」

　ハルファさんが示した方を見れば、確かに目の前の宿と似た建物と、その前に集っている他国の騎士達の姿が見える。

「あ、それと裏手には訓練場がありますので、鍛錬をしたいときはそこを利用するといいですよ」

「え、そうなんですか？　だったら、お言葉に甘えて利用させてもらいます」

　まさかの訓練場付き。

　まだ宿の中にも入っていないのに、僕の中でこの宿の評価が爆上がりしてしまうのだった。
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　それぞれに割り当てられた部屋に荷物を置いたあと、僕はキリハ達の元へ向かうべく宿の外に出ていた。

　カズキも一緒に行かないかと誘ってみたが、あまり大勢で押しかけると迷惑をかけてしまうからと遠慮されてしまったので、彼とは別行動をすることになった。

　結局、僕と犬いぬ上かみ先輩とアマコの三人でキリハ達の家に向かうことになったのだが……。

「先輩。今のうちに言っておきます。大人しくしていてくださいね」

　キリハ達の住む家の近くに来たあたりで、どこかうきうきとしている先輩に一応釘くぎを刺しておく。

「え、なんでかな？」

　大人しくするつもりがなかったのか、この人。

「はっきり言わせてもらいますと、キリハとキョウは先輩のことを苦手に思ってます」

「え……？」

　一転して、虚うつろな目になる先輩。

　心苦しいが、これも先輩のためだからはっきり言っておこうか。

「嫌いとかじゃなくて、先輩の異常なテンションと、にじり寄りながら尻尾とか耳を触ろうとする態度が怖がられているんです」

「うん。獣人からすれば、自分達は人間から嫌われて当たり前みたいな認識だから、スズネみたいに自分から進んで近づいてくる人間はよく分からない生き物に見えると思う」

「アマコの言う通り、先輩は獣人からしたら変な生き物なんです」

「そこまで言わなくてもよくない？　泣くよ？　臆面もなく泣いちゃうよ？」

　先輩がぐいぐいコミュニケーションを取ろうとするのは決して悪いことではないけれど、そのせいで相手を引かせてしまうのはよくない。

　こちらをチラチラと見ながら泣きマネをする先輩をスルーしていると、視線の先にやや古びた家を見つける。

「それほど時間が経たっていないはずだけど、なんだか懐かしくなってくるな」

「あれから色々なことがありすぎたからかもしれないね」

　アマコの言葉に頷くと、その家の扉が勢いよく開け放たれ、中からイタチに似た丸みを帯びた獣耳を生やした少女、キリハが顔を出した。

　彼女は僕達を見つけると驚いた表情を浮かべたが、すぐに笑顔になった。

「知っている匂いが近づいてくると思ったら、やっぱりあんた達だったか！」
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「元気だった？　キリハ」

「ああ、もちろんさ。アマコからの手紙でお母さんを助けることができたのは知ってたけれど、まさかこんなすぐに会えるとは思わなかったよ。さ、中へ入りなよ」

　キリハに促されて家の中へ入ると、彼女は二階に続く階段を見上げキョウを呼んだ。

「キョウ、下りてきな！　まったく、休みが続いているからってキョウも怠けすぎだよ。スズネも久しぶりだね、見たところ……うん、元気そうだね」

「また会えて嬉しいよ。尻尾触ってもいい？」

「あ、相変わらずだね」

　そういうところだぞ、先輩。

　自分の欲望を抑えられない先輩を見て、アマコが声を潜めて話しかけてくる。

「ウサト、もしものときはスズネを止めてね」

「君も頑張ってよ……」

「無理だよ。スズネを止められるのはウサトだけだし」

　僕は対犬上先輩の最終兵器か何か？

　釈然としない気持ちになっていると、上階から欠伸あくびをしながらキョウが下りてきた。

「ふぁ、眠ぃ……」

「お邪魔してるよ、キョウ」

「おーう、久しぶりだな。意外とこっちに来るのが早かったな」

　キョウの言葉に同意するように、キリハが首を傾げた。

「あたしもあんた達に会えたのは嬉しいんだけど、今日はいったいどうしたんだい？　まさか、ここで行われる四王国の会談に関係があるの？」

「私とウサト君は、リングル王国の代表として今日ここにやってきたんだ」

　キリハの問いに先輩が答える。

「書状の次は会談ねぇ。あんた達も大変だね」

「俺だったら、そんな面倒そうなこと受けねぇんだけどな」

「ははは、僕にも責任があるからね」

　困ったように頬ほおを掻かくと、キョウは腕を組みながら笑みを浮かべた。

「ま、そのおかげで俺達は学園を休むことができているんだけどな！　いやぁ、ある意味お前達のおかげで、こうして休みを満喫でき──」

「そんなに暇なら、外で働いてきな」

「──やっぱり休日は勉強で忙しいから全然暇がなさそうだわ！」

　じろりと睨みつけたキリハに、慌ててそう言葉にするキョウ。

　なんというべきか、相変わらずキョウは姉のキリハに頭が上がらないんだなぁ。

「キョウはあとで外に叩き出すとして……アマコが元気そうでよかった。あれから危ない目にあっていないかい？」

「最近は、スズネに抱き枕にされかけたくらいだね」

「え？」

「あ、アマコぉ！　それ以外にも色々あったよね!?」

　さらりと先輩の所業を暴露するアマコに、隣の先輩が慌てる。

　キリハとキョウは、必死な様子の先輩を見てやや引いている。

「危ない目にはたくさんあったけど、大丈夫だったよ。それに、ウサトのおかげで母さんも助けられたし」

「たくさんあったって……」

「ゾンビに襲われたり、竜に襲われたり、色々ね」

「あ、あはは、少し見ない間に冗談も言えるようになったんだね……え、冗談だよね？」

「ふふ、どうだろうね」

　曖昧なアマコの答えに、キリハは頬を引き攣らせながら話題を変えた。

「ほ、本国での騒ぎは実家から聞いたよ。なんだか大変なことになっていたそうじゃないか」

　もう二人にまで情報が伝わっていたのか。

　確かキリハの実家は、リンカの祖父のカガリさんが住んでいた隠れ里のような場所だったよな。

「まあ、ちょっとした騒ぎに巻き込まれちゃってね」

「本国が内乱騒ぎとか、ちょっとしたことじゃねぇだろ。いったい、何があったんだよ？」

　キョウも気になっているようだ。

　アマコがこれまでの経緯を説明すると、聞き終えた二人は複雑そうな表情を浮かべた。

「本国には行ったことなかったが、アマコの母ちゃんはそんな理由で寝たきりだったんだな。族長もふざけたことしやがって……。しっかり懲らしめてやったんだよな？」

「うん。ウサトがこてんぱんにやっつけてくれたよ。素手で刀とか叩き割るし、すごかった」

「そ、そうか……。まあ、お前なら不思議じゃないな、うん」

「普通なら信じないけど、あんたならね……」

　なぜか、キョウとキリハから別方向の信頼を勝ち取っている気がする。

「だけど、母ちゃんが元気になってよかったな、アマコ」

「うん」

　嬉しそうにアマコが頷く。

「でもさ、もし族長を止められなければ、獣人族は人間と争うことになっていたかもしれないんだよね。本当によかったよ……」

　深刻な表情で、キリハがそう呟く。

　ルクヴィスに通っているキリハからすれば、気が気じゃない話だったのだろう。

「仮の立場だけど、信頼できる人が新たな族長としてヒノモトをまとめてくれているから、今後はそういうことはないと思うよ」

「そうなんだ……」

　安堵に胸を撫なでおろすキリハ。

　話も一段落ついたことだし、僕は今日ここを訪れたもう一つの用件を話すことにした。

「キリハ、僕達がここに滞在している間、アマコをここに泊めてほしいんだ」

「そういうことなら全然構わないよ。理由は前と同じってことでいいんだよね？」

「ああ。アマコもそれでいいよね？」

「うん」

　アマコが頷いてくれたので一安心していると、今度はキョウが声をかけてくる。

「で、ウサトはどうすんだよ？　お前もここに泊まるのか？」

　先輩が期待をこめた視線を僕へ向けてくるけど、今回ばかりはその要望には応えられない。

「本当はそうしたいところなんだけど、今回は会談の場の近くにいなくちゃいけないから、グラディス学園長が用意してくれた宿に泊まるよ」

「そっか。まぁ前とは事情が異なるし、そこはしょうがないか」

　さすがに自分に与えられた使命を優先させなくちゃならないし、アマコには肩身の狭い思いをしてほしくないので、ここにいる間はキリハ達のところに預かってもらうことにしようと考えていたのだ。

　とりあえずの目的は果たせたので、今日のところは宿に戻るとするか。

「それじゃあ、そろそろ戻るとするよ」

「もう行くのかい？」

「うん、宿に友達を待たせているからね」

　カズキを一人で待たせているのも悪いし、早めに戻ろう。

　席を立った僕は、アマコに視線を移す。

「アマコ、キリハ達にあまり迷惑をかけないようにね」

「私、子供じゃないし、迷惑もかけたりしないよ」

「ははっ、それもそうだね」

　さて、僕達も迷惑をかけないうちに帰ろう。

「先輩」

「ねぇ、ウサト君」

「駄目です」

「まだ何も言ってないよ!?」

「キリハ達のところに泊まりたい、って言おうとしたんでしょう？　さっきの先輩を見てればそのくらい分かりますよ」

「さ、さすがはウサト君、私のことをよく分かっている……！」

　貴女あなたの行動を見たら、簡単に分かると思うのですが。

「う、ウサト君、後生だ！　一生のお願い！　私……な、なんでもするから！」

「なんでもするんですか？　じゃあ、ここに泊まるのは諦めてください」

「美少女の〝なんでもする〟を雑に使いすぎじゃない!?」

　ガビーンとショックを受ける先輩を見て、困ったように笑っているキリハと、ドン引きしているキョウ。

　そんな二人の視線に気付かない先輩にもう一度ため息をついた僕は、先輩の背中を押しながら彼らの家をあとにした。





　　　　＊＊＊






「うぅ、ウサト君の鬼、悪魔、幽霊……」

　まだ根に持っている先輩をなだめながら、宿で待ってくれているカズキの元へ向かう。

「まだ明るいし、帰ったらカズキと一緒に街中を散策してもいいかな」

「……私は？」

「もちろん先輩も一緒にですよ。だから、そんなふて腐れた顔しないでください」

「ふ、ふーん、ウサト君がそこまで言うなら機嫌を直してあげても──」

「あ、じゃあいいです」

「ごめん！　すごく反省してる！　お願いだから私も連れてってぇ！」

　調子の戻った先輩と共に道を歩いていると、宿のある大通りに見覚えのある紋章が刻まれた馬車を見つけた。

「どうしたの、ウサト君？」

　足を止めた僕を不思議に思ったのか、先輩も視線の先にある馬車を見る。

「あの馬車がどうかしたの？」

「あれ、サマリアールの紋章が刻まれていますね」

「サマリアールって、ウサト君が向かった国のこと？」

「はい」

　その馬車がこちらへ近づいてくるのを見て、先輩が首を傾げた。

「でも、やけに護衛の数が多いね。私達の三……いや、五倍くらいの人数がいるよ」

「そうですね。もしかして、大臣だとか身分の高い人が中にいるのかもしれませ──!?」

　ちょっとあり得ない想像をしてしまったが、さすがにそれはないだろう。

　僕の様子に気付いた先輩が、心配そうに肩に手を置いてきた。

「様子がおかしいよ。大丈夫？」

「だ、大丈夫です。ちょっと荒唐無稽な想像をしてしまっただけですから」

「そ、そう……？　でも、こんなに護衛がつくってことは、相当偉い人が来てるってことだよね。あ、もしかしてウサト君が助けたっていうお姫様と王様が乗っているかもしれないね！」

「ははは。王様が自ら来るなんて、そんなことあるわけないじゃないですか」

「ウサト君、すごく動揺してるけど……？」

　やりかねない……！　あの親子ならやりかねない……！

　目の前を横切ろうとする馬車を見ながら内心冷や汗をかいていると、馬車を護衛している騎士達の姿に目を引かれた。

「空色の鎧よろいだ……」

　綺麗な空色の鎧を纏った騎士達。

　馬車の周辺を守る騎士は全員が女性であり、その人数は二十人ほどもいる。

　僕が訪問したときには見ることのなかった一団に興味を持っていると、僕達の前で突然馬車が停止した。

「整列！」

　リーダーらしき騎士の凛り々りしい声が響くと、空色の騎士達が馬車を囲むように整列する。

　御者がゆっくりと馬車の扉を開けると、その先にいたのは見覚えのありすぎる人物であった。

「やあ、ウサト。元気だったかね！」

　シュピーンと擬音がつきそうな感じでサムズアップをしてきたのは、サマリアールの国王、ルーカス・ウルド・サマリアール様であった。

　まさかの本人登場に失神しかけながら、僕は精一杯の声を投げかける。

「な、なんでここにいるんですか？　貴方はサマリアールの王様でしょう!?」

「え、本当に王様!?　どういうことウサト君!?」

　隣にいる先輩も、予想外すぎる人物の登場に驚いている。

　当のルーカス様は、してやったりの表情だ。

「ふっ、おかしなことを訊く。フェグニスの代わりが間に合わなかったので、僕自らがここに来ただけのことだ。それに、この件に関しては僕自ら出向いた方が色々と話が進みやすいと思ってね」

　な、なんだ、この筋の通っていそうで、別の思惑を感じさせるような言い方は。

　唖あ然ぜんとする僕をよそに、ルーカス様は僕の隣にいる先輩に視線を向ける。

「おっと、そちらの美女は件の勇者とお見受けする。お初にお目にかかる。僕はサマリアール国王、ルーカス・ウルド・サマリアールだ」

「ゆ、勇者のイヌカミ・スズネと申します」

「ハッハッハッ、緊張しなくてもいいよ。ウサトの友人なら、僕の友人みたいなものだしね」

　ロイド様とは方向性の違う国王を相手に、さすがの先輩も困惑している。

　ルーカス様の言葉に曖昧に頷いた彼女は、すぐにこちらを振り向くと声を潜めて話しかけてきた。

「ウサト君、すっごいフレンドリーですっごいダンディな人なんだけど!?　私が押されるって相当だよ!?」

「自覚はあったんですね……。でも、安心してください。このお方はこれが普通なんです」

　声を潜めながら会話していると、こちらを見守っていたルーカス様が馬車の中へ視線を移す。

「ん？　ああ、ごめん。待ちきれないか。それじゃあ遠慮なく会ってきなさい」

「はい！　お父様！」

　よく通る澄んだ声が聞こえた次の瞬間、馬車から一人の少女が飛び出してきた──が、勢い余って馬車の縁に足を引っかけてバランスを崩した。

「おっと」

　反射的に動いてしまった僕は、できるだけ衝撃が少ないように彼女を受け止めた。

　そのとき、僕の両隣にいた空色の騎士達がボソリと呟いた。
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『尊い……！』

「ん？」

『ゴホンッ！』

　なんだか不穏な声が聞こえてきたような……。

　そんなことより、とっさに受け止めた少女──エヴァに怪我がないかを確認しなければ。

「怪我はない？」

「あ、ありがとうございます！」

「なに、この展開……!?　私と一緒にいるときは、そんなイベント一度も発動しなかったよ!?」

　後ろの先輩はちょっとスルーしておこう。

　状況を飲み込めてない先輩からエヴァへと視線を戻すと、彼女は僕の右手を両手で包み込むように握り、花のような笑顔を浮かべた。

「お久しぶりです。ウサトさん！」

「うん。久しぶりだね、元気だった？」

「はい！　またお会いできて本当に嬉しいです……あっ」

　何かに気付いたように言葉を止めたエヴァは、頬を染めて照れるようにはにかんだ。

「えへへ、今度は名前を間違えませんでした」

「……！」

　なんだろう、この胸に訴えかけるような感覚は。

　何か、救命団で僕が失ってしまったものを取り戻せそうな気がする。

　まさかこれが、ココロ……？

「あの、ウサト君、彼女は……？」

「はっ!?　しょ、紹介します。この子は──」

「あ、大丈夫です。私、ちゃんと自己紹介の練習をしてきましたから！」

　先輩の声で現実へ引き戻された僕に、エヴァは自信満々に意気込んだ。

　ちょっとだけ微笑ましく思いながら先輩の前にエヴァを進ませると、彼女はやや緊張した面持ちでたどたどしく自己紹介を始めた。

「はじめまして！　私はサマリアール王国の王女、エヴァ・ウルド・サマリアールと申します！　貴女様は勇者の……ス、スリュメさんですね！」

　……あれ、なんだかどこかで見たことあるような？

　噛むほどに味が出そうな名前で呼ばれてしまった先輩は、衝撃のあまり半笑いのまま固まってしまっていた。

「あ、私、また噛んで……！　その……スズネさん……ごめんなさい……」

　あたふたと慌てるエヴァに、再起動した先輩は目をグルグルとさせながら口を開いた。

「キニシテナイヨ！　ヨロシクネ！」

　カタコトでそう返した先輩を見て、不安そうにしていたエヴァに笑顔が戻る。

　そのやり取りを見て額を押さえていると、エヴァの後ろにいる空色の騎士達が何かを話している声が聞こえる。

『姫様、そこです！　もっと相手の心を抉えぐるように！』

『まずは牽制！　牽制ですよ！』

『これはまさか、噂に聞く三角関係……！』

『さすがは学生の集う都市、私が忘れてしまった青春に帰る場所……』

　即座に騎士達の声をシャットアウトした僕に隙すきなんてなかった。

　兜かぶとの中から聞こえるくぐもった声は聞こえない。残念さを感じさせる声なんて聞こえないったら聞こえない。




　ルーカス様に宿の近くまで送ろうと提案された僕達は、なし崩し的にサマリアールの馬車に乗ることになってしまった。

　僕の隣に犬上先輩が座り、対面にはエヴァとルーカス様。

　面接をされているような気分になりながら、馬車はゆっくりと進んでいく。

「いやはや、まさか二度も娘を救ってくれるとは思わなかったよ」

「ハハハ、そんな大おお袈げ裟さな」

「うん。これは何かしらの礼をしなければならないな」

「いえいえ、ただ受け止めただけですから、お礼なんて……」

「遠慮するな、ぜひ受け取ってほしい」

「お断りします」

「いやいや、そう言わずに」

「どうして僕に恩を売りたがるのですか？」

「どうして君は頑なに受け取らないのかな？」

　ルーカス様と僕の視線が交錯する。

　絶対に何か思惑があるに違いない。具体的には、目の前で不思議そうに首を傾げているエヴァ関連で。

「フフフ、仲良しですね。お父様とウサトさんは。ねっ、スズネさん」

「え!?　そ、そうだね……」

　いつも初対面の相手にすら勢いのある先輩が逆に押されている今、僕がルーカス様に話を伺うしかない。

「ルーカス様、なぜこの会談へ？　代役を用意できなかったとはいえ、国王自らが来るのは大おお事ごとだと思うのですが」

「うん。確かに君の言う通りだ。僕がここへ赴いた理由は二つある」

「二つ……？」

　疑問に思う僕に、ルーカス様は人差し指を立ててその理由を話した。

「まず一つ目、それは会談に集まる面子メンツにある」

「四王国の代表のことですか？」

「ああ。リングル、カームへリオ、ニルヴァルナ、そしてサマリアール。これらの四国の関係にはさして問題となる点は……ないとはいえないが、それは心配いらない。だが、それらが同じ場所で話し合うとなれば、かならず意識の違いが出てしまうんだ」

「意識の違い、ですか」

「真面目に魔王軍との戦いに備えようとするリングル王国。勇者に力を貸すために戦いに臨もうとするカームへリオ王国。そして、純粋な闘争心のみで参加するニルヴァルナ王国。皆、魔王軍と戦う意思は同じだが、そのやり方は必ずどこかで異なってくる」

　確かに、それぞれがズレている感じはするな。

「それらをうまく同じレールに誘導するには、話を円滑に進めるように促す役割が必要なんだ」

「それが、ルーカス様だと？」

「その通り。恐らく、ロイドは魔王軍との戦いのための準備に明け暮れているはずだ。そんな中で、イロモノ達が集う会談の運営なんてできるはずがない。まとめるのは、ある程度の立場と発言力のある者でなければならない」

　ルーカス様、会談のことをしっかり考えてくれていたんだな……。

「ありがとうございます」

「僕としては君への恩があるから、これくらいはしておかなくちゃね」

「それで、もう一つの理由はなんですか？」

　一つ目がこれだとすると、次も重大な理由なのかな？

　そう思い身構えていると、肩の力を抜いたルーカス様が快活な笑みを浮かべた。

「エヴァの社会勉強だな！」

　ガクリと体の力が抜ける。

　確かに、今まで外の世界を知ることのなかったエヴァにとって、今回の会談がまたとない機会なのは分かる。

「君の気持ちも分かるが、心配はいらない。護衛には選えりすぐりの騎士達がいるからな。彼女達がいればエヴァも安全だろう」

「それって、外にいる空色の鎧を着た騎士達のことですか？」

「ああ。フェグニスの後釜として編成させた隊でな。各々の実力はもちろん、集団戦なら無類の強さを発揮する者達だ」

　もしかすると、先ほどの外での呟きは僕の空耳だったのかもしれないな。

　ルーカス様に信頼されている時点で、相当な実力があるのは間違いなさそうだ。

「皆さん、とても面白い方達なんです。私の知らなかったことをたくさん教えてくれますし」

「へぇ、例えばどんなことを教えてくれるんだい？」

　興味を惹ひかれたのか、先輩がそう質問すると、エヴァは馬車の天井を見上げ人差し指を立てた。

「そうですね。おっきな魚を逃がさない方法とか、狩りの基本とか、お料理とかですね」

　なんだかお姫様が学ぶには物騒な気がしなくもないけれど、エヴァにとっては何もかもが新しいことだから嬉しいんだろうな。

「無自覚花嫁修業……だと!?」

「先輩、どうしました？」

「いや、なんでもない。ちょっとサマリアールの英才教育に驚愕していただけ……」

　何やら戦せん慄りつしている先輩に戸惑いつつ、外の景色を見る。

「ルーカス様。僕達の宿はここらへんなので、ここで降ろしてもらっても構わないでしょうか？」

「ああ、わかった」

　ルーカス様の指示で馬車が止まり、扉が開けられる。

　先輩と共に馬車から降りて、ルーカス様とエヴァに向き直る。

「ここまで送ってくださりありがとうございました。エヴァも、時間が取れたらまた話そう」

「また会おうね、エヴァ」

「はい！」

　嬉しそうに頷いたエヴァに手を振って別れた僕は、先輩と共に宿へと続く道を歩き始める。

　その最中、先輩が握りこぶしを固めてこちらに顔を向けてきた。

「ウサト君！」

「え、どうしたんですか。そんな大きな声で……」

「ウサト君、私はこの世界で最大の好敵手を見つけてしまったようだ……！」

「は、はあ……？　えーっと、頑張ってください？」

「ああ、頑張るよ！」

　なぜかやる気に満ち溢れている先輩を不思議に思いながら、前に向き直る。

　確認できる限り、サマリアール、カームへリオからやってきた代表の方々に会うことができた。

　あとは、カズキの言っていたニルヴァルナ王国。

　武闘派っぽい人達らしいから、僕も絡まれないように気を付けた方がいいかもしれないな。
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　宿にいるカズキと合流した僕達は、ウェルシーさんとシグルスさんが戻ってくるまで、明日に備えて休息を取った。

　旅の経験もあり体力的には疲れてはいなかったけれど、散策には行かなかった。今日は色々な人に会ったから精神的には疲れていたのかもしれない。




「では、皆様。明日行われる会談の詳しい内容についてご説明します」

　夕食後、あらかじめ用意されていた椅子とテーブルが並べられた部屋に集められた僕達に、ウェルシーさんが明日の予定を説明してくれた。

　やっぱり重大な会談と聞くと、まだ緊張してしまうな。やらかしてしまわないか心配だ。

「前にお話ししましたが、この会談は皆様と各国代表との顔合わせという名目もありますので、その肩書に相応ふさわしい振る舞いを心がけるようお願いします」

「ああ、分かってるよ。な、ウサト」

「ええ、もちろん。明日の会談では団長モードでいきますよ」

　カズキの言葉に同意した僕は、眉間に力を入れて不機嫌マシマシといった雰囲気のまま笑みを浮かべる。するとウェルシーさんが引き攣つった笑顔で、こくこくと頷うなずいた。

「ウェルシー、会談の長さはどれくらいになるかな？」

「内容によりますが、おそらく一日では終わらないでしょう。各王国が魔王軍と戦う際に加勢する援軍の人数。それにより予想される負担や損害など、細かく話し合って決定していかなければなりませんので」

「なるほど、確かに助けを求めるだけで終わり、とはいかないだろうしね。私達は魔王軍との戦いのあとについても考えなくてはならないということか」

　そう呟つぶやいて思案している先輩を見て、失礼だがちょっと意外だと思ってしまった。

「あ、今の先輩、ちょっと生徒会長っぽいですね」

「元の世界でも生徒会長だったけど……？」

「今となっては完全な死に設定と化してますよね」

「なぁ!?　わ、私だって本気を出せばバリバリ生徒会長設定を生かせるよ！」

　実際、猫を被かぶっていたとはいえクールビューティな生徒会長だったのは確かだ。

　今となっては見る影もなく、コミカルで感情豊かな楽しい先輩と化してしまったけれど。

「は、話を続けます。それで、今日突然決まったことなのですが……ウサト様」

「はい」

「会談の中で、魔王軍の軍団長と単独での戦闘経験のあるウサト様に、当時の状況を説明してもらいたいそうなのです」

「えっ？」

　各国の代表の前で、僕がコーガと戦ったときの状況を説明する？

　あまり大勢の人の前で話すことに慣れていない僕にとって、それはとてつもなく難易度の高いものであった。

「説明は私共がすると申し出たのですが、ニルヴァルナ王国とカームへリオ王国の代表のお二方が、ウサト様の口から聞きたいと希望されたので……申し訳ありません」

「あ、謝らないでください！　でも、僕はヒノモ……獣人の国での出来事については話せないのですが……」

　ヒノモトで起こった内乱騒ぎは、下手をすれば人間の領域にまで影響しかねないものだからだ。

　僕の懸念を知ってか、ウェルシーさんが首を横に振る。

「いえ、それについては〝獣人族に協力を仰ごうとした魔王軍の企たくらみを阻止した〟といった形で説明しております」

「それなら大丈夫そうですね」

　嘘うそは言っていない。

　確かにコーガ達は協力を仰ぐために獣人族の族長であるジンヤさんとの交渉を行った。

　それを阻止するために、そしてアマコを助けるために僕達が動いた結果、コーガと戦うことになったという流れだけども……。

「ウサト様が説明するのは、軍団長との戦いへ至った過程ではなく、その驚異的な戦闘力についてです。正直なところ、軍団長クラスの実力を持つ魔族との戦闘経験があるのは、ウサト様と騎士のアルクさんと……ローズ様のみです」

　ローズも？　もしかして、それはローズの右目を傷つけたという魔族、ネロ・アージェンスのことだろうか？

　……いや、それは今気にすることではないか。

「ですが、治癒魔法使いの僕が説明なんてしていいのでしょうか？　他国では、治癒魔法使いの認識はまだ改まっていないはずでは？」

「その心配はいりません。サマリアール、カームへリオの両王国も貴方あなた様を認めております。そしてニルヴァルナ王国は……恐らく、大丈夫だと思います」

「え、どうしてですか？」

「ニルヴァルナ王国の方は、なんといいますか……いい意味でも悪い意味でも腕力がものを言う方々なので、ウサト様なら大丈夫かなーって」

　すっごい笑顔で言われたんですけど。

　カズキも納得したようにうんうんと頷いているし……。

　え、なに？　ニルヴァルナ王国の代表の方って、筋肉を見ただけで戦闘力とか分かる人達なの？　それとも、殴り合いをすれば認められる人達？　それならやりやす……いや、違う！　違うぞ、僕！　見た目はローズになりきれても僕は普通の文明人なんだ！　そんな、なんでも拳で決めつけるような野蛮さなどありはしない！

「あ、でも安心してください。代表の方はとても明るい方でしたよ」

「は、はぁ……」

　安心していいのか分からない情報に、曖昧な返事をする。

　そこで僕の話は終わったのか、ウェルシーさんは次の話に移った。

「次ですが、会談とは別に交流戦というものが行われます」

「交流戦？」

「合同演習のようなものです。それぞれの王国の兵達で演習を行うことで、戦い方や陣形などを把握し、連携を深めるのが目的となっております」

「確かに、四つの王国の戦力が集まるとなれば、色々食い違いも出そうだし、交流戦のようなイベントは必要だね」

　納得するように先輩は頷く。

　それには僕も参加するのかな？　できることなら、それぞれの王国の鎧よろいとか戦闘服とか確認しておきたいな。

「その際に、スズネ様とカズキ様が勇者としての力をお見せする場が用意されております」

「勇者としての力って……俺達は何をすればいいんだ？」

「形式としては、用意された的に魔法や武器で攻撃するといったものでいいらしいです」

　以前、ルクヴィスで学生達に見せたあれと同じということか。

　でも勇者としての力を見せるだけなら、僕には関係なさそうだな。

　そんなことを考えていると、先輩がテンションを上げてウェルシーさんへ詰め寄った。

「ウェルシー！　見せる技ってなんでもいいのかな!?」

「え、ええ。的も頑丈なものを用意してくださっているはずなので相当な衝撃にも耐えられるはずです」

「よしっ、なら今からお披露目する技を考えとこう！」

　こういう行事が本当に好きなんだな、先輩は。

　うきうきしている先輩を見て、困ったような様子のウェルシーさんと目を合わせた僕は、思わず苦笑を漏らしてしまうのであった。
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　会談が行われる日の早朝。

　太陽が出て間もない時間に、僕は緊張を紛らわすべく日課の訓練を行おうと訓練場に来た──んだけど、僕以外にもこんな朝早くから訓練場を利用している人がいることに驚いた。

『フンッ！　ヌゥン！　ハァァ！』

　先ほどから、訓練場の的を相手に鍛錬を行っている長身の男。

　右手には手て斧おの、左手には鉄が大部分を占める円まる盾たてを持ち、凄すさまじい速さで力強く武器を操っている男性の訓練に目を見張る。

「しかも、さっきまでは棍こん棒ぼうと槍やりを使ってたよな……」

　なにより驚いたのは、扱っている武器によって彼の戦い方が大きく変わっていることだ。

「いや、集中しよう」

　無遠慮に見るのも失礼だし、僕は僕の訓練をしよう。

　そう思い、走り込みに集中しようとすると、

「おーい、そこの少年」

　先ほどまで的を相手に訓練をしていた男がこちらに手を振ってきた。

　年齢は三十代前半くらい。僕よりも頭一つ分以上背が高く、遠くからでは痩そう身しんに見えた肉体も、よく見ればかなり鍛えられているようだ。

「どうしましたか？」

「俺と同じようにここで訓練をしているのが気になって、つい声をかけてしまったんだ。君はルクヴィスの学生かな？」

「いえ、僕はリングル王国から来ました」

「ほう、リングル王国から……。まあ、今はそれはいいか。俺の名はハイド。ニルヴァルナ王国からやってきたんだ」

「僕はウサト・ケンと申します」

「ウサト……？　なるほど、シグルスが言っていたのは君だったか」

「はい？」

「ああ、いや気にしなくてもいい。それより……ふーむ、失礼」

「うぉ!?」

　両肩と腕をハイドさんに平手で軽く叩たたかれる。

「む!?　ふむ、なるほどな」

「え、えーと……」

　有無を言わせぬ威圧感に少し戸惑うが、すぐに手を引いたハイドさんはニカッと満面の笑みを浮かべた。

「君とは仲良くできそうだ！」

「え？　あ、はい……？」

　謎の筋肉理解をされてしまったのだけど、なんなのだろうか。

　今まで僕が会っていそうで会っていなかった性格だ。ニルヴァルナ王国の方って聞いたけど、本当にカズキとウェルシーさんの言う通りなんだな。

「ハイドさんも訓練をしていらしたんですよね？」

「ああ、一日でも訓練を欠かすと生活リズムが狂ってしまうような気がしてな。止められてもやってしまうんだ」

「分かります」

「分かってくれるか!?」

「はい！」

　お互いに頷きながら、ハイドさんの背後にある訓練道具に目を向ける。

　確認できるだけで、棍棒、槍、ハルバード、剣、手斧などかなりの種類があるように見える。

「こんなにたくさんの武器を扱えるんですか？」

「扱える数は多くても、練度の低いものは一流には程遠いがね。しかし、俺達ニルヴァルナの戦士はあらゆる状況での戦いを想定している。武器の扱い方を自分の体に覚えさせれば、敵の攻撃を予測したり、奪った武器を即座に自分のものとして扱うことができるってわけさ」

「なるほど……」

　武器の扱い方を知っておけば、相手がその武器を使っているときの対処法が分かるなんて、考えたこともなかったな。

「ま、俺が主に扱うのは斧と盾なんだけどな。剣は戦士の花形ではあるが、斧にもいいところはある。語ってもいいかな？」

「え、ええ、構いませんよ」

　そんな目を輝かせながら言われたら、頷くほかないのですが。

　満足そうに頷いたハイドさんは、地面に置いていた手斧と円盾を拾い、軽く素振りをする。

「強く、重く、それでいて刃こぼれもあまり関係ない。長期戦においては、剣よりも優れているのがこいつの利点だな」

「ええ、確かに斧は一撃一撃が重く、使い手の力が合わされば真正面から相手の防御ごと叩き潰つぶすことができますからね」

「うんうん、分かる分かる」

　分かるらしい。

　カロンさんとの戦いを思い出して正直に言ってみたけど、反応が返ってきてすごく嬉うれしそうだ。

　僕もハイドさんの話には興味があるので、邪魔にならない程度に質問させてもらおう。

「ハイドさん、他の武器の対処法や扱い方も教えてもらっても構わないでしょうか？」

「もちろんだ。うちの新人にも見習ってもらいたいくらいの勤勉さだな！　それじゃ、次は剣についてだが──」

　剣を手に取り説明してくれる彼の話に、僕は一言も聞き逃さないようにしっかりと耳を傾ける。

「──と、これが剣を扱う戦士への対処法だな」

　いつの間にか、ハイドさんの言葉に聞き入っていた。

　僕が武器を使うことはないけれど、その対策などはかなり有用なものだ。なにせ、魔王軍の兵士の中には斧や剣などを扱う者も多いのだから。

　真面目に聞き入っている僕を見て、ハイドさんは快活に笑った。

「はっはっは！　こんなに教え甲が斐いのある若者は久しぶりだ。近頃の新人は皆、自分が扱う武器以外を知ろうともしないからな」

「とても参考になりました。本当にありがとうございます」

「こんなオヤジのうんちく話を真面目に聞いてくれたんだ。礼を言うのはこっちの方さ」

　説明がすごく分かりやすかった。

　もしかして、ハイドさんはニルヴァルナ王国で教官か何かをやっている人なのだろうか？

「ふむ、そろそろ時間か。時間が過ぎるのはあっという間だな」

　すっかり明るくなった空を見て、ハイドさんがそう呟く。

「訓練の邪魔してすまないな、ウサト」

「いえ！　ハイドさんのお話、とても勉強になりました！」

「そう言ってもらえて嬉しいな。……俺はそろそろ行くが、君はどうする？」

「僕もそろそろ宿へ戻ります」

　僕の言葉に頷いたハイドさんは、訓練場の出口に足を向けてそのまま歩き出す──前に、こちらへ振り返り、手を振った。

「会談の場でまた会おう、若き治癒魔法使いよ！」

「!?」

　驚く僕を見て楽しそうに笑ったハイドさんが訓練場をあとにする。

　まさか、最初から僕のことを知っていたのか？

　疑問は尽きないけど、僕も一いっ旦たん宿へと戻った。
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　　僕はしっかりと身なりを整え、ウェルシーさん達と一緒に会談が行われる大図書館を訪れた。




「もうすぐ会談が行われる講堂へ到着しますので、心の準備をしていてください」

　大図書館っていうぐらいだから階段とかを上らされると思っていたけど、違うようだ。

　少し歩くと、ウェルシーさんの言う通り講堂の入り口らしきものが見えてきた。

　そこには数人の男女がこちらを窺うかがうように立っており、その姿を確認したカズキがどこか懐かしそうな笑顔を浮かべて駆け寄った。

「お久しぶりです！　戦士長！」

「ん？　おお、カズキじゃないか！　元気だったか！」

　カズキの声でこちらを振り返った男性の顔を見て、僕は絶句する。

「しかし、まだ細いままだな。肉を食え、肉を」

「ははは、他の人より食べてるつもりなんですけどね。あ、そうそう。以前お話しした、俺の友人を紹介しますよ」

「そうだな、俺もニルヴァルナの代表として挨拶をしなければな」

　そう言ってニヤリと笑みを浮かべた彼は、まるで友人に対して挨拶するように僕の方に片手を挙げた。

「朝の訓練ぶりだな、ウサト。改めて、ニルヴァルナ王国戦士団、戦士長のハイドだ。今日はよろしく頼む」

「「え!?」」

　先輩達だけでなく、隣にいたハイドさんの部下らしき人達も呆ほうけた声を漏らす。

「驚いたかな？」

「え、えーっと……」

　唖あ然ぜんとして声も出ない僕に、悪戯いたずらが成功した子供のように爽やかに笑っているハイドさん。

　そんな彼に、部下と思おぼしき女性が話しかけた。

「戦士長、彼と知り合いなんですか？」

「ああ、朝に体を動かしていたときにな。日の出から結構なペースで延々と走っている少年がいたから、声をかけてみたんだよ。いやぁ、最初は彼が噂うわさの治癒魔法使いだとは思わなかったよ」

　僕も、まさかニルヴァルナ王国の代表の方とは思わなかったです。

　ハイドさんの言葉に、女性が驚きょう愕がくの声を上げた。

「はぁ!?　会談があるのに、いつも通りの訓練をしていたんですか!?」

「はっはっは！」

「笑って誤魔化さないでくださいよ！　今日は本当に大事な会談だって言ったじゃないですか！」

「皆まで言うな、ヘレナ。俺とて、今日行われる会談が大陸に住む人々の未来を左右する重大なものだというのは知っている。お前もそう言いたいのだろう？」

「わ、分かってるじゃないですか……」

　冷静にそう答える彼に、勢いを失うヘレナと呼ばれた女性。

　そんな彼女を見て、ハイドさんはうんうんと頷いた。

「会談を行うならば、多少の覚悟も必要だ。だから、朝のうちに体を温めておいたというわけだ」

「今、明らかに話の流れがおかしかったですよね？　なんでいきなり体を温める話になるんですか？　貴方の中での会談とは、戦いに行くことなんですか？」

「はっはっは！」

　豪快に笑うハイドさんに、ヘレナさんは頭を抱える。

　苦労人なんだなぁと他ひ人と事ごとのようにそのやり取りを眺めていると、ハイドさんの視線がこちらへ向いた。

「カズキ、君の言った通りだ。ウサトともう一人の勇者は、君と同じく確固とした強さを持っているな」

「だってさ、二人とも」

「う、うん」

「なんだか照れるね、ウサト君」

　カズキの言葉に曖昧に頷く僕に対して、素直に喜んでいる先輩。

「二人の勇者はいわずもがな、ウサトは身体能力に限っては俺以上だろう。共に戦う味方としては心強いな」

「いえ、僕はまだまだ経験不足ですから……」

　身体能力で勝っていたとしても、この人より強いというわけじゃない。

　朝の訓練風景と伺った話から、この人は力ではなく技量で戦う人だということが分かったからだ。

　褒められたことに舞い上がらないようにしていると、ヘレナさんが信じられないといった表情でこちらを見ていることに気付く。

「え、そこまですごいんですか？　見た目は普通に見えるんですけど……」

「見た目も普通じゃないぞ？　見ろ、この肉体を。どうだ、やばいだろ？　特に腕と足の筋肉が尋常じゃない。さすがは救命団のローズが考案した治癒魔法を用いた訓練術。もはや、人の域を超越しているといっても過言ではないな」

　ハイドさんは僕の腕と足を見てそんなことを言った。

　服の上からでも分かるとは、何かしらの魔眼とかを持っているのだろうか？

　地味に気になっていると、ヘレナさんが首を傾かしげながら彼に質問をする。

「毎回思うんですけど、なんで魔眼でもないのに他人の筋肉構造を把握できるんですか？」

「お前も俺の部下なら、おのずと見えるようになる」

「えぇ、嫌だなぁ……」

　って、魔眼じゃないのかい!?

　予想外すぎる特技だ。ちょっと欲しいかも。

「さて、時間が迫ってきているな。俺達は先に向かわせてもらおう。では、リングル王国の代表諸君、会談の席で会おう。ヘレナ、行くぞ」

「了解です……はぁ」

　爽やかに笑いながらマントを翻し会談の会場へ歩いていくハイドさんと、そんな彼の背中を見てため息をつきながら続くヘレナさん。

　嵐のように去っていったニルヴァルナ王国の代表に、暫しばし呆ぼう然ぜんとした僕達だったけど、そんな中で何かを思いついたらしい先輩がポンッと手を叩いた。

「筋肉を見る目……つまりマッスルアイということだね、ウサト君！」

「ウェルシーさん、カズキ、僕達も行きましょうか」

「あれれ？」

　意味不明なことを呟いている先輩をスルーする。

　怒ど涛とうの展開に少し疲れたが、僕達は会談の行われる会場へ足を踏み入れた。
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　会談を行う講堂内には円卓と椅子が設置されており、僕達はウェルシーさんに案内された席に腰を下ろした。

　シグルスさんが最後に到着して、僕達リングル王国の代表メンバーは全員が揃そろった。

　僕達が最後だったようで、用意された席には各王国の代表の方々が既に着いている。

　サマリアール王国のルーカス国王と、彼の背後に護衛として控えている二人の空色の騎士。

　カームへリオ王国のナイア王女とカイル王子、それと四人の護衛の騎士。

　ニルヴァルナ王国の戦士団戦士長のハイドさんと、部下のヘレナさんを含めた二人の戦士。

　四王国の代表が、ようやく揃ったのだ。

「各王国の代表の皆様が揃いましたので、会談を始めさせていただきます。進行は、僭せん越えつながら私、リングル王国専属魔法使いのウェルシーが務めさせていただきます」

　資料を手に持って立ち上がったウェルシーさんに視線が集まる。

　こういうことに慣れているのか、緊張を感じさせない振る舞いだった。

「今回は顔合わせということでもありますので、まずは各王国の代表の皆様から自己紹介をお願いします」
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　ウェルシーさんがそう言うと、真っ先に手を挙げたのはルーカス様であった。

「では、最初に僕からでも構わないかな？　僕の存在が一番疑問に思われているだろうからね」

　この会談にいる面々の視線が一斉にルーカス様へと集まると、彼は僕達全員を見回してから口を開いた。

「サマリアール王国を治めている、ルーカス・ウルド・サマリアールだ。諸事情あって僕自らが会談に参加することになった。立場は違えど、志は君達と同じつもりだ。よろしく頼むよ」

　そう簡潔に自己紹介をして席に座るルーカス様。

　暫しばしの沈黙のあと、今度はカームへリオ王国のナイア王女が立ち上がる。

「カームへリオ王国第一王女、ナイア・ラーク・カームへリオと申します。父に代わり、代表としてこの場に立たせていただいております。上に立つ者として未熟なことは自覚しておりますが、魔王軍という強大な勢力と戦うため少しでも力になりたいと思い、この会談に参加しています」

　少し緊張したような面持ちで喋しゃべり終えたナイア王女が安あん堵どの表情と共に座ったが、隣にいるカイル王子が勢いよく立ち上がったことで、その表情が強こわ張ばったものへと変わる。

「カームへリオ王国第一王子、カイル・ラーク・カームへリオだ。代表諸君、俺は無駄なことは嫌いだ。よって、物事は単純かつ明確で分かりやぁふん!?」

　突然、カイル王子が変な叫び声を上げて飛び上がった。

　何事かと思い様子を見守っていると、脇腹を押さえて悶もだえているカイル王子の首根っこを掴つかんで無理やり元の席に座らせたナイア王女が、慌てながら頭を下げた。

「弟が申し訳ありません！　立場上出席させておりますが、置物と認識していただいて構いませんので！」

「あ、あねうえぇ……！」

「黙りなさい。貴方あなたはどれだけ私に恥をかかせれば気が済むんですか？」

　カイル王子は、なんでここにいるのだろうか……いや、それは立場的に一番地位が低いであろう僕も同じだけど。

「はっはっは！」

　若干緩んだ空気の中、快活な笑い声が聞こえてくる。

　そちらを見れば、ハイドさんが腕を組んで笑っていた。

「カームへリオ王国の王子殿は度胸のある御仁だ。うんうん、やはり若いというのはこれくらい向こう見ずでなければな！」

　そう言って立ち上がったハイドさんは、円卓に座る面々を見回しながらよく通る声で自己紹介を始めた。

「ニルヴァルナ王国戦士団、戦士長のハイドだ。国王、王女、王子と続いていささか場違いな気もするが、一国の代表として貴君らと語り合いたいと思っている」

　明るい声色でそう宣言したハイドさんが席に座ったことで、最後に僕達リングル王国の番となる。

　緊張しないように小さく深呼吸をしていると、シグルスさんが立ち上がり紹介を始めた。

「リングル王国、軍団長のシグルス。此こ度たびは急な会談に応じてくれたこと、リングル王国を代表して感謝の意を述べたい。共に戦う同志として連携を深められることを、切に願っている」

　……どうしよう、今になって僕がコーガと戦ったことを長々と話さなければいけないことが、すごく不安になってきた。

　それに、先ほどから何かを忘れている気がする。

　ちゃんと団服も着ているし、籠こ手ても外してきているし、ローズのマネもしているのに、妙な焦燥感を抱いている。

　なんだ？　今になって僕は何を気にしているんだ？

「──ウサト君？」

「はい？」

「もう私とカズキ君は終わったから、最後にウサト君だよ」

「えっ!?」

　気付けば、いつの間にか先輩とカズキの自己紹介が終わり、僕に視線が集中していた。

　ルーカス様は「おいおい、どうしたウサト」と言いたげに苦笑し、ナイア王女とハイドさんは興味津々といった視線をこちらへ向け、カイル王子は昨日と同じように僕を睨にらみつけている。

　混乱したまま慌てて立ち上がった僕は、背筋を伸ばしてからあらかじめ考えていた言葉を、できるだけ大きな声で発する。

「リングル王国救命団副団長、ウサト・ケンです。先日、副団長と認められたばかりの若輩者ですが、今日はよろしくお願いします」

　我ながら当たり障りのない普通すぎる挨拶だけど、失敗するよりは断然いいはずだ。

　無事自己紹介できて一安心していると、隣にいる先輩が小声で話しかけてきた。

「ウサト君、緊張した？」

「ええ、何度経験しても慣れませんよ……」

「でもさ、ウサト君はこのあとが大変だね」

「そうなんですよね……」

　僕がコーガと戦闘したときのことをこの面々の前で説明しなければならないからなぁ。別に話せない内容じゃないけれど、大変だなぁ。

「ん？　待てよ？　コーガと戦闘したときのことを説明……？」

　ということは、コーガを気絶させるのに用いた技である『治癒連撃拳』の説明をこの大勢の前でしなければいけないってことなんじゃないか……？

「しまったな……」

　緊張しすぎて、気付くのが遅れてしまった。

　僕自身、自分の編み出した技がどれだけおかしなものかは理解している。

　理解しているからこそ、この技のことを信じてもらえるかどうか分からない。

　もっと早く気付けていれば、ウェルシーさんに相談できたんだけど……今となっては、何もかも遅すぎる。




「魔王軍との戦いに際して、サマリアールから出せる戦力は──」

「それなら、戦力を揃えるために必要な物資の量は──」

「魔族達の装備と、どれほどの身体能力を有しているか、詳しい情報を──」

　刻一刻と会談は進んでいく。

　大まかには理解できているけれど、やはり魔王軍が相手ともなると集結する戦力は相当なものだ。

　各国から出せる戦力。

　それを維持するための物資。

　そして、魔王軍の戦力。

「戦士長ハイド氏、まずは魔王軍の主力について議論すべきだと思いますが」

「ナイア王女、それも重要ではあるが、味方の兵達の地力を固めるのが先決。こちらの主力と魔王軍側の主力が相対するとき、味方が優位を保てるように戦況を整えるべきだ」

「──そこでだが」

　ハイドさんとナイア王女との間で論争が発展しそうな雰囲気を察知したのか、流れを断ち切るようにルーカス様が言葉を挟んだ。

「戦う相手である魔王軍の情報を共有するのも重要なことだ。それを含めて、二度の魔王軍の侵略を乗り越えたリングル王国の軍団長シグルスに話を伺ってもいいかな？」

「もちろんです」

　この中で最もこういう場に慣れているであろうルーカス様が、先日僕へ説明した通り会談が円滑に進むようサポートしてくれている。
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　ルーカス様のおかげでウェルシーさんも肩の力を抜いて進行役をできているので、彼が来てくれて本当によかったと思う。

「……ウサト君、大丈夫？」

「え？」

「何か思い悩んでいるように思えたから……」

　先輩に心配をかけさせてしまったな。

　問題は解決できていないけれど、とりあえず先輩を安心させておこう。

「いえ、緊張しているというより──」

「ウサト様」

　言葉にする前に、ウェルシーさんが僕の名前を呼んだ。

　大事な会談で無駄話をしていたことを咎とがめられるのかと思ったけど、ウェルシーさんの申し訳なさそうな顔を見る限り、どうやら違うようだ。

「ウサト様、獣人の国での魔王軍第二軍団長との戦闘について、ご説明いただいてもよろしいでしょうか」

「……はい」

　時間が過ぎるのって早いなぁ。

　諦めの境地に至りつつ、先輩とカズキにだけに聞こえるように声を潜めて話しかける。

「先輩、カズキ」

「うん？」

「どうした？　ウサト」

　こちらを見る二人に、少しだけ躊ちゅう躇ちょしながら口を開く。

「僕は今からとんでもないことを暴露するので、そのときは優しく笑ってください」

「君はいったい何をするつもりなの!?」

「本当にどうした!?」

　器用に小さな声で突っ込んでくる二人に諦めの笑顔を浮かべると、僕は改めてこの場にいる面々を見回す。

　ニヤニヤしているルーカス様。

　興味深そうにこちらを窺うかがっているナイア王女と、ふて腐れたようにしているカイル王子。

　どこかワクワクとしているハイドさん。

　どう考えても誤魔化しが利かなそうな面子メンツにくじけそうになるが、それでも僕は話すことを頭の中で整理してから口に出す。

「これから、獣人の国で僕が戦闘を行った魔王軍第二軍団長、コーガ・ディンガルについて説明いたします」

　こうなれば腹をくくるしかないな……。

　そう決心していると、対面の席からカイル王子が右手を挙げ、発言する。

「ちょっと待ってほしい。前提として、そこの治癒魔法使いは獣人の国に本当に行ったのか？」

　瞬間、カイル王子の頭にナイア王女のげんこつが振り下ろされた。

「度重なる非礼、申し訳ありません！」

「あ、姉上！　だってそうだろ!?　こいつには魔王軍の軍団長と戦ったどころか、獣人の国に行った証拠すらないだろ！」

「ウサト様が獣人の国へ行った事実は、水上都市ミアラークの女王、ノルン・エラド・ミアラーク様が証明しているんですよ？　この場にいるルーカス様やハイド氏が、貴方でさえ気付ける疑問を指摘しない理由を、なぜ察することができないのですか？」

　ぐぬぬ、と悔しげに席に戻るカイル王子。

　実際、証拠を出せと言われたら、ヒノモトで契約を交わしたフーバードでハヤテさんから文をいただけばいいだけなんだけど……。

　気を取り直して説明を再開させるか。

「えーっと、僕が獣人の国へ赴いた際、既に獣人族へ協力を持ちかけていた第二軍団長コーガと遭遇しました」

　ここで、ナイア王女が僕へ質問を投げかけてくる。

「軍団長の持つ魔法はどのようなものだったのですか？」

「闇系統の魔法です」

　やはり闇系統は珍しい魔法なのか、代表のみならず護衛を任されている騎士達も動揺を露あらわにしている。

「その能力は、魔力で構成された黒い帯を身に纏まとうというものです。第二軍団長コーガはそれを纏い、凄すさまじい身体能力で僕へ勝負を挑んできました」

「ふむ、それで君はどうしたのかな？」

「もちろん、僕も応戦しました。身体能力では負けていなかったので、拮きっ抗こうはできていたと思います」

「いや、ちょっと待て、おかしいだろ！」

　ルーカス様にそう返すと、またカイル王子が言葉を挟んできた。

「いやいやいや、今度ばかりは俺の疑問は当然だろ！　なんで軍団長相手に、治癒魔法使いが身体能力で張り合ってんの!?」

「はぁ、カイル」

　呆あきれた様子のナイア王女を見て、ルーカス様は快活に笑った。

「はっはっは、君は相変わらずだな。君がうちの騎士団長を拳一つで薙なぎ倒したのが記憶に新しいよ」

「ほら見なさい。ルーカス様もこう仰おっしゃっているのですから」

「いや、余計におかしいだろ!?」

　……ルーカス様、面白がってないですよね？

「話を戻します。戦闘を行った感想としては、コーガの実力は想像を超えていました。あらゆる距離に対応する、武器にも盾にもなる魔法が強力で、奴とまともに戦うには接近戦以外に道はなかったと思います」

「それならば、接近戦に持ち込めばいいと？」

　ハイドさんの言葉に頷うなずく。

「ええ。ですが、コーガは接近戦を最も得意としていることが一番の問題でした。それに加え、彼自身の魔法による防御は、僕の全力の攻撃すらも容易たやすく防いでしまうほどに堅けん牢ろうでした」

「それで、結局君は第二軍団長を倒したのかな？」

「こちらも相当な深手を負いましたが、撃退することができました」

　あのときは本当に大変だった。体を貫通するほどの攻撃をもらったのは初めてだったし。

　とりあえずコーガの戦闘方法と魔法については説明したけど、これでいいのかな？

　そう思い話を終わらせようとすると、顎あごに手を当てたハイドさんが口を開いた。

「どうやって第二軍団長を倒したんだ？　君の話からしても相当な相手だったんだろう？」

　……そうだよね、そりゃ気になるよね。

　一いっ旦たん話を止めて、ウェルシーさんに相談した方がいいか？　でも、不審に思われてしまうかもしれないし……。

「もしかして、本当は撃退なんかしてないんじゃないのか？」

　僕の反応を不審に思ったのか、隣のナイア王女を気にしながらもカイル王子が揚々と口を開いた。

「カイル」

「いいや、言わせてもらうね。正直、お前の話は信じられない。軍団長を相手に身体能力だけで張り合うだとか、しかもそれを倒すだって？　本当は違うんじゃないか？」

　険しい表情のまま、カイル王子はそう指摘してきた。

　彼の疑問は当然のものだし、その指摘も間違ってなんかいない。

　間違っているのは、僕だ。

「第二軍団長とやらを前にして、逃げただけなのでは──」

「そこまでだ」

　ナイア王女が無表情で拳を握るのと同時に、ルーカス様の声がカイル王子の言葉を遮った。

　ルーカス様は僕を一いち瞥べつしてから、会談にいる面々を見回した。

「常識的に考えるのならば、カイル王子の言う通り、ただの人間……それも治癒魔法使いが魔族と互角以上に戦うなんて、荒唐無稽な話に思えるだろう」

「そ、そうでしょう」

「だけどね、僕はウサトが戦う姿を目の前で見たことがあるんだ。だからこそ、彼が自身の戦っている姿を言葉にできない理由も分かる。彼の戦いは、言うなれば……そう、我々の常識の範はん疇ちゅうを超えたものだからね」

　神妙にそう語ったルーカス様は、最初に会ったときと変わらない強い意志のこもった視線を僕へと向けてきた。

「彼がサマリアールを出たあと、どんな旅を送っていたかは全てを把握していない。しかし、一つだけ確かなのは──ウサト・ケンという男は、戦うべき相手を前にして逃げる男ではないということだ。そうだろう、ウサト？」

「……はい」

　……何やってんだよ、僕は。

　不ふ甲が斐いない自分のせいで、ルーカス様に無用な手間を取らせてしまった。

　僕はこの場において、誠実にならなければならない。

　救命団の副団長として、なによりローズの弟子として、相応ふさわしい振る舞いをするべきだった。

　自分の未熟さと浅慮さを恥じながら、全てを話す覚悟を決める。

「僕は……第二軍団長コーガを撃退するために、治癒連撃拳という技を使いました」

「治癒、連撃拳……？」

　〝治癒〟という名のついた技に、ナイア王女が首を傾かしげた。

　初耳の先輩も、ちょっとワクワクした様子でこちらを見上げている。

「この技を説明する上で、話しておくことがあります。僕は治癒魔法を〝人を癒やす術〟としてだけではなく、〝無傷で相手を鎮圧する術〟としても扱っているということです」

「ほう、それはどのように使うんだ？」

　ハイドさんの質問に、僕は動揺することなく正直に話す。

「治癒魔法を纏わせて殴り、投げ飛ばし、魔力弾を投げつけたり目め潰つぶしをしたりします。魔術を扱える使い魔と連携して、相手を拘束したりすることもあります」

「目潰し？　魔術？　拘束？」

　真面目に考察しようとしていたナイア王女が混乱するようにそう呟つぶやいているが、まだ本題にすら入っていないので、話を続行させる。

「治癒連撃拳の話に戻ります。この技は僕の用いる技の中でも最も危険な技なのですが、コーガとの戦いでは必要に迫られ使うことになってしまいました」

「治癒魔法なのに、危険な技なのか？」

「そう、ですね」

　どんな反応が返ってくるのだろうか。

　使っている僕でさえドン引きした技だ。この場にいるウェルシーさんがその原理を聞いたら卒倒してもおかしくはない。

　小さく深呼吸をした僕は、こちらに注目する面々に治癒連撃拳について説明をする。

「それは系統強化を意図的に暴発させ、指向性を持たせた上で密着した相手に連続で叩たたきつける技です」

「系統強化の暴発だと……!?」

　勢いよく椅子から立ち上がったハイドさんが、驚きょう愕がくの声を上げる。

　彼以外の面々も僕が言っていることの危険さを理解しているのか、驚きを隠せないようだ……特に視界の端にいるウェルシーさんの表情がすごいことになっている。

「その年齢で系統強化を行えるのは見事としか言いようがないが、それでも意図的な暴発など、常人の発想じゃないな……」

　実際、ハイドさんの言う通り、常人の発想ではなかったのだろう。

　最初に治癒魔法破裂掌をレオナさんに見せたとき、散々説教されてしまったし。

　このあともウェルシーさんに説教されることを覚悟せねばならない。

「……その技は、第二軍団長に通じたのですか？」

　ここで一番早く冷静さを取り戻したナイア王女が訊きいてくる。

「ええ。七度ほど叩きつけてようやく防御を突破したので、そのまま生身に拳を叩き込んで気絶させました」

「はっはっは！」

　静寂に包まれていた会談の中で、ハイドさんの笑い声が響いた。

　驚きながら彼へと視線を向けると、彼は楽しそうな様子で頷いていた。

「ルーカス様の言う通り、まさに常識の範疇を超えているな！　まさか予想を遥はるかに超える所業を行っていたとは思わなかった！　まったく、リングル王国の救命団はとんでもないな！」

「は、はぁ……」

　ハイドさんのテンションについていけず曖昧に返事をすると、彼はにやりと笑みを浮かべた。

「滞在中、その治癒連撃拳とやらを見せてもらっても構わないだろうか？」

「え？」

「口頭だけでは、いまいちどのような技なのか想像できないからな。君さえよければ、実践して見せてほしい」

　そう口にしたハイドさんは、ワクワクした子供のように思えた。

　ルクヴィスで行われた四王国での会談。

　その一日目の会談が終わりを迎えようとしていたけど、旅のときのように普通に終わらせてはくれないようだ。
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　ルクヴィスでは会談だけではなく、交流戦という合同演習も行われる。

　それは各王国の代表に付き従う兵達が、模擬戦という形式で戦い合うもので、名目としては今後魔王軍との戦いに備え、互いの力量や戦闘方式、指揮系統などについて理解を深めていくというものだ。

　その演習の最中、勇者である犬いぬ上かみ先輩とカズキがその実力を見せるというイベントがあったが、今日行われた会談で、僕も同じ場所で治癒連撃拳をお披露目することになってしまった。

「──ウサト様、聞いていますか？」

「はい……」

　会談一日目の夜、僕は宿でウェルシーさんに叱しかられていた。

「言いたくなかった気持ちは分かりますが、事前に教えてほしかったです。はぁ……ウサト様はある意味でカズキ様やスズネ様とは違う、新たな魔法の可能性を開拓しています」

「え、いや、それほどでも……」

「褒めてませんよ？」

「すいません……」

　事前に伝えていなかったことを反省していると、横で説教を聞いていたカズキが嬉うれしそうに声をかけてくる。

「はは、俺と同じだな、ウサト」

「え？　あ、そうだね」

「私も私もー！」

「皆様は本当に尖とがりすぎです。スズネ様も……はぁ」

　先輩が同意するように手を挙げていると、ウェルシーさんがため息をついた。

「カズキ様の魔力操作はあくまで基本を究めた技術なので危険というわけではありませんが、スズネ様はある意味でウサト様と同じです。雷系統の特性そのものを鎧よろいのように纏まとい、動きの補助から攻撃にまで転用できる技術。強力な反面、少しでも扱いを間違えればその身すら傷つけてしまう危険な技です」

「そうならないために、特訓をしているんじゃないか」

「そういう問題ではなくてですね……スズネ様はもう少し危機感というものを持ってほしいです」

　前に一瞬だけ見たことがあったけれど、あれはやっぱり危険な技だったんだ。

　ヒノモトでアルクさんが戦った元軍団長も同じような技を使っていたらしいから、相当な技術と経験が必要なものなのは分かるけど。

　そこで、僕達のやり取りを静観していたシグルスさんが口を開いた。

「落ち着け、ウェルシー。確かにスズネ様とウサト様の技には危うい部分もある。しかし、それを完全に自分のものとすれば、お二人はさらに強くなるはずだ」

「確かにそうですけれど……」

「君が心配する気持ちは私にも理解できる。だが、今の私達がすべきことは制止ではなく、前に進むのを促すことじゃないだろうか？」

「……そうですね」

　シグルスさんの言葉に頷うなずいたウェルシーさんは、こちらへ向き直る。

「私の勝手な意見を押し付けてしまい、申し訳ありませんでした。でも、お願いですから一人で危険な技を用いないようにしてください。強い力には、決まって相応の代償というものがあります」

「はい、僕達も気を付けます」

　ウェルシーさんが僕達の身を案じて言ってくれているのは、最初から分かっている。

　ミアラークのクレハの泉然しかり、暴走したカロンさん然り、強力な力を得るためにはかなりの代償が付き纏う。僕自身の力だって、それは同じだ。

　だからこそ、ウェルシーさんが言ってくれた言葉は絶対に無視してはいけない。

「話は変わりますが、今のうちに明日の予定についてお伝えしたいと思います。まず、明日行われる会談は今日と違って綿密な話し合いとなりますので、カズキ様、スズネ様、ウサト様はご出席いただかなくても大丈夫です」

　今日の話し合いで出た議題を、より深く話し合うといった感じなのだろう。

　確かに、その場に僕達がいても明確な意見は出せそうもないので、ウェルシーさんとシグルスさんが配慮してくれたというわけか。

「次に、明日の午後に行われる交流戦についてです」

「各王国の実力者達による戦闘訓練……だっけ？　ちょっと悠長じゃないのか？　魔王軍との戦いが迫っているっていうのに……」

　どこか不安そうにそう口にするカズキに、ウェルシーさんは首を横に振る。

「今だからこそ必要なのです。共に戦うにしても、我々はまだ他国がどのような戦闘をするのか理解していません。実戦での連携が取れなければ、この会談の意味がありません」

「なるほどな。確かに、ニルヴァルナ王国の戦士の戦い方はリングル王国の騎士とは全く違っているもんな……」

　カズキが感心したように漏らす。

　すると、ウェルシーさんの視線がこちらへ向く。

「その際に、スズネ様とカズキ様に勇者としての実力をお披露目してもらうのですが、ウサト様の治癒……連撃拳という技も見せていただきます」

「分かりました。でも、技を使うといっても、どのような形式でやるんですか？　何もない空間に放てばいいですか？」

「いえ、お披露目の際にはウサト様にもスズネ様達と同様に専用の的が用意されます。ですので、思いっきり攻撃しても大丈夫ですよ」

　安心させるようにそう言ったウェルシーさんに、曖昧に頷く。

　なんというか、既に無茶苦茶なことをするって思われている感があるな……。

「ウサト君！　これでウサト君も私達と一緒だね！」

「どうして貴女あなたは嬉しそうなんですかね……」

　別に的を壊すつもりでやろうとは思っていないけれど、現状で治癒連撃拳がどれほどの威力があるのかは僕自身も興味がある。

「あ、それじゃあウサト君、カズキ君」

「はい？」

「なんでしょうか？」

　ふと何かを思いついたように、先輩が上機嫌な様子で話しかけてくる。

「会談に出なくていいなら、午前中は私達でちょっとした訓練をしてみない？　午後の交流戦の予行練習としてさ」

「三人での訓練かぁ。前は魔法だけだったけれど、今回は違うこともできればいいなぁ」

　そう呟つぶやいたカズキは、先輩の提案に乗り気なようだ。

　僕も訓練は嫌いじゃないので一向に構わないのだけど、僕を見る先輩の視線にちょっとだけ嫌な予感を抱く。

「ウサト君、君の反射神経を信頼してお願いがあるんだ」

「な、なんでしょうか？」

「明日、私とちょっとした模擬戦をしてくれないかな？」





　　　　＊＊＊






　翌日。

　大図書館内で会談が行われている頃、僕とカズキと犬上先輩は宿の近くにある訓練場で準備運動を行っていた。

「それで、模擬戦ってどのような形式で行うんですか？」

「んー、さすがに午後も控えているからそこまで過激なことはできないから……どうしようかな」

「……カズキは、何かいい案とかないかな？」

　僕と先輩の姿を見比べたカズキは暫しばし考え込んだあと、何かを思いついたのか笑顔を浮かべる。

「そうだな。鬼ごっこみたいに相手に触れたら勝ちとかは？」

「先輩と鬼ごっことか、勝てる自信ないんだけど」

「身体能力全振りのウサト君に言われたくないんだけど」

　雷らい獣じゅうモードで全速力で来られたら、僕も逃げ切れませんって……。

　僕と先輩の反応に「どっちもどっちだな」と頷くカズキ。

「そもそも、先輩は僕となんの模擬戦をするつもりだったんですか？　肉弾戦じゃなくて、雷獣モードの練習ですか？」

「そうだね。正直、城の中では私の速さに対応できる人がほとんどいないんだ。カズキ君とは、魔法を使えば互角に戦えるんだけど、周りへの被害が大きすぎて……」

「それで僕ですか……」

　まあ、反射神経は人並み以上にある自信があるから別にいいけど、先輩の速さに対応できるかどうかは……ちゃんと見てみないことには分からない。

「分かりました。それじゃ、カズキの提案してくれた鬼ごっこ形式でやってみましょうか」

「私が君の右肩に三回触れられたら私の勝ち、三分間凌しのぎきったら君の勝ちってのはどうかな？」

「いいですね。それでいきましょう」

　三分間だけ先輩の手を防げば僕の勝ち、か。

　少しきついかもしれないけれど、ワクワクしている自分がいる。

「あ、もしも私の手が滑ってあらぬところへいってしまったときは……笑って許してほしいな」

「……」

「じょ、冗談だよ！　だからそんな見損なったような目で見ないで！」

「見損なってはいません。目の前の変態を罵ののしりたい気持ちに駆られているだけです」

「もう罵ってるよ!?」

　割と本気で冷たい目になってしまった僕に焦りまくる先輩。

　そんなやり取りを交わしたあと、僕と先輩は改めて向かい合う。

「制限時間は三分、二人のどちらかが動いてから数え始めるよ」

　カズキの言葉に頷き、先輩へと視線を移す。

　僕の右肩に三回触れればいいというだけなので、彼女は丸腰だ。

「遠慮なくどうぞ」

「ああ、そうさせてもらおう。君とこうやって相対するのは初めてだから、それを無駄にしないように、私も──本気で行く！」

「ッ!?」

　先輩の全身が煌きらめいたと認識した次の瞬間、僕の右肩には先輩の手が置かれていた。

　唖あ然ぜんとしながら目の前にいる先輩を見れば、これ以上にないドヤ顔を浮かべていた。

「一回目。油断大敵だよ、ウサト君」

「……さすがです」

　先輩は一瞬だけ雷を纏い、僕から距離を取る。

　とんでもない速さだったけど、完全に目で追えなかったわけじゃない。

　自身の頬ほおを張って完全に目を覚ました僕は、右腕に籠こ手てを展開する。

「籠手を使ってもいいですか？」

「私の手から逃れられるのなら構わないよ！」

「上等……！」

　再び雷を纏い、一瞬で高速移動してきた先輩に構える。

　狙いは肩だというのは分かっている！

　視界で微かすかに捉えた影を認識すると、治癒加速拳を右側に放ち左側方へ加速する。

「ッ、外れた!?　もう一度！」

　こちらを追いかけてきた先輩に対し、さらに後方へ跳躍。

　追ってきた先輩の手が迫った瞬間に、横に放った治癒加速拳で方向転換し、その手をひらりと躱かわし──たつもりが、僅わずかに肩に指先が触れてしまう。

「くっ、失敗か……！　やっぱ速すぎますよ、先輩……」

「ちょっと待って、明らかに君の方がおかしい動きだったんだけど！　空中で前触れもなく横にスライドしたんだけど！」

　僕に触れた指先を複雑そうに見ながら、先輩がそんなことを言ってきた。

「あー、これは系統強化の暴発を利用した移動法です」

「それってもう、系統強化とは別の技術のような気がしてきたよ。あえて名付けるなら……系統発はっ破ぱとか？」

　発破とかそんな物騒な……。

　発動までの工程を考えれば発破も間違いじゃないけれど……まあ、それは今はいいか。

「さあ、こうして話しているうちに時間は過ぎていきますよ？　あと一回触れれば貴女の勝ちです。僕が貴女の速さに慣れるのが先か、貴女が僕に触れるのが先か……勝負です！」

「ふふ、面白い。なら、もっと攻めていこうじゃないか！」

　視界いっぱいに電撃が迸ほとばしる。

　瞬間、こちらへ先輩が放った三つの電撃が迫ってくる。

「甘い！」

　即座に反応した僕は、その場から動かずに籠手で全て払い落とす。

　それと同時に、側方から伸びてきた手をかがんで躱すと、先輩が驚きょう愕がくの声を漏らした。

「なっ!?」

「よぉしッ！」

　あてずっぽう回避成功！

　狙う場所と微かな動きさえ見えれば、避よけられなくもないぞ！

　安あん堵どするのも束つかの間ま、すぐに我に返った先輩は僕から距離を取らずに雷を纏ったまま手を伸ばす。

　しかぁし！　そんなことは織り込み済みぃ！

　しゃがんだ勢いのまま地面へ拳を突き刺し、そのまま魔力を暴発させる。

「ぬん！」

「きゃっ!?」

　それにより生じた魔力の衝撃波が先輩の足に直撃し、大きくバランスを崩した。

　これぞ、ついさっき思いついた即興技、治癒転ばし拳！

　地面に打ち込んだ拳を起点に系統強化の暴発を行い、魔力の衝撃波を放つことで相手を転倒させることができる行き当たりばったりな技だ！

「ふははは！　この勝負はもらいましたよ！」

　体勢を崩した先輩を視界に入れながら、思い切りバックステップし全力で距離を取る。

　思わず悪役のような高笑いを上げてしまう僕だが、先輩は嬉しさ全開といった笑顔を浮かべた。

「やっぱり君は、私の見込んだ男だ！」

「む!?」

「君を相手に三分いっぱい保もたせようとしたのが駄目だった！　君に勝つには──」

　そう言葉にするや否や、先輩はこれまでよりも明らかに多くの電撃を纏う。

　眩まばゆいほどに迸る電撃はジリジリと地面を跳ね、昼間で明るいはずの訓練場をさらに明るく照らしている。

　どう見ても全力モードの彼女は、頬を引き攣つらせている僕へ意気揚々と叫んだ。

「最初から全出力でいけばよかったんだ！」

「……ちょ、ちょっと待っ──」

「いくよ、ウサト君！」

　そのまま先輩が視界から掻かき消え、とてつもないプレッシャーが全方位から迫ってくる。

　避けられる気がしないが……このまま諦める選択肢はない！

「ええい、こうなったら全力で逃げ切ってやる！」

　僕は先輩の猛攻を凌ぎ切るべく、籠手を構える。

　というか、先輩、完全にテンション上がって楽しんでますよね……。




「あー、逃げられなかったー！」
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　訓練場のそばの原っぱに寝転びながら、肩の力を抜く。

　鬼ごっこの結果は先輩の勝ちであった。

　さすがに、出力全開状態の先輩から逃げ切るのは無理だった。

「五秒くらいしか保たないとか、反則的な速さですよ……」

「そういうけど、私もかなりギリギリだったよ。電撃を纏える時間もあと数秒ほどしか残ってなかったし」

　その数秒を凌ぎ切れなかったことで、僕は負けた。

　魔力も体力もまだ余裕はあるけれど、すごく神経を使う勝負だった。

　避けさせない攻撃を繰り出してくるローズの訓練とは、また違った経験ができた気がする。

「いやぁ、二人ともすごかったです。先輩は電撃を纏える時間、格段に増えていたじゃないですか」

　やや興奮気味のカズキの言葉に、先輩は照れくさそうに笑う。

「私なりに色々と工夫してみたんだ。雷獣モードでいられる時間は少しずつ伸びているけど、それでもまだ実戦で使うには心こころ許もとないから、一瞬だけ発動したり出力を抑えたりしてね」

　出力を抑える、か。

「一瞬だけ雷を纏って魔力を節約していたから、何回も連続して高速移動ができたんですね」

「そうだね。今は切ったりつけたりしてやりくりしている感じ」

　僕の治癒加速拳も、決して少なくない魔力を使う技だ。

　先輩に魔力をセーブするコツとかを訊きいてみれば、もっとうまく扱えるようになるかもしれないな。

「ウサト。あれって何をしたんだ？」

「あれって？」

「先輩の体勢を崩した技だよ。もしかして、普通に地面を殴って揺らしてたのか？」

　いくら僕が鍛えたとしても、地面を殴って人が倒れるくらいの揺れなんて起こせるはずないのですが……。

「あ、それ私も気になる。いきなりバランス崩されてすっごいびっくりしたから……」

　特別隠す事情もないので、治癒転ばし拳について二人に説明する。

「よくもまあ、即興でそんな技を考えられるね。実際に食らったから言うけど、無防備な相手なら確実に動揺を誘える技だと思う」

「戦いの真っ最中に足元を気にしなくちゃいけないのは、地味にきついからなぁ」

　なんだか僕が思っている以上に、治癒転ばし拳は厄介な技のようだ。今度、ちゃんと使い道を考えてみるか。

「んー、治癒転ばし拳か。……治癒転倒拳って名前でもいいんじゃない？」

「ッ！　前から思っていたんですけど、先輩ってネーミングセンス半端ないっす。マジ尊敬します」

「え、えへへ、そうかな？」

　実のところ〝転ばし拳〟じゃ、ネアにボロクソに言われるかもしれないって思ってた。

　いや、僕としては転ばし拳もそんなに悪い名前じゃないと思うんだけど、今度からこの技は『治癒転倒拳』と呼ぶことにする。

　転倒拳ってダイレクトさに、そこはかとなく変化球じみたカッコよさがあるしね。

「あ、ウサト君。一戦交えてみて何か気になったことはあるかな？　私としては欠点の指摘とか、アドバイスとかをいただきたいのだけど。あ、褒めるのもあり──」

「ウサトさん、お水はお飲みになりますか？」

「ああ、いただくよ。ありがとう」

　水を一口飲んで人心地ついた僕は、改めて先輩の方へ視線を移す。

「あくまで僕から見た意見ですけど、少し動きが単調で分かりやすい気がしますね」

「やっぱり？　動きが速くなりすぎるとそうなっちゃうんだよね……って、んん？」

　ん？　どうしたのだろうか？。

「なんでエヴァがいるの!?」

　先輩のその一言で、ようやく僕は隣にいるエヴァの存在に気付く。

　当たり前のようにそこにいたから、逆に気が付かなかったな。

「あ、そういえばそうですね。エヴァ、いつからここに？」

「ウサトさんとスズネさんが勝負をなさる前くらいです」

「気付いてなかったのに、ナチュラルに会話してたの!?　しかも、結構前からいるし！」

　ルクヴィスで呪いから肉体と魂を取り戻しても、いつのまにか近くにいるところは変わらないなぁ。本当に気付いたら〝そこ〟にいるって感じ。

「すごいな。俺も気付かなかったぞ。えーっと、ウサト、この子が前に言っていたサマリアールの王女様？」

「うん。……エヴァ、彼が僕の友達のカズキだよ」

「あ、お初にお目にかかります！　エヴァ・ウルド・サマリアールと申します！　勇者のカズキさんですよね！　ウサトさんからは一番のお友達と聞いております！」

「そうか、一番の友達か……なんだか照れるな」

「こ、今度はちゃんと言えました……」

　エヴァの言葉に、カズキが嬉しそうに頷く。

　サマリアールでカズキについて話した内容を覚えていたことに若干恥ずかしい気持ちになりながら、自己紹介を無事に済ませることができたエヴァに向き直る。

「あ、先ほどのお二人の戦い、とてもすごかったです！　速くて全然見えませんでしたけど、なんというか、すごいのは分かりました！」

「あ、ああ、ありがとう」

　なんだろう、この子の真っすぐな言葉にたじたじになってしまう。

　曖昧な表情でお礼を返していると、先輩がエヴァに声をかけた。

「君は一人で来たのかい？」

「いえ、近くに騎士の皆様がおりますよ」

　よかった、エヴァが一人で抜け出したんじゃなくて。

　そう安堵していると、訓練場の入り口付近からこちらを見ている怪しい空色の鎧を着た人影を発見する。

『渦中に飛び込んでいく姫様、勇ましい……！』

『若さは強さね……フフ』

『疲れた殿方にさりげない優しさ。姫様、完璧です……！』

　……僕は何も見なかった。

　そう自分に言い聞かせ、話題を変えるべくカズキへと向き直る。

「カズキ、訓練を再開しよう。エヴァはここで見ていくかい？」

「ご迷惑でないなら……」

「先輩もカズキも構いませんよね？」

「もちろんだよ」

「俺も構わないぞ」

「カズキさん、スズネさん……ありがとうございます！」

　新たにエヴァも加わり、賑にぎやかになったところで訓練が再開される。

　最初に先輩と模擬戦という名の鬼ごっこをやったことだし、次は組み合わせを変えてみるのも悪くないな。

「ウサト、剣の練習に付き合ってくれないか？　あ、疲れてるならいいんだけど……」

「体力は大丈夫だよ。あー、僕って剣は使えないんだけど、それでもいい？」

「ウサトは自分の得意な戦い方でいいぞ。その籠手を使っても構わない」

　それなら遠慮なく使わせてもらおう。

　というより、普通に使う上ではこれはただ硬いだけの籠手だから、盾みたいなものなんだよな。

　カズキの剣がどれほどの腕かまだ知らないけれど、やるからには先輩のときと同じく真面目にいこう。






第十一話　それぞれの成長と、ウサトの誤算!!　の巻









　午前の訓練は、思いのほか白熱したものとなった。

　先輩との鬼ごっこやカズキとの手合わせなど、自然と自分達の伸ばしたい部分を鍛えられる訓練を交代で行うような形式となっていた。

「せい！」

「まだまだ！」

　今日、数度目になるカズキとの模擬戦。

　彼の木剣による斬り上げをバックステップで回避し、掌底を放つ。

　それを最小限の動きで避よけた彼は、僕のみぞおち目がけて木剣の柄つか尻じりを叩たたきつけようとする。

　それに対して、即座に籠こ手てで掴つかみ取り反撃に出ようとするが、その前にカズキの体当たりを食らい後退させられてしまう。

「苦し紛れの体当たりでようやく一撃か……。やっぱり単純な格闘ではウサトには及ばないな」

「さっきから僕もギリギリだよ」

　実際、その通りだ。

　カズキの動きは驚くほど堅実だ。

　シグルスさんを師匠としているからか、単純な振り下ろし、突き、薙なぎも力強く、プレッシャーも相まって独特な避けにくさがある。

　ローズとの戦いを経験していなければ、まともに攻撃をもらっていたかもしれない。

「カズキ。そろそろ昼だし、午後に備えて切り上げようか」

「もうそんな時間か。ようやくウサトの動きにも慣れてきたところなんだけどなぁ」

「ははは、次の機会にまたやろうよ」

「ああ！」

　これは先輩にも同じことが言えるが、カズキはこの短時間で僕の動きにも対応してきているのだ。

　模擬戦を通じて二人の力になれたので僕も嬉うれしいし、もっと頑張らなきゃって気持ちになってくるな。

　カズキと共に、原っぱで見学している先輩とエヴァの元へ向かう。

「おつかれ、ウサト君、カズキ君」

「お疲れ様です！」

　先輩とエヴァの言葉に頷うなずき、僕とカズキも彼女達の隣に座る。

　午後の交流戦まで時間があるから、それまでに昼飯を食べたり着替えたりしなきゃな。

　これからの予定を考えつつ、エヴァから差し出された水を口にしていると、訓練場に人が集まっていることに気付く。

「あれ、こんなに人いたっけ？」

　まだ午後の交流戦まで時間があるはずだけど……いや、ルクヴィスの学生が多いな。

「ウサト君、今気付いたんだ？」

「え？　先輩、気付いていたんですか？」

「ついさっきだけどね。多分、私達がここで訓練をしてるって聞いた学生達が集まってきたんだと思うよ」

「あー、そうだったんですか」

　よく見れば、先輩やカズキを見てはしゃいでいるようにも見える。

　まあ、エヴァは言わずもがな、先輩とカズキも本物の美男美女だからな。話題になるのも分かる。

　ま、僕は注目なんてされな……ん？　あの二人組、どうして僕を見てコソコソしているんだ？

『ひっ、こっち見た』

『こ、怖い！』

　僕の視線に気付くと、顔を青くして怖がられた。

　なに、森の中で凶暴な魔物と遭遇したときみたいなこの反応。

「ウサトさん！」

「え？　ああ、どうしたの？　エヴァ」

　釈然としない気持ちになりながらエヴァの方へ顔を向けると、彼女は目をキラキラとさせながらどこか嬉しそうに話しかけてきた。

「ずっと思っていましたけれど、戦っているときのウサトさんってとっても勇ましいですよね！　この前、本で見たオーガみたいです！」

「あ、ありがとう……」

　頬ほおを引き攣つらせながら、かろうじて笑顔を保つ。

　この子は善意百パーセントでそう思ってくれているんだ……！

　その気持ちを無下にすることは、ルーカス様はもちろん、この僕が許さん……！

　心の中で血の涙を流しながらお礼を返した僕に、エヴァは花のような眩まばゆい笑顔を浮かべる。

　それを見た先輩も、一つ頷くとこちらを向く。

「私も君のことを勇ましくて、本物のオーガみたいだと思っているよ！　ウサト君！」

「先輩、僕でも怒るときがあるんですよ？」

「なんでぇ!?」

　笑顔のまま毒を吐いた僕に、先輩が困惑した表情で掴みかかってくる。

　そうかぁ、戦っているときの僕ってそんなに怖い顔してたのか。

　地味に落ち込む僕を見かねたカズキが声をかけてくれる。

「ウサトは相手の動きを見逃さないように目を凝らしているから、怖い表情に見えちゃうのかもしれないな」

「まあ、防御するにしても避けるにしても、相手の動きを見なくちゃいけないからね……」

　眉間に皺しわが寄って、いかにもって顔になっていたのかなぁ。

　どちらにせよ、ここの学生さん達からの印象はもう変えようがないのは確かだ。

　いや、そもそも前に来たときから避けられてた感はあったので、今さらだったわ。

　自分でそう思い至って、さらに落ち込んでしまう僕であった。
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　一いっ旦たん宿へと戻った僕達は、昼食をとったあと、再び交流戦が行われる訓練場へと向かった。

　訓練場には、すでにたくさんの人が集まっていた。

「ウェルシーさんとシグルスさんは、もう先に来ているんですか？」

「そうらしいね。私達が一番最初に技を見せるらしいから、そのときに呼んでくれるって話だけれど……」

　先輩の視線が訓練場の方へと向けられる。

　先ほど先輩やカズキと模擬戦を行っていた場所だが、少し離れている間にさっきまでなかった黒色の的が設置されていた。

「あれが私達が技を当てる的かな？」

「そうみたいですね。俺達が以前魔法を当てた白いものとは違うようですし」

　見た目は色だけが変わっているようだけれど、僕達の知っている的とは強度も何もかも違っているのだろう。

「フフフ、腕が鳴るな」

「あまりやりすぎない方がいいですよ」

「そうはいうけど、ウサト君。他国の兵士から信頼を得るには、ある程度私達の実力を見せておかなきゃならないから、やりすぎた方がいいのかもしれないよ？」

「それはそうかもしれないですけど……」

　先輩、やけに張り切っているな。

　まあ、自分の本気の力をぶつけられるから、少し高揚しているのかもしれないな。そう思う気持ちは僕にもあるし。

　とりあえず交流戦が始まるまで様子を見ようとしていると、僕達の元にナイア王女がやってきた。

「皆様もいらしたのですね」

「はい。……カイル王子は？」

　先輩がやや警戒するように問いかけると、彼女は後ろを振り返り首を傾かしげた。

「愚弟はまた勝手にどこかへ行ってしまったようです」

「た、大変ですね……」

　カイル王子、自由だなぁ。

　心なしか、ナイア王女が疲れているようにも見える。

「今日の交流戦、楽しみにしております」

「え、ナイア王女も参加なさるのですか？」

「いえ、私自身も戦う術すべを持っていないわけではありませんが、ここでは代表を任されているため、あくまで観戦だけです」

　すごいな、忙しい王族という立場なのに文武両道なんて。

「ウサト様、先日は愚弟が失礼な発言をしてしまい、申し訳ありませんでした」

「え？　……い、いえ！　彼が抱いた疑問は当然だと思うので、気にしていませんから！」

　不意にこちらに深く頭を下げてきたナイア王女に慌てふためく。

　先日のカイル王子の発言は棘とげのあるものだったけれど、真っ当な批判であったはずだ。僕としては、あの批判があったからこそ自分の認識の甘さに気付けたので、むしろ感謝したいくらいだ。

　それでも気が収まらないのか、ナイア王女は頭を上げてくれない。

「だとしても、会談という重大な場において、私怨を交えて貴方あなたを貶おとしめようとしたことは事実です。どうか一発ぶん殴るなり、タコ殴りにするなり、治癒連撃拳の実験台にでもしてください」

「あの、全て殴っているんですけど」

「それで許されるなら、私の弟がどんな仕打ちも受けます……！」

「あれ？　聞こえてますか？」

　的確に、弟にのみ責任をなすりつけようとしてない？

　よく聞いてみれば、一発ぶん殴るから段々とグレードアップしているし。

　言いたいことを全て言い終えたのか、彼女から先ほどの悲痛な表情は消えていた。

「正直な話、カイルのせいでカームへリオの印象が悪くなってしまったかもしれないので、せめてこの会談の間だけでも口が利けない状態にすればいいかなと思いまして」

「ぶっちゃけすぎじゃないですか!?」

「皆様にはこちらの魂胆はお見通しなようなので、いっそのこと隠さずにいこうと思いまして。そうですね、ぶっちゃけました」

　この人は、本当に何を言っているのだろう。

　さりげなく隣を見てみると、先輩とカズキもドン引きしている。

「それで、連撃拳の実験台には……」

「しませんから！」

「そうですか。残念です。これを機にあの性根も正せると思ったのですが」

　本当に残念そうにしているナイア王女にちょっとだけ罪悪感を抱くが、さすがに普通の人間を相手に連撃拳を向けられない。

「ど、どれだけカイル王子が嫌いなんですか……」

　さすがの先輩もカイル王子の扱いを哀れと思ったのかそう質問するも、返ってきたのは意外な答えであった。

「いえ、別に嫌いではありませんよ。一応弟ですし、お父様とお母様に甘やかされた分、私が厳しくしているだけです」

　……よくよく考えれば、本当に嫌悪していれば説教もしないし、話しかけもしないよな。

『スズネ様ー！　カズキ様ー！　ウサト様ー！　準備が整いましたので、こちらへー！』

　僕達の名を呼ぶウェルシーさんの声に、訓練場の中央へと視線を向ける。

「準備が整ったようですね。皆様の貴重な時間を取らせてしまいまして申し訳ありません」

「いえいえ、私達も貴女あなた様の人柄をよく知れたので、よかったと思います」

「私も……久しぶりに肩の力を抜いて人と話せた気がします。交流戦、頑張ってください」

　最後に作り笑いではない笑顔を見せ、一礼してからその場を離れるナイア王女。

　そんな彼女を見送った僕達は、ウェルシーさんの元へと歩いていく。

「ナイア王女も面白い人だったね」

「カイル王子に連撃拳を……って話になったときは焦りましたけどね」

「やっぱり人に向けて当てちゃだめな技なのか？　扱う魔法は治癒魔法なんだろ？」

　カズキの言葉に頷く。

「治癒魔法だけど、威力が強すぎるんだ」

「……なんだか、聞けば聞くほどどんな技か気になるなぁ。あ、そうだ。順番はどうする？」

「順番？」

「私達が技を出す順番だよっ！　皆で一緒に出すわけじゃないんだしさっ、今のうちにちゃんと決めておこうよ！」

　それもそうだ。

　いざ本番になって、誰が最初にやるかでごたごたとするのは恥ずかしいし。

　早速何番目がいいかなぁと考えようとすると、カズキが手を軽く挙げた。

「なら、前のときと同じでいいんじゃないですか？」

「前のとき？」

「前回ルクヴィスに来たとき、的に魔法をぶつける機会があったじゃないですか。一番目が先輩、二番目が俺、そして形は違うけど三番目がウサトってことで」

「あ、それいいね！　ウサト君はどう？」

「僕もそれで大丈夫です」

　じゃんけんとかする必要もないしね。

　そこでようやく、僕達はウェルシーさんの元へと到着する。

「揃そろいましたね。それでは早速ですが、交流戦の前にスズネ様、カズキ様、そして急きゅう遽きょ実演することとなったウサト様の技『治癒連撃拳』を、代表の皆様に見てもらいたいと思います。では、皆様、準備の方はよろしいでしょうか？」

「「「はい」」」

「一応、木剣などの道具は用意させましたが、使われる方はいますか？」

「いえ、僕は籠手を使うので必要はないですね」

「俺も魔法だけでやるつもりなので」

　僕とカズキがそう答えると、何か考えるそぶりを見せた先輩が十本ほどある木剣を指さした。

「よし。ここにある木剣、全部使わせてもらおう」

「ええ!?　全部ですか!?」

「駄目かな？」

「そ、それは構いませんが……。スズネ様、あまり無茶はしないようにお願いしますね……」

「もちろんさ！」

　十本の木剣を抱えた先輩は、黒い的から十メートルほど離れた地面に一本ずつそれを突き刺していく。

「先輩、いったい何をするつもりなんだろう？」

「分からない。だけど、俺達の予想だにしないことをしようとしているのは確かだと思う」

　カズキの言葉に頷き、暫しばし状況を見守る。

　周囲を見てみれば、いつの間にかたくさんの人達が集まっているのが見える。

　ルーカス様とエヴァ、そして空色の騎士達。

　ナイア王女と、彼女からげんこつでもされたのか頭を押さえて悶もん絶ぜつしているカイル王子と、護衛の騎士達。

　ハイドさんとヘレナさんと、筋骨隆々な戦士達。

　そして、リングル王国のシグルスさんと騎士達。

　他にもルクヴィスの教師達や学生達が見守る中、一本を残して木剣を地面に刺し終えた先輩がウェルシーさんと僕達の方へ向き直る。

「ウェルシー、もういってもいいのかな？」

「はい。念を押して言いますが、無茶なことはしないでくださいね」

　ウェルシーさんの言葉に頷いた先輩は、今度は僕達へと視線を向ける。

「ウサト君、カズキ君。〝一瞬〟だから、見逃さないでね」

「はい？」

　そう言って黒い的の方に体を向けた先輩は、あらかじめ残しておいた木剣を持って刺突の構えを取ると、その身に雷の魔力を迸ほとばしらせる。

　訓練場の空気が張り詰めた瞬間、先輩の姿は激しい稲光と共に掻かき消える。

『は？』

　そんな誰かの声が聞こえた次の瞬間に、変化は起きていた。

　初めの変化は、強化されているはずの的に、強烈な音と共に木剣が突き刺さったこと。

　しかし、そこに先輩の姿はなく、再度電撃の迸る轟ごう音おんが響いたかと思うと、地面に突き刺さっていた木剣は全て消え去り、的にその木剣がほぼ同時に突き刺さった。

　見れば木剣の一本一本が電撃を帯びており、的を内側から焼き焦がしているようだった。

「──よしっ！　成功！」

　地面を滑りながら僕達の前に現れた先輩は、ドヤ顔でパチンと指を鳴らした。

　次の瞬間、的に刺さった十本の木剣から強烈な雷が放出され、数秒も経たたないうちに黒色の的は消し炭となった。

　もう、あれだ。えぐすぎて言葉がない。

「これぞ、十連雷突き……！」

　しかも、すげぇカッコいい技名まで考えている。

　その技名だけで、先輩のこと許せるわ。

　さすがです、マジ尊敬します。

　しかし、周りは先輩の行った常軌を逸しすぎた超連続攻撃を目の当たりにして、声も出ないようだった。

　そんな視線も気にならないのか、先輩がカズキの肩を叩いた。

「カズキ君、次は頼むよ」

「……ええ、任されました」

　カズキと入れ替わって僕の隣に移動した先輩は、上機嫌な様子で僕へ話しかけてくる。

「どうだい？　一瞬だっただろう？」

「ええ、さすがは先輩。かっこよかったです」

「ふふん、もっと褒めてもいいよ。褒めれば褒めるほど、私は伸びるタイプだからね」

「……」

「無言!?」

　先輩をスルーし、カズキへと視線を移す。

　彼は、先輩が消し炭にした隣の的の前へと立ち、自身の光系統の魔力を高めていた。

「先輩がここまで派手なことをしたんだ。なら俺も、それに負けないくらいすごいことをしなきゃ……な！」

　カズキの両の掌てのひらから十を超える魔力弾が飛び出し、空中へ浮かび上がる。

　その全てが生き物のような動きで、空中を飛び回る。

『わぁ……』

『綺き麗れい……』

　繊細な魔力操作をこともなげに行っているカズキに、各国の代表のみならず、魔法を扱っている学園関係者も息を呑のむ。

「俺の力は危険だ。だけどそれは、扱い方次第でどうとでもなる！」

　カズキが手を掲げた瞬間、ピタッと魔力弾が空中で固定される。

「対象を穿うがて！」

　カズキの号令と共に高速回転しながら射出された魔力弾は、的を豆腐のように貫通していく。

　しかし、それでは終わらない。

　的を貫通したあとも魔力弾は消えておらず、再び空中へと浮き上がる。

「未完成だけど、系統強化を！」

　空中に浮き上がった魔力弾が合体していき、槍やりのような形状へと変化する。

　神々しいほどの輝きを放ちながら空中で静止した槍は、カズキの手の動きに合わせて落下しながら的へ突き刺さり、次の瞬間に強烈な光が弾はじけた。

　光が収まったあとには何も残っておらず、ただぽっかりとクレーターのようなものが存在しているだけであった。

『……』

　先輩のときと同じで、ここにいる誰もが絶句している。

　当然だ。前回より強化している的を、二回連続で壊されているのだから。

　先輩もカズキもえぐすぎだけど、さすがだと思う。

　だけど、よくよく考えれば、このあと僕は普通に治癒連撃拳を放つんだよな……。

　……二人に負けないように、治癒連撃拳にちょっとだけアレンジを加えてみようかな。
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　私とカズキ君が勇者としての力を見せたあとに控えるのは、私達と同じかそれ以上に興味を持たれているかもしれない技、ウサト君の治癒連撃拳だ。

「ウサト、頑張れよっ！」

「うん、なんとかやってみるよ」

　カズキ君の掲げた手に照れながらハイタッチを交わしたウサト君は、三つ目の的の前へ向かっていく。

　その様子を見送った私は、カズキ君と並ぶように歩み寄る。

「治癒連撃拳……か。ようやくお披露目だね」

「ウサトから技の原理だけは聞いているんですけど、俺にはいまいちイメージができませんでした」

「私もだよ」

　昨夜、宿でこの技について説明してくれたとき、彼は「これは救命団に所属する者として、相応ふさわしくない技です」と答えた。

　相手に密着した状態で魔力を暴発させることにより、生じた衝撃を何度も何度も叩きつける離れ業。彼の話を聞いたとき、確かにその技は人間に向けていい技ではないと分かった。

「だけど、逆を言うなら……それを使わなきゃいけないほどの相手だったということだ」

「そうですね。ウサトもできるだけ使いたくない、みたいなことを言っていましたし」

　魔王軍第二軍団長、コーガ・ディンガル。

　黒騎士……いや、今は救命団にいるフェルムと同じ闇の系統を扱う魔族。

　凄すさまじい身体能力を有しているウサト君と戦えていた時点で、私とカズキ君よりも肉弾戦に優れているのは確かだろう。

「ウェルシー、的ってあそこにある三つだけなのかな？」

　近くにいるウェルシーに、一応の確認をしてみる。

　彼女は顎あごに手を当てながら、手元のメモ帳に目を向ける。

「いえ、念のために全部で五つ用意していますよ。といっても、一つは使えなくなってしまったのですが……」

「え、どうして？」

「皆様が来る前に、カイル王子が訓練用の的と勘違いをして魔法を放ってしまったんです。的自体には傷もなく、煤すすで汚れてしまっただけですが、何かしらの不備があるといけないので取り除いていただいたのです」

「なるほど……」

　カイル王子なら……やりかねないな。

　というより、ナイア王女が目を離している間に的に魔法をぶつけていたのか。

「だけど、ウサトはやけに遠い場所からいくようですね」

「あ、確かに」

　私とカズキ君が的を前にしていた距離は十メートルほどだったけど、ウサト君は三十メートルほど離れた場所から黒い的を睨にらみつけるように見ている。

　助走でもつけるのだろうか？

「あの治癒魔法使いは何をしようとしているんだ？」

　背後からの声に振り向くと、カイル王子が気軽な様子で近づいてきた。

　すぐにナイア王女を見ると、止める間もなく来てしまったのか申し訳なさそうに頭を下げていた。

「会談の場であれほど大仰な説明をした技だ。できるだけ近くでこの目で確かめたいと思ってね。ここから見ても構わないか？」

「……ええ、お好きなように」

「俺も構いませんよ」

　にこやかな笑顔で応対するカズキ君と違って、私は少し突き放すような言い方になってしまった。

　これまでのこともあって、私としては歓迎する気になんてなれなかったからだ。

「準備運動をしているってことは、まさか素手であれを破壊しようとしているのか？　俺の魔法でさえ傷一つつけられなかったんだぞ……」

「ははは、ウサトなら大丈夫です。彼の実力については俺が保証しますよ」

「そ、そうか……」

　明るく返答したカズキ君に、さすがのカイル王子もどこか気まずそうに視線を逸そらした。

　あのカイル王子も、カズキ君の真っすぐな言葉に戸惑ってしまったのだろう。

「勇者の言葉を疑うわけじゃないが、俺は未いまだにその治癒なんとか拳とやらを信じていない。だいたい意味が分からないし、系統強化の暴発とやらの原理も滅め茶ちゃ苦く茶ちゃすぎる」

　その気持ちは分からなくもない。

　系統強化をあえて暴発させるウサト君の技を『系統発破』と名付けたけれど、非常に危険な技だ。

　生身で行えば手が破裂してしまうほどのことを、籠手ありきとはいえ平気な顔で行っているのだ。

　彼の技術はまさしく、私やカズキ君と同じ『魔法使いとしての未踏の領域』に違いないだろう。

『さて、と』

「ウサトが構えを取った……」

　カズキ君の声に我に返り、ウサト君を見る。

　彼は右腕に籠手を展開させ、それを引くように構えていた。

　私達と同じく、訓練場にいる全員がウサト君の挙動に注目する。

『フゥー……ッ！』

　彼がゆっくりと体勢を前に倒した瞬間、何かが弾ける音と共に彼の体は加速した。

「消えた!?」

　カイル王子は彼の姿を見失ってしまったようだけど、雷らい獣じゅうモードにより速さに特化している私には彼の動きが見えていた。

　走り出す瞬間、後ろに引いた彼の籠手から魔力が破裂するように噴出し、急激に加速したのだ。

「魔力の暴発による加速か……」

　地面を踏みしめるごとに加速し、一瞬で黒色の的まで辿たどり着いた彼は──、

『治癒連撃拳！』

　そう叫び、拳を的へと叩き込んだ。

　その瞬間、的が真ん中から千切れ飛ぶようにして弾け、彼の拳は抵抗なくそのまま振り切られた。

「なっ!?」

『──あれぇ!?』

　地面を滑るようにして止まった彼は、呆あっ気けにとられた声を漏らして的を振り返った。

　彼の拳を叩きつけられた黒色の的は……なんというべきか、爆散するように吹き飛び、見るも無残な姿になっていた。

『君は、まだ僕を驚かせてくれるんだな……』

『わぁ、ウサトさんすごいです！』

『戦士長、治癒魔法使いってなんでしたっけ……？』

『俺の目に狂いはなかった、ということだな！　はっはっはっ！』

『疑ってはいませんでしたが、これはあまりにも……』

　サマリアール、ニルヴァルナ、カームへリオの人々が治癒連撃拳のあまりの威力に動揺を露あらわにしている。

「いや、え？　なにあれ、治癒魔法とかじゃないだろ!?　てか、治癒とかついてるけどその要素はどこにあったの!?」

　近くで見ているカイル王子も混乱しているようだ。

　しかし、私とカズキ君はこういう結果になることは予想していたので、誇らしい気持ちだ。

「治癒連撃拳。あそこまですごい威力の技だとは思わなかったよ」

「でも、昨日の説明とは違ってましたね」

「あ、そういえばそうだ。近距離で何度も魔力の暴発を叩きつける技だったはずだけど、さっきのは少し違うね」

　そうしているうちに、ウサト君がこちらへ戻ってくる。

　どうしたのだろうか？　技が成功したはずなのに、浮かない顔をしているけど……。

　だらだらと汗をかいた彼は、私達ではなく放心しているウェルシーの元へと近づいた。

「ウェルシーさん、すいません……」

「……はっ!?　申し訳ありません、放心してました。えーっと、ウサト様、なぜ謝るんですか？」

　ウェルシーの指摘にウサト君は、気まずそうに視線を逸らした。

「さっきの、治癒連撃拳じゃないんです」

「「「え？」」」

　私、カズキ君、ウェルシーの呆気にとられた声が漏れる。

　その反応を見て、さらに顔を青くさせたウサト君にウェルシーが問いかける。

「……それは、どういうことでしょうか？」

「本当は……本当はですよ？　加速した状態で拳を打ちつけ、インパクトと同時に治癒連撃拳を叩きつけようと思ったんです。ですが、想像していたよりも的が柔らか……耐えられなかったようで、一撃だけで壊れてしまって……」

「……」

「あの、ウェルシーさん……？」

　まずい！　ウェルシーが白目を剥むきかけてる!?

「ウェルシー！　幸い、的はまだあったよね!?　それを使って、もう一度やってもらえばいいんじゃないかな！」

「……はっ!?　そ、そうですね！　まだ大丈夫、大丈夫です。進行には支障がないはず……！　頑張るのです、私……！」

　自分にそう言い聞かせるように言ったウェルシーは、どこか鬼気迫ったような表情で、ウサト君がもう一度連撃拳を行う旨を皆に伝えに向かった。

　ホッと一安心したところで、ウサト君の方へと向き直る。

「ウサト君、本当にさっきのは治癒連撃拳じゃなかったんだね？」

「ええ。本気で技を放てるいい機会だと思って、やるなら思いっきりやろうと考えまして……」

「お、思いっきり……」

　確かに先ほどの技を見る限り、戦闘では滅多なことでは使えないだろう。

　というより、ウサト君が思いっきりやったらああなるの？

「まさか、意図せず新技のようなものを作ってしまうとは思ってもみませんでした」

「新技？　さっきの技が？」

「治癒加速拳で一気に懐へ入り込んで拳を叩きつけ、同時に魔力の暴発を叩きつける……名付けるなら……」

　顎に手を当てて数秒ほど悩んだウサト君は、得意げな表情を浮かべた。

「一撃に特化した治癒パンチ。必生奥義『治癒パンチ三の型・瞬撃拳』。別名、治癒瞬撃拳……とか？」

「!?」

　待って。奥義だとか型だとか、色々な要素に満ち溢あふれているのだけど。

　もう、技名のかっこよさだけでウサト君のこと許せるよ！

「それじゃあ、治癒連撃拳はまた違う技なんだな」

　カズキ君の言葉に頷いたウサト君。

「次は変にアレンジしないで、そのまま技を繰り出すことにするよ。さすがにウェルシーさんに迷惑はかけられないしね」

　しかし、偶然で編み出してしまった技で強化された的を容易たやすく壊すとはね。

　成長した私とカズキ君にとって、魔法を使えばあの的でも柔らかく感じたけれど、ウサト君の技による壊れ方は魔法云うん々ぬんではなく、腕力で無理やり爆散させられていた。

　……なにはともあれ、本当の治癒連撃拳がどんな技か楽しみだな。

　それから数分ほどして、ウェルシーによって、もう一度治癒連撃拳のお披露目を行う旨が訓練場にいる面々へと伝えられた。

　もう一度的の前に移動したウサト君は、先ほどとは違って距離を取らずに的へ手が届くくらいの位置にまで近づいた。

　宣言通り、今度は助走なしに直接治癒連撃拳の体勢に移るようだ。

『……よし』

　小さく深呼吸をしたウサト君は、黒い的の上部を左手で掴み、籠手に覆われた部分を中段に軽く添える。

　先ほどとはうって変わって静かな始まりに、訓練場にいる人々も静まり返る。

「治癒連撃、拳！」

　ウサト君がそう呟つぶやいた瞬間、何かが破裂するような音が的に密着した籠手から響いた。

　魔力の暴発による衝撃。それが今、直接的に打ち付けられている。

　その衝撃は並大抵のものではなく、たった一撃で的に亀裂が入ってしまっている。

『まだまだ……！』

　それで終わりではなく、今にも吹き飛ばされそうになる的を左手でがっちりと固定して執しつ拗ようなまでに魔力の暴発を叩きつけていく。

「なるほど、一点集中の連続打撃による防御貫通。それが治癒連撃拳ということか」

「確かにあれほどの技なら、魔族でさえもひとたまりもないでしょうね……」

「……」

　そう呟く私とカズキ君。カイル王子は、声を出すこともできないようだ。

　治癒瞬撃拳もインパクトのある技だったけれど、治癒連撃拳はそれを上回るえげつなさだ。

　七度目の衝撃を叩きつけられた的が半ばから分断されてしまったところで、ようやくウサト君は右拳を下ろした。

　静寂に包まれた訓練場の中で、困ったように頬を掻いたウサト君が戻ってくる。

「ふぅー、魔力が保もってくれてよかったです。やっぱり魔力量を調節する練習とかするべきですね」

「ウサト君」

　私は、嬉しくなった。

「ん、なんでしょうか？」

　カイル王子の度肝を抜かせたこともそうだけれど、彼が成長して私やカズキ君と一緒に戦ってくれていると実感できたことが、なによりも嬉しかった。

　だからこそ私は先輩として、仲間として激励の言葉を送らせてもらおう。

「やっぱり、君は私の期待を裏切らない男だね！」

「……っ！　あ、ありがとうございます」

　照れている!?　あのウサト君が!?

　ならば、このまま畳みかけて好印象を与えるのみ……！

「ウサト君がいれば、まさしく百人力だ！　いや、もしかすると千人力かもしれないね！」

「……はぁ」

　どうしてそこでため息をつくのかな、ウサト君……！






第十二話　ウサトの挑戦！　歴戦の戦士ハイド!!　の巻









　先ほどのお披露目で魔力を消費してしまった僕は、訓練場の一画に用意された休憩所の椅子に座り、各王国の交流戦を見ながら体を休めていた。

「三の型、か」

　場の空気に流されたとか、そういうのは関係ない。

　治癒瞬撃拳、一撃に重みを置いた正面突破の治癒パンチ。

　改めて考えると、この技で的が壊れなかったらそのまま連撃拳を続行できたんだよな。魔力量の負担は大きいし、この技も生き物に向けてはいけないのは間違いないな。

　ネアが知ったらどんな反応を返してくるかなぁ、なんて考えていると、背後から声をかけられた。

「ウサト、来たよ」

「ん？　アマコか」

　交流戦を見に来たのか、アマコが訪ねてきてくれた。

　彼女は僕の隣に座ると、微妙な表情になる。

「……なんというか、ウサトって本能で技を編み出しちゃう人なんだね。さっきの、控えめに言って魔法使いどころか人間が使っていい技じゃないと思う」

「そこまで言うか……」

「キリハ達もびっくりしてたよ」

「どんな反応してた？」

「絶句。というより、あれを見たほとんどの人がこの反応だと思う」

「やっぱりかぁ」

　以前来たときも避けられていたけど、今度は誰も寄ってこなくなりそうだ。

「ちなみに、スズネとカズキのときは『すごい！』とか『かっこいい！』って言われてたよ」

「まあ、二人の技はかっこよかったからなぁ。うん」

　先輩の十連雷突きはえぐいけど超かっこよかったし、カズキの光魔法を駆使した正確無比な魔力操作は目を奪われるほどに見事だった。

「ちなみに僕は？」

「『やばい』『怖い』『恐ろしい』あとは──」

「それ以上言わないで。僕の心が保もたない」

「無理もないと思うけど。スズネやカズキと違って、ウサトのは物理的な印象が強すぎるから」

　この扱いの差よ。

　まあ、そう思われても仕方がないのは自分が一番よく分かっている。

「そういえば、スズネとカズキは？」

「二人は交流戦をやっているよ。それぞれが他の国の騎士達と手合わせをしているんだ」

　カズキはカームへリオ王国の騎士達と、先輩はサマリアール王国の空色の騎士達と、それぞれ別の形式で模擬戦を行っている。

　その中でも、先輩が戦っている空色の騎士達の動きには興味を引かれた。

　ルーカス様が言っていた通り、集団の動きには無駄がなく、それは混戦を余儀なくされる戦場においても揺るがないだろうと感じさせられた。

　勇者である先輩と戦えている時点で、その実力は疑いようもなく──、

『みなさーん、がんばってくださーい！』

『ひ、姫様が見ているわよぉぉ!!』

『『『おおおおぉぉぉ!!』』』

『うぇぇ!?　電撃を分散させながら押し寄せてくる!?』

「……」

　肩がぶつかるほど密着した陣形で果敢に先輩へと向かっていく彼女達からは、凄すさまじい気迫が伝わってくる。

　僕と同じ方向を見たアマコは、微妙な表情を浮かべている。

「ねぇ、ウサト。あの人達って……」

「固い誓いで結ばれた結束力で戦う人達なんだ。そういうことにしておこう」

「……う、うん」

　時として、気合いと根性は何にも勝る武器になるからね。

　それで先輩の電撃を受けながら突撃をかませるのは、普通にすごいことだ。

　あの騎士達は、エヴァを守るために耐久面を重視しているのかな？　サマリアールは魔具に通じている国だし、あの空色の鎧よろいに特別な力が備わっているのかもしれないな。

　そこまで考えながら自分の体調を今一度確認した僕は、ゆっくりと腰を上げた。

「さて、と」

「行くの？」

「うん。さすがに大事な交流戦で何もせずに過ごすわけにもいかないしね」

　僕も、リングル王国の代表としてここに来ているんだ。

　少しでもいいから、他の王国の人達と関わりを持たなくちゃいけない。

「それに、これから一緒に戦う人達の服装や鎧の形も覚えておかなくちゃな」

　僕の使命は、戦場で傷ついた人を救うこと。

　敵味方の判断が一瞬でも遅れれば、助けられたはずの命を失ってしまうことになる。

　そんな経験は二度とごめんだ。だから、そのときに後悔しないように今できることをしなくてはならない。




　アマコと別れ、交流戦が行われている訓練場へと足を踏み入れる。

　その場で軽く準備体操をしていると、近くで模擬戦を観戦しているハイドさんの姿を見つける。

「ん？　おお、ウサト。体はもう大丈夫なのか？」

　僕の姿に気付いたハイドさんは、相変わらず気さくな様子で声をかけてくれる。

「ええ、全快とはいえませんが、魔力にも余裕がでてきました」

「そうか。だが無理は禁物だぞ？　君は我々にとっても重要な存在だからな」

　そう言ってくれたハイドさん。なんというか、いい意味で真っすぐな言葉を投げかけてくる人だ。

「リングル王国の騎士は粒つぶ揃ぞろいだな。魔王軍との戦いの経験を積んでいるからか、俺の率いる部隊の者達と対等以上に渡り合っている」

　僕は、リングル王国の騎士達とニルヴァルナ王国の戦士達の戦いに目を向ける。

　互いを補うように戦うリングル王国の騎士達と、雄お叫たけびを上げながら荒々しくも力強い戦いを見せるニルヴァルナ王国の戦士達。それぞれの王国の特徴が如実に表れている戦いは、ハイドさんの言う通り拮きっ抗こうしているように見えた。

「この会談に来て正解だった」

「え？」

「部下にいい経験をさせられたこともそうだが、なにより勇者の実力と、噂うわさに名高い救命団の真偽を確かめることができたんだ。これだけで、もう十分すぎるほどの収穫だ」

　交流戦を眺めながら、ハイドさんはそう呟つぶやいた。

　……僕も、この機会を無駄にするのはもったいないな。

　そう思った僕は、失礼を承知で隣にいるハイドさんに頭を下げた。

「あの……ハイドさん、僕と手合わせをお願いしても構わないでしょうか？」

「……なんだって？」

「あ、いえ、無理なら断っていただいても……」

「いや、むしろ大歓迎だ。しかし、君は本調子ではないのだろう？」

　ハイドさんの言う通り、今の僕は魔力を消耗しており全快状態からは程遠い。

　だけど、体力面と精神面においてはなんら問題ない。

　それに──、

「今、ハイドさんと手合わせできる機会を逃すと、あとでものすごく後悔しそうなので……」

「……はははは！　なるほど、そういう理由なら仕方ない！　よし、やろう！」

　楽しそうに笑った彼は、僕の肩を力強く叩たたいた。

「ヘレナ、俺は今から彼と戦う。少しの間だが、あとは頼んだぞ」

「ちょ、ちょっと待ってください。話は横で聞いていましたが、あまり熱くならないようにお願いしますよ？　貴方あなたは夢中になると本当に手に負えないんですから」

「フッ、心配するな。俺を誰だと思っている」

「どうしてそこまで自信に満ち溢あふれているのか、私には理解できないんですけど……」

　がっくりと肩を落としたヘレナさんに、なんだか申し訳ない気持ちになる。

「それでも──」

　やる価値は十分ある。

　ハイドさんは、ミアラークのレオナさんのように、力技では容易に超えられない技術を用いた戦い方をするのだろう。

　だけど、それで構わない。

　勝ち負けの問題じゃなく、ここで何を得られるかが僕にとって重要なんだ。




　僕達は訓練場の空いたスペースに移動するが、ハイドさんの手には訓練場で貸し出している円まる盾たてしかない。

　武器は使わないのだろうかと疑問に思っていると、彼は黄土色の魔力を纏まとい、右足を振り上げ力強く地面を踏みつけた。

　突然の行動に驚いたのも束つかの間ま、ハイドさんの目の前の地面から柄つかのようなものが飛び出してきた。

「えぇ!?」

「よっこらせ、っと」

　ハイドさんが自身の前の柄を引き抜くと、柄の先端が刃やいばに変わり、槍やりのような形状へと変化した。

「なに、ただの特殊な土系統の魔法だよ。魔力を地面に撃ち込み、形状と強度をある程度自由に操ることのできる地味な魔法さ。あ、もちろん刃引きはしているぞ」

　レ、レオナさんと同じように魔法で武器を作っているのか……。

　もしかして、レオナさんやハイドさんのような実力者は、魔法で武器の形状を変えて戦いに用いることが基本なのだろうか？

　手に持った槍の調子を確かめるように握り直したハイドさんは、未いまだに驚いている僕に笑いかけた。

「君が望んでいるのは、あらゆる武器に精通している俺との戦いなんだろう？　なら、俺の魔法を使った方がいいだろうと思ってな」

「僕のためにそこまで……」

「国が違っていようが、どんな系統魔法を持っていようが、関係ないさ。確かな意思を持って強さを求める者がいるなら、いつだって道を示す。それが、指導者という立場にいる俺の役目だ」

　そう言ってハイドさんは盾を構えた。

「こちらの準備は既にできているが、君の方はどうだ？」

「僕も、いつでも始められます」

　籠こ手てを展開し、いつものように構えを取る。

　魔力消費の多い治癒加速拳は多用できない。それなら、僕の戦い方を少し前のものへ戻せばいい。

　ハイドさんの動きに注意していると、彼が槍を持った右手を大きく振りかぶっている姿が視界に映り込む。

「ぬん！」

「ッ!?」

　槍をぶん投げてきた!?

　突然の攻撃に面食らいながらも体を傾けて回避すると、今度は盾を構えて突っ込んできた。

　咄とっ嗟さに左腕を突き出し、ハイドさんの突進を受け止める。

「むむ！」

「片手で止められるのか！」

　決して少なくない衝撃だが、それでも攻撃自体は防いだ。

　ここから治癒パンチに──、

「やはり、身体能力では劣るか！　なら、これはどうだ！」

　ハイドさんは盾を押し込みながら足を踏み鳴らすと、再び地面から飛び出してきた柄を掴つかみ取り、それを下から振り上げてくる。

　後ろに下がってかろうじて避けるが、現れた武器を見て肝を冷やす。

「斧おのか……！」

　盾で隠されて見えなかった……！

　ほぼ隙すきのない武器作成。こちらがまだ本領を発揮できていないとはいえ、戦法が変則的すぎる！

「足元への注意が疎おろそかだぞ」

「ッ、しま──」

　斧に気を取られた瞬間、ハイドさんの放った蹴りが僕の足へと直撃する。

　その隙を突かれ、胴体に盾を叩きつけられた僕は、そのまま持ち上げられ投げ飛ばされてしまう。

「なんのォ！」

　空中で体勢を整え、治癒飛拳を放つ。

　まさか投げ飛ばされながら攻撃してくるとは思わなかったのか、ハイドさんは驚きながらも盾を構え治癒飛拳を受け止める。

「な!?」

「ハハッ、強烈だな！」

　治癒飛拳を初見で見切られた……!?　いや、動揺している場合じゃない！

　着地と同時に、ハイドさんへ接近を試みる。

　そんな僕に対して、彼は円盾を地面へ放り投げると魔法で新たに剣を作り出した。

「さあ、来い！」

「はい！」

　斧と剣の二刀流。

　アンバランスに思えるが、単純に手数が二倍になったというだけで厄介極まりない。

「下手に打ち合わずに懐へ飛び込む……！」

　治癒加速拳を一度だけ発動させ一気に加速した僕は、ハイドさんの左手の剣を籠手で弾はじいたあとに、治癒魔法を纏わせた左手の掌底を叩き込む。

「ハァッ！」

　掌底は直撃する寸前に斧の柄で防がれてしまうが、それでも僕は力任せにハイドさんの体ごと押し出す。

　その衝撃でハイドさんの持っていた剣が手放され、僕の目の前の地面に突き刺さる。
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　掌底だが、幾分か威力は通ったはずだ。なら、今のうちに追撃を──、

「君と手合わせし、分かったことがある」

「……っ！」

「確かに、君は若き勇者と遜色ない実力を持っている」

　俯うつむいたままヒビの入った斧を捨てたハイドさんは、素手のまま膝立ちの状態からゆっくり立ち上がり、険しい表情を浮かべる。

「だがな、君は戦う相手にしか目がいっていない。今もそうだ」

　彼がそう口にした瞬間、先ほど僕の前に突き刺さった剣から微量な魔力が発せられていることに気付いた。

　気付いたときにはもう遅く、僕の腹部目がけ地面から円柱のようなものが凄まじい勢いでせり上がってきた。

　剣に込めた魔力で地面を操作した!?　そんなことができるのか!?

　不意を突かれた僕は咄嗟に籠手で防御しようとするが、腹部に直撃する寸前で円柱の動きが止まった。

「……止まった？　いや、止めてくれたのか……」

　完全に意識の外の攻撃だった。

　土系統の魔法を持つなら想定はできたはず……。それができなかったのは、ハイドさんの言う通り、彼の動きにだけ集中して周りを見ていなかったからだ。

　ひたすら反省していると、ハイドさんが大股でこちらへ歩み寄ってきた。

「ウサト！　君は強い！　ものすごく強い！」

「え？　あ、ありがとうございます！」

　思わず、こちらも大声でお礼を言ってしまう。

　僕の返事に、ハイドさんは満足そうに頷うなずいた。

「だが、魔法使いとの対戦経験が圧倒的に少ない。いや、君の場合は経験こそあるが、その相手が極端すぎたというべきかな？」

　思い返してみれば、僕が戦った人達のほとんどは特殊な戦い方をしていた気がする。

「魔法使いには、先ほどのように遠隔で発動させることを得意とする者や、離れた場所からの搦からめ手を得意とする者もいる。それらを相手にするとき、今の君では必ず後手に回らざるを得ないだろう」

「はい……」

「視野を広く持て。君に足りないものの一つがそれだ。君は相手の動きに注意を向けすぎて、それ以外が疎かになっている。先ほどの手合わせでも武器に気を取られたせいで足元への注意が散漫になっていたり、後退させた俺に意識が向き、魔力を仕込んだ剣に気付けなかった」

　ハイドさんの言葉に、僕はコーガとの戦いで負った怪我のことを思い出した。

　肩と腹と足、三か所を同時に貫かれた攻撃。

　あの攻撃も、僕がコーガの動きに気を取られすぎて受けたものだった。

「と、まあ偉そうに語ったのはいいが、俺もあっさりと一撃をもらってしまったわけだからなぁ。カッコ悪いったらありゃしないぜ」

『戦士長ぉー！　子供相手に不意打ちかましてる時点で、相当カッコ悪いですよー！』

「うっさい！　そんなこと、俺が一番よく分かってるわ！」

　野次を飛ばしてきたヘレナさんに、ハイドさんがややキレ気味に叫び返した。

　というか、ハイドさんは一撃をもらったというけどしっかりと防御されていたし、あんなの一撃とは言わないだろう。

　むしろ本気を出したハイドさんが、どれほど強いか知りたくなった。

　多種多様の武器を使いこなした上で、さらに土系統による魔法を使った戦い方ができると考えると、今の僕では対応できないかもしれない。

「さて、と。まだ時間はあるようだが、続けるか？」

「もちろんです！」

　盾を拾い、土からハルバードを作り出したハイドさんの言葉に即答する。

　今まで見えなかったもの、自分に足りなかったものが見つかってくる。

　最初は色々と不安もあったけれど、この会談へ来られてよかったと心の底からそう思った。






第十三話　親子との語らい!!　の巻









　交流戦を終えた日の夜。

　夕食を済ませた僕は、宿のベッドに寝転がりながら先ほど行われたミーティングで話されたことについて考える。

「明日で会談も終わりか」

　何事も起こらなければ、会談は明日で終わる。

　何かしらの不備があれば数日ほど延びる予定だったけど、各国の魔王軍に対しての危機感が予想していた以上に高く、想定された日数よりも早く会談を終えることができそうだという。

　いつ魔王軍が攻めてきてもおかしくない状況の中、会談が早く終えられることは僕達にとっても望ましいことであった。

　そう考えていると、不意に僕の部屋の扉が叩たたかれた。

　誰だろう。カズキかな？　それとも先輩かな？

　いや、先輩だったら「ウーサートーくーん！」って扉越しに呼びかけてくるから違うな。

　首を傾かしげつつ、部屋の扉に手をかけて開くと──、

「やあ、ウサト。遊びに来たぞ！」

　あまりにも予想外すぎる人物が目の前に現れ、反射的に扉を閉める。

　深呼吸したあと、もう一度ゆっくりと扉を開ける。

「やあ、ウサト。遊びに来たぞ！」

「何をしているんですか……」

　ドン引きしている僕に、ルーカス様は悪戯いたずらが成功した子供のような笑みを浮かべる。

「これぞ王族にのみ許された伝統技『お忍びドッキリ』というやつだ」

「そんな伝統技、聞いたことありません！」

「おっと、案ずるな！　護衛はちゃんと連れてきているぞ」

　そういう問題じゃないと思うんですけど。

　どうしてこの人はこんなに自由なのだろうか。

　いや、ルーカス様のおかげで会議が滞りなく進んでいるから、感謝はしているけど。

「そういえば、エヴァはどうしているんですか？」

「ああ、あの子なら……」

　首を傾げていると、開け放たれた扉から廊下での声が聞こえてくる。

『こんばんは！　スズネさん！　友好を深めましょう！』

『うぇぇぇ!?』

「今、スズネの部屋に遊びに行っているな」

「ああ、なるほど」

　先輩がエヴァの純真さに浄化されている姿が容易に想像できるのはなぜだろうか。

　エヴァに振り回されるであろう先輩と、先輩と仲良くなろうと努めるエヴァに内心でエールを送りつつ、僕はルーカス様を部屋に招き入れる。

「どうぞ」

「ははは、そこまで畏かしこまる必要はないぞ。押しかけたのは僕の方だ」

「いえ、それを除いても目上の方ですから……」

　テーブルと椅子を部屋の中央に引っ張り出して、ルーカス様に座るように促す。

「まずは、今日の交流戦についての感想を述べさせてもらおう。端的に言ってあれだな、君が相変わらずで僕は安心したよ」

「あ、相変わらずって……」

　いや、確かに相変わらずでしたね。

　ルーカス様の前で数人の騎士を素手で鎮圧した上に、王国で一番強い騎士であるフェグニスさんを沈めてしまったのだから。

「君を訪ねたのは、相談したいことがあったんだ」

「話なら、昼間に来てくれれば……」

「この件は少しばかり複雑でね。無関係な人間には話せないのさ」

　無関係な人間には話せない……ということは、僕に関係ある話ってことか。

「話したいのは、フェグニスについてだ」

「彼は今、どうしているんですか？」

「まだ牢ろうの中だ。事件後のときよりも落ち着きを取り戻してはいるが、それでも未いまだに口を開こうとしない」

　彼の行った所業を考えれば無理はないけれど、それを語るルーカス様の表情はどこか悲しげだ。

「確かに、あいつは罪を犯した。呪いの存在を知っていたにもかかわらず何もせずにエリザが消えていくのを見過ごし、挙句の果てにはエヴァを犠牲にして君をサマリアールに縛り付けようとした」

「そう、ですね……」

　サマリアールのため。

　それが、フェグニスさんの目的だった。

　しかし、僕も重大な使命を受けている身であり、なによりエヴァを犠牲になんてさせないために彼の守ってきたものを壊し、数百年にもわたる呪いと縛り付けられていた人々の魂を解放した。

「それは確かに許されるべきじゃない。しかし、僕はまだあいつを友人だと思っている。たとえ騙だまされていたとしても、あいつに助けられて国を治めてきた事実は変えられないんだ」

　当時も思ったけれど、ルーカス様とフェグニスさんは本当に親友同士だったんだな。

　それだけに、自分を裏切ったことに対してショックを受けていると同時に、憎み切れていないんだろう。

「あのときの当事者だった君に聞きたい。僕は……フェグニスを許してもいいのだろうか？」

　僕は、できるだけ言葉を選んでから返答をする。

「僕が言うのもなんですが、フェグニスさんには彼なりの信念があったように思いました。それが歪ゆがんでいたとしても、彼が行おうとしたことは私欲ではなくサマリアールの人々のためでした。だからこそ、許すだとか、許さないは別にして……言葉を交わすべきだと、僕は思います」

　僕だってエヴァを犠牲にしようとしたフェグニスさんの行為を許せるわけじゃないけれど、ルーカス様との対話を切っ掛けに彼が正しい道を歩めれば一番いいと思う。

「……そうだな、まさしくその通りだ。本当は自分でも分かっていたはずなんだが、どうにも行動に移せなかった。……僕は、君に後押ししてほしかっただけなのかもしれないな」

「え、僕にですか？」

「あの事件の全貌を知っているのは、限られた人間だけだからね。全てを知っている君の答えを聞きたかったんだ」

　肩の荷が下りたように笑みを浮かべたルーカス様は、背もたれに体を預けた。

「エヴァにも君と同じことを話したんだ」

「彼女はなんと？」

「『私ではなく、お父様はどう思っているのですか？』って聞き返されてしまったよ。多少思うところはあったようだけど、今のあの子にはそれ以上に心惹ひかれるものがあるからな」

　それはそうかもしれないな。

　今のエヴァは、十数年も知ることを許されなかった外の世界に触れることができる。それは、人を恨んでいる暇がないほど楽しいはずだ。

「忍んでここに来た甲か斐いがあったな」

「そこまで気の利いたことは言えてないですし……」

「そんなことはないさ。友人という立場で君と話せたことで、僕も踏み出す勇気を持つことができたよ」

　フェグニスさんが牢に入れられる前までは、彼がルーカス様の相談を受けてたりしていたのかもしれないな。

　だとすれば、彼の代わりとまではいかないけれど、力になれてよかったと思う。

「さて、僕が長居すると君も落ち着かないだろう。そろそろ帰るとするよ」

「あ、はい」

　腰を上げたルーカス様に、僕も立ち上がる。

　明日の会談が終わったら、どの王国も魔王軍との戦いに備えて忙しくなるだろう。

「ルーカス様。僕にできることがありましたらいくらでも力になりますから、あまり無理は──」

「え、じゃあ僕のあとを継いで──」

「お帰りの際はこちらからお願いします！」

　話がややこしくなる予感がしたので、僕は急いで部屋の扉に手をかける。

　すっごい軽いノリで言われたけど、目が本気だった……！

　冷や汗をかきつつ扉を開けると、扉をノックしようとしていたのか手を掲げているエヴァと目が合った。

「ウ、ウサトさん……」

「あ、ああ、エヴァか。ルーカス様を呼びに来たのかな？」

「は、はい」

　不意に目が合ってしまった僕とエヴァは少し後ずさりつつ、視線を外す。

　すると、彼女と一緒にやってきたのだろうか、背後にいた先輩が口元を押さえショックを受けたように慄おののいていた。

「ま、まさか、これはいわゆる〝扉を開けた瞬間に意図せず目と目が合ってお互い照れる〟的イベント……!?」

　すいません、早口な上に長すぎて半分くらい聞き取れませんでした。

　先輩のおかげで落ち着きを取り戻した僕は、ルーカス様が通れるように横にずれる。

「エヴァ、僕は先に帰るけれど、どうする？」

「あの、スズネさんのところにお泊まりをしてもいいですか？」

　ルーカス様は驚いたようだが、すぐに笑顔で頷うなずいた。

「ああ、構わないよ。スズネ、この子を頼むよ」

「はい。ですが、一応護衛はつけておいた方がいいと思うのですが……」

「ああ、それなら心配はいらない。彼女達はいつでもエヴァを守れる位置に潜んでいるからね」

　守れる位置に潜んでいる……ね。

　周囲を見回すと、曲がり角からこちらを窺うかがっている数人の人影が見えた。

『ウサト様に続いて、姫様に二人目のお友達が……！』

『泣いては駄目！　私達は、姫様の護衛なのよ……！』

『涙に濡ぬれた瞳では、姫様は守れない……！　堪こらえろ、私！』

　何人か見えている時点で、全然潜めていないんですけど。

「と、いうことだ。スズネ、護衛に関しては心配しなくてもいい」

「そ、そうですか……」

「エヴァ。明日、会談が始まる前に迎えの者をよこす。楽しむのはいいけれど、ウサト達に迷惑をかけないようにね」

「はい！」

　嬉うれしそうに返事をしたエヴァに頷いたルーカス様は、近くで待機させていた別の護衛と共にその場を去っていった。

「ウサト君、これからどうする？」

「どうするって、部屋に戻りますけど……」

「いやいや、せっかくエヴァもいるんだし！」

　どうしようかと悩んでいると、僕達のやり取りを見守っていたエヴァが声をかけてきた。

「あの、ご迷惑でなければ。皆さんの旅のお話とかを聞きたいです」

「旅の話か。先輩はどうですか？」

「私は全然構わないよ。あ、せっかくだからカズキ君も誘おうよ。話せる人が多い方が楽しいだろうし」

　じゃあ、カズキを呼びに行こうかな。まだ寝ていないと思うし。

「あ、私が呼びに行くよ。提案したのは私だしね」

「じゃあ、ここでエヴァと待っているので」

「うん。じゃ、行ってくるよ」

　そう言って、カズキを呼びに向かった先輩を見送る。

　部屋に残されたのは僕とエヴァの二人だけとなったが、よくよく考えると少し気恥ずかしいな。

「なんだか、ウサトさんがサマリアールにいたときのことを思い出しますね」

「うん、そうだね」

　懐かしむように、そう口にしたエヴァに同意する。

　サマリアールを訪れた初日は、本当に大変だったなぁ。

　ルーカス様にいきなり城へ呼び出され、エヴァと一緒に生活することになったりとか。

「今はどこに住んでいるの？　城の方かな？」

「前と変わらず、あの家に住んでいますよ」

「え？　あそこって家を覆うようなドーム状の結界が張られていたはずだけど……」

「あの結界を作る魔具は外しちゃいました。私には、もう必要のないものですから」

「そっか……」

　彼女はもう呪いに蝕むしばまれることもなく、自由な人生を歩むことができる。

　それは、僕にとっても喜ばしいことだ。

「私、ウサトさん達に救われてから、たくさんの景色を見てきました。今まで歩くことのできなかった街の景色、木々の広がる森、一面真っ青な湖……」

　その光景を思い出したのか、嬉しそうに頷いたエヴァがこちらへと顔を向ける。

「世界は、美しさで溢あふれていたんです！」

「ちょ、ちょっと落ち着いて……」

　身を乗り出すエヴァをなだめる。

「ご、ごめんなさい……」

「いや、いいんだ。君が本当に外の世界を楽しんでいることを知ることができたしね。よければ、君が新しい世界で見て知ったことも聞かせてくれないかな？」

「はい！」

　花のように明るい笑顔で頷いたエヴァに、こちらまで笑顔になる。

　消えることを運命づけられ、それを受け入れていた彼女が、幸せそうに思い出を語ってくれる。

　それだけで、僕がサマリアールで力を尽くした甲斐があったと思える。

「まず、仲良くなった空色の騎士の皆さんについてお話ししましょう！」

　扉の方からガチャガチャと数人が倒れるような音が聞こえたが、気のせいだろう。

「騎士の皆さんは、お父様が私の護衛のために集めてくださったとってもすごい人達なんです！」

「確かに、昼間の交流戦はすごかったね」

　先輩の電撃を食らいながらも、陣形を乱さなかったし。

　エヴァの応援で、さらなるパワーアップを見せるとは思わなかったけども。

「私とそう違わない年頃の方も多くてですね、色々なことを教えてくれるんです」

　それじゃあ、エヴァも話しやすいだろうな。

「エヴァは騎士達とも友達になったんだな」

「はい！　でも、私がそう言うと、途端に胸を押さえて苦しそうにする人が多いんですよね……」

「それは果たして大丈夫なのだろうか……」

「本人は心配いらないって言ってくださるのですが……」

　あれか？　エヴァが純粋すぎて、胸が張り裂けそうになるのかな？

　気持ちは分からなくもないけど。

「あ、そういえば、ウサトさんのことを知りたがっている方もいましたね」

「え、なんで？」

「お父様から頼まれたからですって」

　……ルーカス様、やはり侮れん！

　すると、エヴァの表情が暗くなっていることに気付く。

「どうしたの？」

「いえ、こんな幸せな日々が来るなんて思いもしませんでしたから……。いつか、誰にも見送られることもなく消えてしまうって……」

「エヴァ……」

「だから、ウサトさんには本当に感謝してもしきれないんです」

　なんて言っていいか迷っていると、彼女は続けて言葉を発する。

「諦めていた私に、貴方あなたは自由をくれた。どんな苦難を前にしても諦めなかった貴方の背中は、今でも鮮烈に私の目に焼きついています」

「そんな大おお袈げ裟さな……」

「大袈裟じゃありませんよ。だって、ウサトさんは私にとってかけがえのない人なんですから」

　そう言葉にされると、普通に照れる。

　誤魔化すように頬ほおを掻かいた僕は、エヴァから視線を逸そらしつつ口を開く。

「感謝はもう十分に伝わっているよ。僕は君が外の世界を楽しんでくれていれば、それでいいんだ」

「……ふふっ」

　エヴァが笑みを零こぼすと、部屋の扉がノックされた。

「カズキ君を呼んできたよ」

「来たぞー、ウサト。四人で話すんだってな」

　先輩とカズキが加わって、部屋が一気に賑にぎやかになった。

「じゃあ、ゆっくり話そうか」

　辛つらい人生を歩んできたエヴァのこれからは、彩りに満ちている。

　僕は彼女の未来の幸せを、心から願った。






第十四話　会談の終わりと、迫る魔王軍の影!!　の巻









　昨夜は賑にぎやかな時間を過ごせた。

　先輩の部屋で皆と話をしていたんだけど、これがまた騒がしいものになってしまった。

　先輩はエヴァの口からピュアな言葉が放たれる度に、見えない何かに吹っ飛ばされるようなリアクションを取っていた。

　僕とカズキは二人のそんなやり取りを見て、呆あきれながらも笑っていた。

　四人で楽しく語り合った時間が、エヴァにとってもいい思い出になってくれればいいなと思う。
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「──以上をもちまして、四王国による会談を終了とさせていただきます。サマリアール王国、ニルヴァルナ王国、カームへリオ王国の代表の皆々様、この度は会談にご出席いただきありがとうございました」

　翌日に行われた三回目の会談を経て、この場にいる四王国が完全に協力し合う関係になれた。

　戦うのは恐ろしいけど、共に助け合える味方がいれば心強い。

　ウェルシーさんの宣言で会談は閉幕となったが、皆はすぐには出ていかずにそれぞれの代表達と別れの際の挨拶を交わしていた。

「ではウサト。またすぐに会うことになるかもしれないが、そのときはよろしく頼む」

「こちらこそ、よろしくお願いします、ハイドさん」

　最初に話しかけてくれたハイドさんと握手を交わす。

　短い間ではあったけれど、多くのことを教えてもらった。今後、それをしっかりと生かせるように鍛錬を続けていこうと決意する。

「おい、治癒魔法使い」

　続いて僕に声をかけてきたのは、カームへリオ王国のカイル王子だった。

　いかにも不機嫌といった表情で僕のことを睨にらんだ彼だが、隣に立っていたナイア王女に脇腹に肘を叩たたき込まれ「ぐふぅ」という気の抜けた悲鳴を上げた。

「あ、姉上！　いきなり何するの!?」

「いえ、失礼なことをする前に先制しておこうと思いまして」

「理不尽!?　まだ何もやってないよ!?」

「……まだ？」

「な、ナイア王女、その辺で……」

　このよく分からない理不尽さはローズを思い出すけど、この方の場合は対象がカイル王子限定なのだろう。

「お見苦しいところをお見せしてしまいましたね」

「い、いえ、気にしていませんから……」

　逆にもう慣れてしまったともいえる。

「私達王族は戦場へは赴くことができませんが、皆様の無事を心から願っております」

「ありがとうございます」

「……実はここに来るまで、皆様にお会いするのが少し不安だったんです」

「え？　姉上が不安がるとかありえな──」

　何か口にしようとしたカイル王子を再度肘でついた彼女は、こちらへと視線を戻す。

「噂うわさはあくまで噂。どれほど名が通っていようとも、その人の本質は会ってみなくては分からないものですから」

「なるほど……」

　僕なんて根も葉もない記事が出回ってしまったからな。不安に思うのもしょうがない。

「特にウサト様は、最初はとても恐ろしい人に思えましたが、近くで見ると無理をして怖い表情をしているのが分かりましたから、すぐに認識を改めました」

「え、分かってたんですか？」

「はい。カイルは全く気付きませんでしたけどね」

　ナイア王女には、僕がわざと怖い表情を浮かべていたのはバレバレだったようだ。

　今になって指摘されると、なんだか恥ずかしくなってくるな。

「全てが終わってからで構いませんので、カームへリオに遊びに来てください。精一杯のおもてなしをさせていただきますから」

　そう言ってナイア王女がにこりと微笑ほほえむと、隣にいるカイル王子の方を向く。

「カイル、貴方あなたも言いたいことがあるのでしょう？」

　ナイア王女を気にしながらも一歩前に出たカイル王子は、相変わらず不機嫌そうな表情で話しかけてくる。

「おい、治癒魔法使い……いや、ウサト！　お前は確かに滅め茶ちゃ苦く茶ちゃだ！　もはや人間かどうかすら疑っているが、今はそれを置いておく！」

　僕個人としては、そのまま置いといてほしいんですけど。

「俺は、お前には負けない！」

「……な、何をですか？」

「魔法とか、プライドだとか、王子として色々含めて負けないってことだ！」

「は、はぁ……」

　なぜか対抗心を燃やされてしまった。

　カイル王子と僕では競う分野が違いすぎると思うのだけど、それを言うのは野暮というものなのだろうか。

「言いたいことはそれだけだ！　俺が勝つ前に死ぬんじゃないぞ！　じゃあな！」

　そう言ったカイル王子は、ナイア王女を待たぬままその場を離れていってしまった。

　逃げるように去っていくカイル王子を見て、ナイア王女はため息をついた。

「ようやく、道楽以外のことに目を向けてくれましたか。これで少しでも大人になってくれるといいのですが……。最後まで弟が申し訳ありませんでした。それでは、また会える日を楽しみにしております」

　そう言って、ナイア王女はカイル王子を追ってその場を離れていった。

　気のせいかもしれないけれど、最後の彼女の言葉はどこか優しそうに思えた。

　僕は一人っ子だから分からないけれど、姉弟っていうのはああいうものなのだろうか。

　ハイドさん、ナイア王女、カイル王子と言葉を交わしたから、最後にルーカス様のところへ行こうか。

「さて、ルーカス様はどこへ……」

「ここだよ」

　背後から近づいてきたルーカス様の声に振り返り、すぐに頭を下げる。

「すみません。こちらから伺おうと思ったのですが……」

「ははは、気にしなくてもいいさ。いやはや、君もすっかり人気者だ」

「人気者というより、イロモノみたいなものですけどね……」

　楽しそうに笑うルーカス様に、頬ほおを引き攣つらせる。

　今回の会談は色々と派手にやりすぎたところもあったけれど、救命団の治癒魔法使いとしての実力を示すには十分なものだったと思う。

　あの場で中途半端な真似をしたら、戦場を駆ける際に救命団の治癒魔法使いとしての実力を信じてもらえず、助けを求めてこないってこともあるかもしれない。

「サマリアール王国は、全力で君達を助けよう。僕にも守るべきものがある。それを二度と失わせないために、脅威となる魔王軍をなんとかしなければならない」

　真剣な表情でそう言葉にするルーカス様に頷うなずく。

「これはスズネとカズキにも言ったが……。ウサト、死ぬんじゃないぞ」

「……はいっ！」

「エヴァも僕も、君が無事でいることを心の底から願っている」

　肩に手を置いてそう言ってくれるルーカス様。

　こんなに思ってくださるなんて、これは意地でも生きて帰ってこなきゃな。

「君はいずれ僕の跡を継ぐ男だからな」

「はい！　……って違う!?」

　ハッと顔を上げると、悪どい笑顔を浮かべたルーカス様と魔具のようなものをこちらへ向けている空色の騎士が視界に映り込む。

「よし、言げん質ち取った！　今の録とれたか!?」

「もちろんであります！　ルーカス様！」

「よくやった！」

　サムズアップをするルーカス様と空色の騎士に一瞬呆ほうけてしまった。

『君はいずれ僕の跡を継ぐ男だからな』

『はい！』

　僕とルーカス様の先ほどのやり取りが、魔具から音声として流れる。

「ま、まさか声を録音する魔具!?」

「フッ、我がサマリアールの技術を駆使すれば、この程度のものなんて容易に作成できるのさ！」

　魔具ってそんなことまでできるの!?

「おっと、ウサト。これは会談のために用意しておいたものだから壊すのは駄目だぞ。もちろん、ウェルシーにも許可はもらっている！」

「は、謀りましたね!?」

「君への言葉は紛れもない本心だがな！　だがしかし！　君が、こうでもしないと死に急いでしまうような性格なのはよーく分かっている！　なので、いっそのこと生き残らねばならない理由を作っておいた！」

　言葉と行動自体はとても嬉うれしいけど、その録音が後々僕に対する切り札になりそうで不安なのですが。

「では、次に会う日を楽しみにしているよ！」

　ルーカス様は満面の笑みを浮かべ、この場を離れていってしまった。

「最後の最後に大変なことになっちゃったな……」

　生きて帰らなくてはいけない理由が増えてしまったと考えるべきか、それともルーカス様に厄介な手札を与えてしまったと考えるべきか……。

　まあ、僕を想おもっての行動なのは分かっているから怒れないな。

　だけど、いつか絶対あの録音はなんとかしよう……！
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　四王国での会談を終えたあと、僕達はウェルシーさんと共に、ルクヴィス学園の学園長であるグラディスさんのいる学園長室へと足を運んだ。

「ほんの数ヶ月しか経たっていないけれど、それぞれが大きな成長を遂げているわね」

「グラディス学園長も、昨日の交流戦を見ていらしたのですか？」

「もちろんよ。スズネは魔力を身に纏まとい、カズキは卓越した魔力操作を、ウサトは……ちょっと分からなかったけれど、それぞれが以前よりも格段に成長していることは見てすぐに分かったわ」

　なぜ僕だけ理解不能扱い？

　ウェルシーさんが納得するように頷きながら、グラディスさんへ話しかける。

「ウサト様の技術は魔法に詳しい者ほど理解できないものですから、無理はありません」

「確かに、ウサトの技は魔法使いにとっては信じられないものだったな」

「うん。私やカズキ君と同様に、真似できないものだね」

「そ、そう……」

　……全員で同意しなくてもいいのでは？　グラディスさん引いてるし！

「と、とにかく会談が無事に終わってよかったわね」

「はい。これで私達も魔王軍との戦いに集中できます」

　会談が終わったので、明日、僕達はリングル王国へ帰ることになる。

　そこで、改めて魔王軍との戦いに備えなければならない。

「戦いが起これば、私達もできる限りの援助をするわ。なにせ、魔王軍の脅威はリングル王国だけのものではなく、ここにも及ぶものだから……」

　ルクヴィスはリングル王国の隣国に位置する都市。

　もし、リングル王国が敗北して魔王軍に占領されるようなことがあれば、魔王軍の次の矛先はルクヴィスへと向けられることになるだろう。

　いくら魔法に秀でている都市とはいえ、子供の割合が多いルクヴィスでは戦うことすらできない。

「ルクヴィスは同盟を結んだ王国からの物資を運び、届ける役割を担うことになるわ。その際、物資はこちらで整理してフーバードを介して送るから、こちらに任せてもらって大丈夫よ」

「ありがとうございます。他にも手を回さなければならないことがあるので、とても助かります。一つ気になったのですが、戦いの際はここに住む学生は避難させるのですか？」

「ええ。学生は避難させるか、実家に帰らせることになるでしょう」

　そこで一いっ旦たん区切ったグラディスさんが、思い悩むように顔を顰しかめた。

「それでも、離れられない理由があったり帰る場所がないという子もいるから、私達教師はここを守らなければならないわね。戦いの際に、はぐれた魔族が物資目当てで襲撃してくる、なんてことがないとも限らないから」

　魔王軍との戦いは何が起こるか分からない。

　相手は、昨日僕達が相手にしたような的ではなく、ちゃんと考え行動する血の通った生き物だ。だから、予想できない行動をしてもおかしくはないということなのだろう。

「そうだ。ウサト、ナックは救命団でうまくやっているかしら？」

「ナックですか？　彼なら元気にやっていますよ。今頃、団長に鍛えられているかもしれませんね。ははは」

「それは果たして大丈夫なのかしら……？」

「全然大丈夫ですよ。団長もナックには加減してくれますからね」

　まだ子供のナックには僕や強こわ面もて共レベルの訓練は行えないので、僕達よりもいくつか段階を下げた訓練を行っている。

「彼が元気そうで安心したわ。ルクヴィスにいたときは、彼に何もしてあげることができなかったから……」

「確か、貴族の問題もあって介入することができなかったんですよね？」

「ええ。……でも、もう心配する必要はないわね。学園を出るときの彼は、以前とは比べ物にならないほど成長していた。今も、そうよね？」

「もちろんです。むしろ、これからより大きく成長していくでしょう」

　彼の救命団員としての人生はまだ始まったばかりだ。

　これから、より厳しい訓練が確実に待ち受けていると思うけれど、彼ならば乗り越えられると僕は確信している。

　僕の言葉に、グラディスさんは安心するように微笑んだ。

「ナックも大きく成長したけれど、もう一人、彼と同じく大きな成長を見せている子がいるわ」

「……ハルファさんですか？」

「ハルファもそうと言えるけれど、別の子よ」

「別の子……？　もしかして、ミーナですか？」

「そう。ミーナ・リィアーシアも、ナックとの勝負を機に、新たな目標に向かって努力しているの」

「あの子にも心境の変化があったんですね……」

　あの頃の彼女の印象からは想像できないけれど、グラディスさんがそう言うのなら、それほどあの子は本気で努力しているということなのだろう。

　……でも、ミーナが努力をしている理由が気になった。

　単純にナックと再会したとき戦うために備えているのか、それとも純粋に強さを追い求めているのか。

　機会があったら話を聞いてみたいな。

　顔を合わせた瞬間、すっごい嫌な顔をされそうではあるけど。





　　　　＊＊＊






　グラディスさんの元を訪れたあと、僕は合流したアマコと共にルクヴィスの街を軽く散策することにした。

　昼間は訓練と会談でほとんど自由時間がなかったので、最後くらいは息抜きにいいかなと思い、ルクヴィスの街並みを眺めながら歩く。

「スズネとカズキはどうしてるの？」

「カズキは大図書館を見に行って、先輩はエヴァと遊んでいるよ」

　カズキは、何やら気になる本があるらしい。

　僕は専門的な本ってあまり読まないけれど、楽しみながら知識を蓄えられるってことはすごいと思う。

「スズネとエヴァ？　なんか珍しい組み合わせかも」

「明日、それぞれの国に帰るからって最後に挨拶に来てくれたんだ。それで、時間まで先輩と色々と話すってことになってね」

「へー」

　僕も誘われたけれど、先にアマコと一緒に街の方を散策する約束をしていたので、こっちを優先した。

　でもエヴァが先輩と仲良くなってよかった。女の子同士というだけで、色々と話せることもあるだろうし。

「アマコはどうだった？」

「私は、普通に過ごしてたね。キリハの家事を手伝ったり、昼になっても寝てるキョウを叩き起こしたりしてた」

「そ、そうなんだ……」

　キョウ、さすがに昼になったら起きようよ……。

「なんというか、普通の日常だったけれど……楽しかった」

「それはよかった。やっぱりキリハ達に任せて正解だったな」

「そうだね。……ん？」

「……どうした？」

　ある方向を見て黙り込んでしまったアマコ。

　彼女の視線の先は、僕にとっても覚えのある場所であった。

「ここは、ナックと初めて会った場所か……」

　彼が傷つき倒れ伏していた路地の奥にある広場。

　そこで、一人の少女が魔法の練習を行っていた。

　その少女──ミーナは僕達に気付くと、非常に嫌そうな表情を浮かべた。

「ウサト。あれが、街まち中なかでオーガと遭遇したような顔なのかな」

「アマコ、まず言っておくけど街中にオーガは出ないからね？」

「？」

「なんで僕を見て不思議そうに首を傾かしげるのかな？」

　僕がオーガそのものだと言いたいのか、オイ。

　すると、不機嫌そうな面持ちのミーナがこちらへ手招きしていることに気付く。

「ウサトを呼んでるね」

「なんだろう？」

　アマコと共に広場へ足を運ぶ。

「……」

「……」

　しかし、いざ広場でミーナの前に立ってみても、彼女は自身の髪の毛先をくるくると弄いじりながらチラチラとこちらを窺うかがっているだけで、会話が始まらない。

　……とりあえず、こっちから話しかけてみるか。

「ナックは、元気にしているよ？」

「そ、そんなこと訊きいてないわ！」

　ちょっと踏み込んでみたものの、即座にキレ気味に返されてしまう。

　しかし、ナックの名前を聞いて反応はしてくれたので、会話を続けることは難しくはなさそうだ。

「えーっと、とりあえず僕のことは覚えてる？」

「あんたみたいな怪物、忘れるはずがないでしょ。それに昨日なんて、人間にすら見えない動きしてたし」

「……交流戦の話？」

「午前中、勇者と訓練してたときの話。なんで動きの見えない相手に反応できるのか謎だし、不自然な体勢で加速しているのも謎だし、なによりそれをやっているあんたが治癒魔法使いだってのも本当に謎だわ」

　すっごい早口で言われてしまった。なに？　僕って謎そのものなの？

「分かる。すごい分かる」

　後ろの子こ狐ぎつね、小さな声で同意するな。

「君は、ここで訓練していたのか？」

「……そうよ。悪い？」

「いいや、悪くないよ。でも、どうしてここで？」

「いつも使ってる訓練場が使えないから、今日はここを使っているだけよ」

「あぁ、なるほど」

　交流戦が訓練場で行われたので、今は整備の途中で使えないんだな。

　どうしてこんな狭い場所で訓練しているのかなって思ってたけど、納得できた。

　今度はミーナの方から、話しかけてくる。

「ナックが元気にしてるって言ってたけど……」

「ん？　ああ」

「私のこと、なんて言ってた？」

　それを訊きたかったのかな……？

　じゃあ、ちょうどいい、ナックからの伝言を伝えておこうかな。

「『俺はしっかり成長してるぞ！　うかうかしてると引き離すからな！』だってさ」

「……なによ、調子に乗っちゃって」

　伝言を聞いて、こちらに背を向けたミーナは小さくそう呟つぶやいた。

　その声は、喜んでいるようにも思えた。

　すぐにこちらを振り向いたミーナは、先ほどと変わらない不機嫌な表情のまま口を開いた。

「……相変わらず甘いやつ。いっそのこと、嫌ってくれればいいのに」

　この一連のやり取りで、この少女への認識が『素直じゃない子』へと変わった。

　以前のイメージとは違うこの子の言動を疑問に思いつつ、気になったことを訊いてみる。

「君は、ナックにしたことを後悔しているのか？」

「……」

　黙ってしまうミーナ。

　この子がナックにしたことは酷ひどいことだけど、ナックからの話だと、ナックが治癒魔法使いということが理由だけとは思えなかった。

　そうでなきゃ、こんな表情で口を閉ざしたりしないはずだ。

　十数秒の沈黙のあと、ようやくミーナが口を開いてくれた。

「ちょっと話に付き合いなさい」

「構わないよ。僕も気になっていたことだし。アマコはどうする？」

「話が終わるまで待っているよ」

　三人で広場の端に腰を下ろすと、ミーナは広場の景色を見つめながら口を開いた。

「ナックと私が幼おさな馴な染じみだって話は聞いてる？」

「ああ、ナックから聞いてるよ」

「そう。なら、あいつがルクヴィスに入れられた理由は説明しなくてもいいわね」

　本来は水系統の魔法に目覚めるはずだったナックは、治癒系統の魔法に目覚めてしまった。

　そのせいで両親から冷遇されてしまい、家を追い出される形でルクヴィスに入れられた、だったな。今、思い返しても酷い話だと思う。

「今はこうだけど、小さい頃はよくナックと遊んでいたの」

「親同士が仲良かったらしいね」

「……そうね」

　ルクヴィスでナックに訓練を施していた時期に、彼の生い立ちとミーナと幼馴染みだったことは聞いている。

　でも、僕達が初めてルクヴィスを訪れたとき、ミーナは幼馴染みだったはずのナックにあんな仕打ちをしていた。

　その理由は何だったのだろうか？

「私がルクヴィスに入る一年ほど前から、ぷっつりとあいつと会うことができなくなっちゃったの」

「もしかして、ナックが治癒魔法使いだって判明したから？」

「そうでしょうね。屋敷に行っても会わせてもらえない。ナックの両親は、あいつよりも妹の方と遊ぶように勧めてくるし、まるでナックがいないものみたいに扱われてて……本当に不気味だった」

「ナックを、隠そうとしていたのか……」

「でしょうね。ナックの話題を口にした途端に嫌な顔をされたし」

「……想像していたより、酷い話だな」

　自然と拳を握りしめてしまう。

　望んだ才能を持って生まれてこなかっただけで、親がそこまでの仕打ちをするなんて……。

　信じていた肉親に裏切られたナックの心情は、計り知れない。

「ナックに会えなくて途方に暮れていたとき、偶然ナックがルクヴィスに入れられるって話を耳にしたの」

「……それで君も、ルクヴィスに？」

　僕の言葉にミーナはこくりと頷いた。

「学園に入れられたときのナックは……抜け殻みたいだった。最高の環境で魔法を学べる学園に入学できたのに、あいつだけは俯うつむいて、この世の終わりって感じの顔をしてた」

「そりゃあ、追い出されたみたいなもんだからね……」

「そのときになってようやく、お父様からナックがルクヴィスに入れられた本当の理由を教えてもらったわ」

　ナック本人からしてみれば、希望もなにもあったものじゃないだろう。

　自分の意思を無視して家を追い出された上に、知らない場所に放り込まれたのだから。

「それでも、何度も声をかけようとしたわ。だけど、ナックは周りのもの全部に怯おびえて私すら怖がってた。そのときの私にとって、それが……たまらなく気に入らなかった」

「気に入らないって……」

「治癒魔法に目覚めたからって、あいつは自分の現状をただ受け入れるだけで何もしなかったのよ」

　多分、そのときのナックは諦めてしまっていたのかもしれない。

　最も身近な存在だった両親から冷たく扱われ、誰も信じることができなくなってしまった。

　それが、十歳になるかならないかの年頃とくれば、精神的に打ちのめされてもおかしくない。

　僕がそう考えていると、そのときのことを思い出したのか声を少しだけ荒らげたミーナが続ける。

「ルクヴィスでしっかりと努力すれば、治癒魔法だって評価されたはずよ。そうすれば、ナックを見限った両親だって家に戻してくれたかもしれない。……でも、ナックは全てを諦めて前に進もうとしなかった」

「君は、治癒魔法使いを見下していたわけじゃなかったのか」

　僕の言葉に、ミーナは首を横に振る。

「私にとって、ナックが治癒魔法に目覚めていようが関係なかった。ただ、立ち上がってほしかった……」

　自分の掌てのひらを見つめて、ミーナは次第に肩を震わせた。

「でも、あいつはずっと下を見てるばっかりで、差し伸べた手を見ないどころか、誰にも助けを求めない。そんなあいつに我慢ならなくて、私は……」

「思い通りにしてくれないナックにイラついて、暴力を振るうようになった、か」

　横暴と思えるだろうけど、当時の彼女は十歳くらいの年頃だったはずだ。

　最初はよかれと思ってやっていたことが、次第に目的から大きく外れ、歪ゆがんでしまったということか。

　しょうがないでは済まないけれど、今のミーナの表情を見ると責めることはできなかった。

「いつしかそれが当たり前になって……私が……私がやりたかったことは、本当は違うはずなのに、気付いたらもう戻れないところまできて……それで……」

「ミーナ」

　段々と冷静さを失っていくミーナに声をかける。

　しかし、それでも彼女の口から発せられる言葉は止まらない。

「いっそのこと無理やりにでも従わせて、うちに連れていけばいいって……でも私は、ナックを殺しかけて……」

「もういい、分かったから。落ち着いて」

　これ以上は、自分自身を追い詰めかねない。

　我に返った彼女は、自嘲するような笑みを浮かべた。

「私がしてきたことは、とても……とても酷いことだった」

「ナックは、君のことを根に持ってはいるけど、恨んでまではいないと思うよ？」

　こういうときにしっかりとしたアドバイスを言えたらって思うけれど、ナックとミーナの関係はその場で思いついた言葉でなんとかできるほど、簡単なものじゃないだろう。

「君はここを卒業したあと、リングル王国にいるナックのところへ行くのか？」

「ナックから聞いたのね……。正直、二度と顔を合わせたくないと言われると思っていたけど……あいつ、リングル王国で私を待ってるって啖たん呵かを切ったのよ？　信じられる？　あんなことをした私に……」

「それも、聞いたな」

「……そんなの、縋すがるしかないじゃない。やり直せるなんて思わなかったけど、諦めたくはなかったし」

　彼女の呟きを聞いて、僕は思わず笑みを零こぼしてしまった。

　ナック、やっぱり僕の考えは間違っていなかったじゃないか。

「不器用なんだな、君は」

「そんなこと、自分が一番よく分かってるわよ」

　ナックもそうだったように、ミーナも前に進もうとしていたんだな。

　立ち上がった彼女は、こちらを見ずに口を開いた。

「関係のないあんたに話して、ちょっとだけスッキリしたわ」

「……そうか」

「学園内のやつに話すと変な噂が立てられるから、部外者のあんたならちょうどいいかなって」

　やけにすんなり話してくれると思ったら……なんというか、色々と肝の据わった子だな。

　ナックに訓練を施しているときは、なんの理由もなくナックを虐げている子だと思っていたが、そこに至るまで二人の間にすれ違いのようなものがあった。

　……あまり気の利いたことは言えないけれど、伝えられることは言ってみようか。

　話したいことは全て話し終えたのか、再び訓練に戻ろうとしている彼女に声をかける。

「君がナックにしてきた事実は消すことはできない。君はナックを虐げて、挙句の果てに彼の命を危険に晒さらしてしまった」

「……」

「だけど、これからは違うはずだ」

　ミーナは、こちらを見ずに僅わずかに肩を震わせた。

「君もナックもまだまだ子供で、これから長い人生を生きていくんだ。だったら、時間をかけてもいいから歩み寄ってみるのもありだと思うよ」

　二人がすれ違ってしまった時間なんて、微々たるものだ。それを取り返すだけの時間を、彼らはありあまるほど持っているはずだ。

　僕の言葉に目を丸くしたミーナは、どこか呆れたように微笑んだ。

「本当、師弟揃そろって甘いところまでそっくりね」

「まあ、ナックは僕の弟子だからね。似るのは当然だよ」

　僕もローズに似てるとか度々言われるけどね。主に雰囲気とか顔とかだけど。

「ありがと、話に付き合ってくれて」

「力になれてよかったよ」

　そう答えると、ハッと何かに気付き頬を赤くさせたミーナが僕から視線を外す。

「それと、ナックにはこのことは……」

「ああ、分かってる。彼にはちゃんと黙っておくよ」

「そう……じゃ、私は訓練に戻るわ」

　安心したように肩の力を抜いたミーナは、僕に背を向け広場の中心へと歩を進めていく。

　僕も彼女の邪魔をしないよう、アマコと共にその場を離れる。




「ナックとミーナにも色々と事情があったんだね」

「ああ。もしかすると二人が仲良く学園生活を送れた可能性もあったかもしれないな」

「そうかもね」

　思いもよらない再会だったけれど、結果的にはよかったと思う。

　そう思いながら路地を曲がると、アマコが僕の団服の袖を引っ張ってきた。

「そういえばさっきのウサト、話がおじさんっぽかったね」

「ぐは……ッ！」

　振り返った瞬間、アマコから強烈な一撃が叩き込まれる。

　確かにちょっとおじさん目線で話していたけれど、面と向かって指摘されるのは色々とクルものがある。

　狼狽うろたえていると、宿にいるはずのウェルシーさんが血相をかえてこちらへ走ってくるのが見えた。

「あれ、ウェルシーさん？」

「どうしたんだろう？」

　ウェルシーさんはここまで全力で走ってきたのか、声も出せないくらいに息を切らしていた。

「ウェルシーさん、大丈夫ですか？」

「た、大変、です……！」

　息も絶え絶えな様子のウェルシーさんに治癒魔法をかける。

　この慌てようは普通じゃない。

　嫌な予感を抱いている僕に、呼吸を落ち着かせたウェルシーさんは、険しい表情のまま言葉を発した。

「先ほどリングル王国からフーバードで伝令が届きました！　国境付近にて、魔王軍の偵察隊らしき影を確認したそうです！」

「ッ!?」

　ウェルシーさんの言葉に、暫しばし反応ができなくなる。

　思い出すのは、殺意と恐怖で溢あふれた戦場の景色。

　僕はもう一度、あの場所を駆け抜けなければならない。

　知らず知らずのうちに拳を握りしめていた僕の手に、アマコの手が添えられる。

　咄とっ嗟さに彼女を見れば、僕の身を案ずるように見上げている。

　アマコの視線を受けた僕は、覚悟を決める。

「──また、始まるんだな」

　平穏な日常の終わり。

　やってくるのは、魔王軍との戦い──死と隣り合わせの戦場である。






閑話　戦いの行方に思いを馳はせて









　人間達との戦いの準備が整った。

　その報告を受けた私は、早急に二人の軍団長をこの場に呼び寄せた。

「進軍の準備が整ったようだな」

「「ハッ」」

　闇系統の魔法を扱う男、第二軍団長コーガ・ディンガル。

　もう一人は、私が新たに任命した第三軍団長ハンナ・ローミア。

　眼前で膝をついた二人を見下ろした私は、軍団長に就いて間もないハンナに声をかける。

「第三軍団長ハンナ・ローミア。貴様は軍団長としての任に就いたばかりだが、問題はないか？」

「ハッ、魔王様のご期待に添えるよう、全力で軍団長の任に勤いそしんでおります」

　アーミラの後任として第三軍団長に任命したハンナは、元は第三軍団に所属していた者であった。

　彼女はリングル王国への二度目の進軍の際、幻覚を見せる魔法でリングル王国の騎士を操り、同士討ちをさせることで戦線を生き抜いた。

　その手段を選ばない冷徹さと卓越した魔法の才能は、軍を担う者として適していると判断し、彼女を第三軍団長へ任命したのだ。

「では、戦力の構成を確認させてもらおうか」

「了解しました。第二軍団長、構いませんか？」

「ああ」

　コーガの返答に頷うなずいたハンナは、数秒ほど間を置いてから言葉を発する。

「まず戦闘の基盤となるのは歩兵部隊と、魔物を戦力として利用する部隊となります」

「魔物についてはどれほどの種が使える？」

「飛竜種ワイバーン。グランドグリズリーと並ぶ凶暴な魔物グローウルフ。ヒュルルク博士が作り出した魔造モンスター、バルジナクとその大型個体です。後方部隊には──」

　ハンナは、流れるように部隊の構成を簡潔に説明していく。

　あらかたの説明を聞き終えた私は、顎あごに手を当て情報をまとめる。

「現状、用意できる戦力としては十分といえる。これ以上の戦力を望めば逆にこちらの枷かせとなってしまうだろう。コーガ、ハンナ、よくぞここまで軍を整えることができたな」

　心からの賛美の言葉を二人に贈る。

「ありがたきお言葉！　もはや……私にはッ、悔いはありません！」

「……今、貴様にいなくなられても困るのだが」

「私が必要と仰おっしゃってくれるのですか!?」

「……もうそれでよい」

　最近、配下の者の扱い方が分かったような気がする。

　感動に打ち震えているハンナの隣で引いているコーガが、我が魔王軍の良心に見える。

　……話を進めよう。

「分かっていると思うが、私はここを動くことはできない」

「……はい、俺達魔族は魔王様のおかげで生きながらえているようなものなので、お気になさらず」

　コーガの言葉に、私は一いっ旦たん目を閉じる。

　私が勇者の封印から目覚めたとき、魔族の住む大地は朽ちかけていた。

　作物を育てるはずの土壌に養分はほとんど残っておらず、食せるものも限られていたのだ。

　魔族の現状を目の当たりにした私は、同胞を生きながらえさせるために、自らの術を用いて朽ちかけた大地に恵みをもたらした。

　しかし、術を維持させるためには魔力を注ぎ込み続けなければならないため、私はこの城から動くことができなくなってしまった。

「なんとも歯は痒がゆいものだな、戦いに征ゆく同胞を見送ることしかできないのは。数百年前には味わうことのなかった感情だ」

「本来なら、戦えるはずがなかった魔族が戦えている。それだけで魔王様に忠誠を誓う理由になりえます」

「そう言ってくれるか、コーガよ」

　同胞を生かしたいのならば、人間側に助力を頼むべきなのだろう。

　だが、それは数百年前に魔王軍が人間を相手に暴虐を尽くしたという過去がある限り、許されることはないだろう。

　勇者が人間にとって英雄であると同時に、魔族は人間にとって絶対的な悪に他ならないのだ。

　そうさせてしまったのは、かつて野望のままに人間達へ争いを仕掛けた私の行いに他ならない。

　だからこそ、私は再び魔王として魔族に力を貸すことにしたのだ。

「……もしもの備えはこちらで用意しておく。貴様達は思う存分に戦い、勝利を収めるがいい」

「「ハッ」」

　コーガとハンナがそう答えた瞬間、広間の大扉が静かに開け放たれた。

　視線を向ければ、そこにはボロボロのローブを纏った男が立っていた。

　雑に伸ばされたくすんだ金髪に無精ひげと、魔族特有の角と褐色の肌。ローブの隙すき間まから見えた肩部分には黒色の鎧よろいが取り付けられ、腰には鞘さやに納められた長剣を携えている。

　その男を視界に収めた私は、両手を広げ来訪者を出迎えた。

「よくぞ戻ってきた、ネロ」

「ハッ、第一軍団長、ネロ・アージェンス。遅ればせながら招集に応じ馳はせ参じました」

　この時代では場違いなほどの才覚と技量を持つ男であり、第一軍団長の地位を決定づけられていた実力者。

　私が封印から目覚める以前に強敵と相対し手傷を負った彼は、今日この日まで傷を癒やすべく療養していたのだが──、

「長らく戦線に復帰できず、この身の至らなさを恥じる次第です」

「よい、貴様のことはよく理解しているつもりだ。ネロよ、肩の傷は癒えたか？」

「……ッ！　我が魔剣、その輝きは衰えず。修練の果てにさらなる境地へ至った今、貴方あなた様の刃やいばとなりあらゆる障害を断ち斬ってみせることを、ここに誓いましょう……！」

　静かな、そして力強い宣言に私は口の端を小さく歪ゆがめた。

「ならば、多くの言葉は必要ない。貴様は戦うべき場へと赴き、宿願を遂げるがいい」

「仰せのままに」

　彼は深く一礼し、私に背を向け元きた道を戻っていく。

「コーガ、ハンナ。貴様らも進軍に備え、休息を取っておけ」

「「ハッ！」」




　コーガとハンナが広間から去るのを見送った私は、玉座に背を預ける。

「復ふく讐しゅう心……いや、あれは執着心というべきか」

　恐らくネロは、リングル王国侵略にさして興味はないのだろう。

　求めるのは、自身を下した宿命の敵との決着。それだけを目的にし、私が復活してからの数年間を療養と鍛錬に費やした。

　だが、それもまたいいだろう。

　あの力は、現在の魔王軍において頂点に立つものだ。

「ま、魔王様、お飲み物です」

「……そういえばお前がいたな、シエル。随分と静かだったな」

　今まで一言も喋しゃべらなかったので存在を忘れていたが、この場には私の他に専属の侍女であるシエルがいたんだったな。

「ぐ、軍団長の方々を前にして、緊張してたんですっ。し、しかも、第一軍団長のネロ様まで来るなんて思いもしなくて……」

「貴様は私よりも、軍団長を相手にする方が緊張するのか？」

　あわあわと動揺しているシエルを横目に、差し出された飲み物を手に取る。

　いかに思いを馳せようが、現状は見守ることしかできない。

　それが私を封印した奴の思惑なのかは分からないが、そんなことは今はどうでもいい。

「私が動かなくていいことを祈るしかない、な」

　戦いの行方は、この時代を生きる者達に託された。

　ならば、その時が来るまで私はここで座して待つのみだ。
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